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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　♯01／セブンハーフの始まり





〈六月某日──〉




　出会いというものが良くも悪くも人の運命を左右する──ということは以前にも述のべた。

　七年間の海外放ほう浪ろうの間に、俺おれは様々な人と出会い、それと同じ数だけの別れを経けい験けんしてきた。もちろんラッキーな出会いばかりじゃない。どちらかと言えば出会いから別れまでアンラッキーだったケースの方が多いくらいだ。とりわけ若い男とは相あい性しようが悪いらしく、出会った男のうちの三人に一人はブン殴なぐったような気がする。

　かたや女の方はと言うと……こいつは自じ慢まんじゃないが、俺はどうやら美女と巡めぐり会う運には恵めぐまれているらしい。ただし、美女との出会いには苦にがい思い出が付き物なんだが──






　　　　一




「おばちゃ～ん、絹きぬ三丁と油あぶら揚あげ五枚、それと雪花菜おからを──」

　豆とう腐ふ屋やの店先にヌッと現あらわれたのは、身の丈たけ二メートルを超こえる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男だった。中年の女店主はその巨きよ体たいに一いつ瞬しゆんギョッとなったが、分ぶ厚あつい胸むな板いたの上に載のっている顔を見るとすぐに笑顔に戻もどり、

「あら、おっきな先生。今日はいつもより遅おそいんですねえ」

「そうなんですよ。職員会議でつまらん話をウダウダと……ま、どうでもいいんですがね」

　薄うす汚よごれたアーミーパンツに編あみ上げのブーツを履はき、グレーのＴシャツの上に着古した革かわジャンという、およそ高校教師らしからぬ風ふう体ていをしたその男──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうは、そう答えて男おとこ臭くさい苦にが笑わらいを浮かべた。

　小こ銭ぜにできっちりと代金を支払い、受け取った品物を長ネギの頭が飛び出している東とう武ぶストアの袋ふくろに一いつ緒しよに入れると、慶一郎は大おお股またに歩き出した。商店街から離れ、大通りを大だい門もん方面へと向かう。ゆったりとしたその足取りは、自分の縄なわ張ばりを悠ゆう々ゆうと闊かつ歩ぽする猫ねこ科かの大型獣を思わせた。

　夕ゆう闇やみが迫せまっていた。

　さっきまで西の空を茜あかねに染そめていた太陽は、すでに雑ぞう木き林ばやしの向こうに沈んでいる。一年で最も日につ照しよう時間の長い時期とはいえ、午後七時近くにもなるとすっかり夜だった。

（だいぶ遅くなったな……）

　慶一郎は近道をするために赤あか塚つか公園内の小こ路みちに入った。

　大気に溶とけた新しん緑りよくの匂においが強い。

　まもなく梅雨つゆ入りだというのに、時おり吹く風はもう夏の気け配はいを含ふくんでいる。慶一郎にとっては七年振りの日本の夏が近付いていた。

　──と。

　鼻先を通り過ぎる風の中に、肌はだを粟あわ立だたせるような冴さえた冷気が一ひと筋すじ、かすかに混じった。

（…………!?）

　奇き妙みような胸むな騒さわぎを感じて、慶一郎は思わず足を止めていた。

　次の瞬間、何かが起きる──そんな差し迫せまったきな臭くさい予感に全身が緊きん張ちようした。

『…………！　……ッ!!』

　研とぎ澄すまされた慶一郎の聴ちよう覚かくが、くぐもったかすかな声をとらえた。それが女性の声だと気付くが早いか、慶一郎は林りん道どうの右手に広がる雑ぞう木き林ばやしに駆かけ込んでいた。

「フウゥゥゥ──……」

　疾しつ走そうしながら唇くちびるを尖とがらせて大きく息を吸い込み、肺はいに大量の酸素を取り入れて全身に〈龍りゆう気き〉を巡めぐらせる。血液中のアドレナリン量が増加し、慶一郎の肉体はわずかひと呼吸で戦せん闘とう態たい勢せいを整ととのえた。

　その用意は無む駄だにはならなかった。

　十歩と進まないうちに、頭上から颶ぐ風ふうのごとき殺さつ気きが叩たたき付けてきたのである。

　慶一郎は反射的に地を蹴けって前方に大きく跳ちよう躍やくすると、空中で身をひねって背はい後ごを振り向きながら着地し、樹じゆ上じようより襲おそいかかった黒い影と正面から対たい峙じした。

　突然の襲しゆう撃げき者しやは、長ちよう身しん瘦そう軀くに漆しつ黒こくのライダースーツをまとった若い男だった。黒いキャップを目ま深ぶかにかぶり、鼻から下をバンダナで隠かくしている。慶一郎の受けた第一印象は『ダウンタウンのコンビニ強ごう盗とう』であった。

「やーれやれ、見るからに怪あやしい奴やつだな……何者だ？　こんなところで何をやってる!?」

「…………」

　男は答えず、無む造ぞう作さに一歩前に足を踏み出した。両手はダラリと下げたままで、構かまえらしい構えは取っていない。しかし前髪の間から覗のぞく切れ長の目は鋭するどい眼がん光こうを宿やどし、針はりのように冷たく尖った殺気を放はなっていた。

（こいつ、正気か!?　それにしても──）

　謎なぞの男の放つ殺気は本物だった。解げせないのは、初対面の相手に対してこれほど強い殺気を放てるその理由である。慶一郎はわずかに腰を落とし、左の拳こぶしを顎あごの高さに持ち上げて、とりあえず防ぼう御ぎよの姿し勢せいを取った。

　ジャリ……

　土を踏む足音が聞こえた。それも複数──慶一郎は自分がすっかり包ほう囲いされていることに気付いた。

　新たに現れた気配の数は六つ。どれも目の前の男と似にたような身なりの男たちである。体格的に慶一郎に匹ひつ敵てきする者はいないが、チンピラやヤクザにはない、研とぎ澄すまされた刃やいばのような冷たい雰ふん囲い気きを身にまとっている。

「バイパーズではないな……連中ならそんなダサイ格かつ好こうはしないはずだ。まずはお前たちの素す性じようと目的を明かしてもらおうか」

「……フッ」

　最初に襲ってきた男は鼻を鳴らすと、流水のように速く滑なめらかな足取りで踏み込んできた。それは水中の獲え物ものめがけて急降下するカワセミのように鋭く、迷まよいのない神しん速そくの一いつ襲しゆうであった。

「シュッ!!」

　慶一郎の懐ふところに飛び込むなり、男は鋭い呼こ気きとともに右の貫ぬき手を打ち込んでくる。顔面に向かって一直線に伸びてくる貫き手を左手で弾はじくと、残る男の左手が弧こを描えがき、真横から襲ってきた。

「ぬうっ!?」

　辛かろうじて顔を後ろに引いた慶一郎の鼻先を、男の手が空くうを裂さいて走る。その手がまっすぐに伸ばした人差し指、中指、親指の三指を揃そろえた独特の型をしているのを、慶一郎は一瞬で見て取った。

（これは〈蟷とう螂ろう手しゆ〉！　中国拳けん法ぽうか!?）

　慶一郎は男とすれ違うようにして体たいを入れ換かえ、間合いを広げた。流派は定さだかではないものの、急所への一撃必殺の攻撃を真しん髄ずいとする中国拳法が相手となれば、密着するほどの近きん距きよ離りは巨きよ漢かんの慶一郎にとっては不利な間合いである。

　先制攻撃が空から振ぶりしたと見るや、他の六人が一いつ斉せいに動いた。

　左右と背後から三人が同時に慶一郎の足元を狙ねらって滑すべり込み、残る三人がそれぞれ微び妙みようにタイミングをずらして跳ちよう躍やくからの攻撃を仕掛けてくる。受ける側にとっては地上にも空中にも逃げ場のない、完かん璧ぺきともいえる連れん携けい攻撃──しかし、慶一郎の五感は、六人の動きを三次元レーダーのように的てき確かくに捉とらえていた。

（それで必殺の陣じんのつもりか？）

　慶一郎は身体をひねりながら真後ろに向けてバックハンドブローを放った。

　ガツッ！

　背後の完全な死し角かくから仕掛けようとした男の顔面にカウンターで裏うら拳けんがヒットする。吹っ飛ぶ男を追うようにして跳とび退のくと、攻撃の対象を失った五人の襲しゆう撃げき者は一瞬前まで慶一郎の立っていた位置で激げき突とつし、もつれ合って無ぶ様ざまに転てん倒とうした。

「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」

　慶一郎は左手に集めた〈龍りゆう気き〉の塊かたまりを地面に叩たたき付けた。慌あわてて起き上がろうとする五人の身体を、衝しよう撃げき波はが木この葉のように吹き飛ばす。

「まったく乱暴な連中だな。そっちがその気なら、俺も本気で相手することになるが……七対一じゃ手て加か減げんはできないぜ」

　開いた左手を威い圧あつするように前に突き出しながら、慶一郎はつとめて優やさしい口調で言った。不ふ可か視しの龍りゆう気き弾だんの爆発は物理的なダメージこそさほどではないものの、相手の戦せん意いをくじくのに十分な衝撃を与えていた。それ以上に七人の襲撃者たちを戦せん慄りつさせたのは、慶一郎の右手にいまだ東武ストアの袋が下げられたままになっている、という事実だった。

「……ッ！」

　リーダーらしい男が符ふ牒ちようのような意味不明の言葉を発すると、謎の襲撃者たちは現れた時と同様、闇やみに溶とけるように姿を消した。慶一郎は気配が完全に消えたのを確認してから構えを解とき、溜ため息を吐ついた。

（問もん答どう無む用ようで襲ってきたわりに、ずいぶんと退ひき際ぎわがいいな。素す性じようがバレるのを恐れたか？　それとも……）

　ガサッ。

　木の葉の擦すれ合う物音に、慶一郎は驚おどろいて振り向いた。

「──!?」

　一人の女が、桜さくらの幹みきに背をもたれて立っていた。二十歳はたち前後と見える若い女である。

　一目で暴ぼう行こうを受けた直後とわかる姿をしていた。サテンのブラウスの胸むな元もとははだけ、白い肩かたがあらわになっている。タイトスカートからすんなりと伸びた足を包つつむストッキングにもいくつかの裂け目があり、丸く素す肌はだが見えていた。

「おい、大だい丈じよう……」

　女が顔を上げて慶一郎を見た。乱れた黒髪の間から現れた美び貌ぼうに、慶一郎は思わず言葉を詰つまらせた。

　夜の闇を映うつした漆しつ黒こくの瞳ひとみが、虚うつろな視線を慶一郎に向ける。女は怯おびえとも怒いかりともつかない不思議な表情をしていたが、慶一郎の右手にある物を見て、急に気が抜けたようにガックリと頭を垂たれた。

「あっ……おい!?」

　慌てて駆け寄り、倒れかかる女の身体を抱き止める。細い肩に比べてやけに豊ほう満まんな胸の感かん触しよくと、鼻の奥を甘あまく刺し激げきする艶つややかな髪の匂においに、慶一郎はガラにもなく途と惑まどった。

「なんだってんだ？　いったい……」

　気を失った女を両腕に抱いたまま、慶一郎は途と方ほうに暮くれたように呟つぶやいた。

　中国発はつ祥しようの暗あん殺さつ拳けんを使う謎の男たち。その一団に襲われていたらしい謎の美女──慶一郎の波乱に満ちた日々は、この奇妙な出会いから始まったのである。




　　　　二




　翌日──大だい門もん高校、二年Ｂ組の教室。

「クッソォ～……調子に乗んなよ、このアマ～」

　窓側の列の一番後ろの席──いわゆる不良の特等席に座すわった草くさ彅なぎ静しず馬まは、机にだらしなく頰ほお杖づえをつきながら、隣となりの席の女子に向かって毒どくづいた。

　大門高校の風ふう雲うん児じとして悪あく名みよう高たかい草彅静馬だが、ハンサムどころか女顔の美び形けいである、という事実はあまり認にん知ちされていない。伸びたボブカットにトレードマークの虎とら縞じまのバンダナ、南国の漁りよう師しのような赤しやく銅どう色いろの肌、ガラの悪い関西弁、下げ品ひんで粗そ野やな言動からも明らかな攻撃的性格ｅｔｃ……といった特とく徴ちよう的てきな性質に隠かくれて目立たないからだった。

「……誰だれが調子に乗ってるって？　アンタが、でしょ？」

　毒づかれた方の女生徒──御み剣つるぎ涼りよう子こは、姿し勢せいよく背を伸ばして席に座り、静馬に一いち瞥べつもくれぬまま、愛あい想そのかけらもない冷ややかな口調でやり返した。

　２─Ｂの御剣涼子といえば女子剣道部二年の筆ひつ頭とうであり、校内においては人気・実力（戦闘能力）ともに静馬を凌りよう駕がするともっぱら評判の女じよ傑けつである。

　一七五センチのすらりとした長身。時じ代だい劇げきのくノ一よろしく高い位置で結ゆった長い黒髪。墨すみで書いたようにくっきりとした眉まゆと、すっきりと通った鼻筋。目元涼すずしく、可愛かわいいというよりはハンサムという表現がぴったりとくる凛り々りしい美び貌ぼうは、男子にとっては近寄りがたい存在として敬けい遠えんされ、一年の女子の間では『憧あこがれのお姉様』として人気の的まとになっているが、本人はいたって無む頓とん着ちやくである。

「おい、涼子」

「なによ？」

「便べん秘ぴになれ」

「…………」

　涼子は返事をしてしまったことを心しん底そこ悔くやんだ顔になった。静馬はその暗あん然ぜんとした横顔を眺ながめながら、ニヤけた笑みを浮かべる。

「円えん形けい脱だつ毛もう症しようになれ」

「うるさいのよ、このバカ」

「タンスの角におもっきし足の小指ぶつけろ」

「変な呪のろいをかけないでくれる？」

「突き指せえ」

「小学生レベルね」

「生理不順になれ」

「あんたねえ……いい加か減げんにしないと、頭カチ割って校庭の隅すみっこに人知れず埋うめるわよ？」

「うわ、殺人予告や。コワ～」

　おどけて怖こわがるフリをする静馬。業ごうを煮にやした涼子は鞄かばんの中から特とく殊しゆ警けい棒ぼうを取り出して、通路に堂々と投げ出されている静馬の脛すねを叩たたいた。

　ガスッ！

　鈍にぶい音が響ひびく。静馬は声も立てずに歯を食いしばり、足を引っ込めて両手でさすった。

「お、お前……最近だんだん凶きよう暴ぼうになってないか!?」

「あんたのレベルに合わせてやってるだけよ。授業中なんだから静かにしなさいよ！」

「……もう十分うるさいよ、お前ら」

　慶一郎は英語のテキストを教きよう壇だんの上に置いて、苦にがい顔を二人に向けた。

「このクラスは授業がさっぱり進んでないんだ。頼たのむからおとなしくしてくれ」

「アホ！　授業が進まへんのは、お前がしょっちゅう行方不明になっとるからとちゃうんか!?　オレのせいにすんな」

「ああ～、もう我が慢まんの限界だわ!!」

　机を叩いて立ち上がった涼子は、静馬を指差しながら訴うつたえた。

「こんなヒマラヤの奥地で捕ほ獲かくされてきたような奴やつの隣じゃ、さっぱり授業に集中できません！　この際、席せき替がえを要求します!!」

『ええ～～っ!?』

　クラス全体から一いつ斉せいに否ひ定てい的てきな驚きの声が上がった。涼子が般はん若にやのごとき形ぎよう相そうで周囲を見回すと、視線を向けられた生徒たちは慌あわてて顔をそむける。

「分かりました。僕がなんとかしましょう！」

　教壇の正面の席に座っている神かみ矢や大だい作さくがすっくと立ち上がった。こと静馬と涼子の果はてしない抗争が問題となった場合、二人の間に割って入るのは教師や学級委員長ではなく、『厚顔の美少年』こと大作の役目だった。

「クラス全員の意見をはっきりさせましょう。涼子さんの意見に賛成の人──！」

　サッと手を挙あげたのは涼子一人。他には静馬の前に座っている生徒が恐る恐る挙きよ手しゆしただけだった。

「では、静馬さんの隣になる可能性のある席替えなんか断だん固こ拒否するという人は──!?」

　身の危険を察した生徒たちは先を争うように手を振り上げ、結果、クラスのおよそ八割が賛同の意を表した。

「いや～残念です。涼子さんの案は多数決により否ひ決けつされました」

「こんなのは悪あしき民主主義よ！」

「いえ、国民の総そう意いによる決定ですから」

「国民って!?」

　いきりたつ涼子に、慶一郎はなだめるように言う。

「分かった分かった……じゃあ特別にスタンガンの使用を許可するから、それで勘かん弁べんしてくれ」

「そんなもん、このオレが勘弁するかあ!!」

　静馬が抗議の声を上げた時、それに応こたえるように低い獣けものの唸うなりにも似にたエンジン音が聞こえてきた。窓の外に目を向けると、真しん紅くのフェラーリが正門から飛び込んできて、来客用の駐車場に横すべりしながら急停車した。左右のドアが開き、若い男女が車から降り立つ。

「あれは……!?」

　慶一郎は思わず窓から身を乗り出した。それにつられて生徒たちも窓まど際ぎわに殺さつ到とうして何事かと外を覗のぞく。

　グラマラスな肢し体たいを品のいいベージュのスーツに包んだ若い女は、その視線に気付いて顔を上げ、慶一郎を見つけるとニッコリ微笑ほほえんで右手でピースサインを作った。

　慶一郎は奇き妙みような胸むな騒さわぎを覚おぼえた。突然現れたその女は、昨日きのう、謎なぞの拳けん法ぽう使いの一団に襲おそわれていた美女に他ならなかったからである。
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　　　　三




『諸しよ君くんらに紹しよう介かいしよう。今日から教育実習生として本校にやってきた、飛とび島しま鈴れい那な君と飛島十とお真ま君だ。苗みよう字じが同じということで判わかるだろうが、二人は従姉弟いとこ同士ということだ。それでは自じ己こ紹介をしてもらおう』

　藤とう堂どう校長の前まえ口こう上じようの後、校内放送のテレビ画面に現れた人物を見て、男子生徒たちが『ホゥ～ッ』と興こう奮ふんの溜ため息をもらした。

　飛島鈴那は漆しつ黒こくの瞳ひとみが印いん象しよう的てきなとびっきりの美女だった。背中まである艶つややかな髪は首の後ろで結んでダンゴにしてある。何か甘い物でも含ふくんでいるような色っぽい唇くちびるが開き、舞ぶ台たい女優のようによく通る澄すんだ声がマイクを通して全校に流れた。

『初めまして、大門高校の皆さん。私は飛島鈴那といいます。今日から二週間の間、皆さんのお世せ話わになります。短い間ですが、どうぞよろしくお願いします』

　実に当あたり障さわりのない普通の挨あい拶さつだったが、鈴那の声や表情には人の目を惹ひきつける不思議な魅み力りよくがあった。単に美人というだけではなく、内面から醸かもし出される爽さわやかな雰ふん囲い気きが──華はながあるのだ。

　カメラが右にパンして、鈴那の隣となりに立っている青年の顔をモニターに映うつし出すと、今度は女子が騒ぎだした。こちらも鈴那と並んで見み劣おとりしない美形だったからである。

　飛島十真は瘦やせ型のスマートな体型で、ほどよく日焼けした浅黒い顔は見ようによってはやや軟なん弱じやくな印象があり、いかにも東洋系の美男子だった。くせのない直毛の髪を肩まで伸ばしているが、それが下品に見えないのは育ちの良さからくるものであろう。

　マイクを向けられると、あまり人前に出たことがないのか、十真は落ち着かない様よう子すで視線を泳がせた。

『え～っと、自分は……と、飛島……飛島十真です。その……』

　十真はなかなか次の言葉が出てこないらしく、聞いている方が緊きん張ちようしてしまうほど困こまっていた。

『……とにかく、よろしく頼たのみます』

　いかにも無ぶ難なんに切り上げたという台詞せりふに、男子の間からは失しつ笑しようがもれたが、女子は逆に黄色い声を上げた。

「やだ、照てれてるう～！」

「可愛い～っ!!」

　色めき立つ女子を横目で眺ながめながら、静馬はケッと吐はき捨すてる。

「あれのどこが可愛いねん。涼子の方がよっぽど男前やで。なあ？」

　意味不明の同意を求められた涼子は完全に無視した。

『二人にはおもに二年生の授業を担当してもらう予定だ。見ての通り、この二人は諸君らのような血けつ統とう書しよ付きのベタベタの庶しよ民みんとは身分が違う。かと言ってわざわざ卑ひ屈くつになる必要はないが、あまり調子に乗って失礼なことをしないように気を付けてくれたまえ。後でどうなっても私は一いつ切さい関かん知ちしないからな』

　藤堂校長が画面に現れると、生徒たちの間から一斉にブーイングが巻き起こった。

「引っ込め、グラサン親おや父じィ──ッ！」

「邪じや魔まよ、邪魔!!」

「もう見み飽あきたぞ──っ!!」

　藤堂は眉み間けんに深いしわを刻きざむと、カメラに接近して画面一杯に自分の顔をドアップにして怒ど鳴なった。

『──以上だ！』




　　　　☆




　校長室から出てきた鈴那は、外で待ち受けていた慶一郎の顔を見るなり、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「昨日はどうもありがとうございました。南雲先生」

「それは別にいいんだがな……」

　慶一郎は腕組みしたまま、訝いぶかしげな視線を鈴那に向ける。

「君が教育実習生としてここへ来るなんて、聞いてなかったぞ？」

「私だって、南雲先生がこの高校の教師だとは伺うかがってませんでしたわ」

「……そうだったかな？」

「そうですとも」

　鈴那は上うわ目め遣づかいに慶一郎の顔を見て、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　昨日、慶一郎は公園で出会った鈴那を鬼おに塚づか家まで運んで介かい抱ほうした。目を覚さました後で、彼女が泊とまっているというホテルまで車で送り届とどけたのだが、本人がショックを受けていたこともあり、昨日の時点で慶一郎が聞いていたのは飛島鈴那という名前と、彼女が大学生であるということだけだった。

「昨日のお礼をさせてください。お昼をご一いつ緒しよにどうです？　近くのレストランで……」

「五限目も授業があるんで、外へ食べにいく時間はないですね」

「だったらホテルのお弁当がありますわ。召めし上がってくださいな」

「悪いですよ、そんな……」

「そう遠えん慮りよなさらずに、さあ！」

　思わぬ強い力で鈴那に手を引かれて、慶一郎は途と惑まどいながらもついていく。視線を感じて背はい後ごをちらりと振り向くと、十真が憮ぶ然ぜんとした表情で自分をにらんでいた。




　昼休み──

「さあ南雲先生、たーんと召し上がれ」

「いや、そう言われても……」

　テーブルの上に所ところ狭せましと並べられた重じゆう箱ばこの数に圧あつ倒とうされ、慶一郎は箸はしを付けるのをためらった。

　鈴那が持ってきた弁当は、ツバメの巣すやアワビなどの高級食材をふんだんに使い、弁当のカテゴリーをはるかに越こえたボリュームを誇ほこる〈超ちよう豪ごう華か中華フルコースお重〉とも言うべき代しろ物ものだった。保温容器にはフカヒレスープが白い湯ゆ気げをたてている。昨日、鈴那を送っていった先が都内でも有数の超のつくクラスのホテルだったことを考えると、実家は相当な資し産さん家からしい。

「あら、中華はお口に合いませんの？」

「そういうわけじゃないんだが……」

「じゃあ、お一つど～ぞ」

　そう言って、鈴那は貝かい柱ばしら入りのシューマイを箸で取り、手ずから慶一郎に食べさせようとする。

「そんなにしてもらわなくても自分で食べますから……」

「とか言って、ちっとも食べてくださらないじゃないですか。何がお気に召さないんです？」

「そりゃあもちろん──」

　慶一郎はテーブルの向こうを指差した。

「こんな大勢にジロジロ見られてたら、食べるに食べられないでしょう!?」

　学食には美女＆美形の実習生を一目見ようという生徒たちが大たい挙きよして押し掛けていた。慶一郎の目の前には、何な故ぜか殺気立った雰ふん囲い気きの男子生徒たちが物もの欲ほしそうな顔を並べている。少し離れたテーブルでは、女子生徒たちに囲まれて困こまり果はてた様子の十真が、助けを求めるような視線を何度も鈴那に送っていた。

　正面でデジタルカメラを構かまえている大作が言う。

「僕ぼくらのことは気にせず、リラックスして豪華な食事を優ゆう雅がに楽しんでくださいよ。ええ、僕らのことは眼がん中ちゆうになくていいですから」

「神矢……気のせいか、お前の言葉にそこはかとない敵意のようなものを感じるが？」

「あながち気のせいとも言い切れませんが、あえて聞き流してください。それより、お二人の関係を納なつ得とくのいくように説明してもらえませんかねえ？　でないと校内に根も葉もないデマが流れますよ」

　質問というよりはほとんど脅きよう迫はくだったが、大作の言葉は他の男子全員の気持ちを見み事ごとに代だい弁べんしていた。鋭するどい嫉しつ妬との視線を浴あびるという初めての経験に、慶一郎は全身がムズがゆくなった。

「南雲先生は、私が暴漢に襲おそわれているところを助けてくださったの。命の恩おん人じんですわ」

　鈴那が見せつけるように身体をすり寄せると、男子も女子も一いつ緒しよになって悲ひ鳴めいのような歓かん声せいを上げ、冷やかしの口笛を鳴らした。大作はこれまで誰にも見せたことのないような冷ややかな目つきで慶一郎をにらむ。

「なるほど……読めましたよ。さては自作自演ですね？」

「なんでそうなる!?」

「それは考えすぎってもんよ、大作君」

　涼子が食後のヨーグルトドリンクを飲みながら、横から口を挟はさむ。

「南雲先生の頭でそんな悪わる知ぢ恵えが思いつくわけないじゃない。静馬じゃあるまいし」

「ちょっと待たんかい！　そのセリフは聞き捨ずてならんぞ!?」

　人ひと垣がきを搔かき分けてテーブルの前までやってきた静馬は、涼子に抗議する素そ振ぶりを見せつつ、目の前の重箱をいきなりわし摑づかみにして、カニ炒飯チヤーハンをすごい勢いでかき込みはじめた。

「お前が食うな！」

　その場にいる全員から後頭部にツッコミを入れられた静馬は、勢いきおい余あまって重箱に顔面を埋うめた。

「じゃあ飛島先生……ズバリお聞きしますけど、南雲先生のことをどう思ってらっしゃいますか？」

　その質問に、鈴那は少し頰ほおを赤らめ、はにかんだ笑みを浮かべた。

「そうね……強くて、勇気があって、とても頼たのもしい男性だと思います。南雲先生が側そばにいてくだされば、とっても安心だわ」

「安心って……？」

「あら、昨日の暴漢たちはまだ捕つかまっていないんですよ？　彼らはたぶん身みの代しろ金きん目当ての誘ゆう拐かい団だん……きっとまだ私をつけ狙ねらっているはずですわ」

「でも、それはいわゆる警察の仕事では？」

「警察なんてアテになりませんわ！」

　慶一郎のごつい手を、鈴那の柔やわらかな白い両手がしっかりと包つつんで撫なでさする。潤うるんだ瞳ひとみで正面から見つめられ、少々のことでは動どう揺ようしない慶一郎も思わずゴクリと息を吞のんで硬こう直ちよくした。

「あなただけが頼たよりなんです……私を守ってくださいますよね？」

　思わぬ濡ぬれ場（？）に、騒さわいでいた生徒たちも静まり返る。

（な……なんだ？　この息いき詰づまるシチュエーションは!?）

　身体中に突き刺さる無数の針はりのような視線を感じながら、慶一郎はいきなりやってきた土ど壇たん場ばを切り抜ける方ほう策さくを必死で考えた。

「あ、あの……飛島さん？」

　テーブルの周まわりに詰め掛けた生徒たちが、期待に瞳を輝かがやかせながらググッと身を乗り出す。

　慶一郎はごくごく真ま面じ目めな口調で言った。

「俺おれをボディガードに雇やとうと……高くつくよ？」

「金を取るんかい!!」

　今度は慶一郎が突っ込まれる番だった。




　　　　四




　そして三日後。

「南雲君……君と鈴那君がラブラブだというホットな噂うわさを耳にしたのだが、実際のところはどうなのかね？」

「根も葉もないデマです！」

　出しゆつ勤きん早々校長室に呼び出された慶一郎は、のっけからの藤堂の質問にウンザリした顔で答えた。慶一郎と鈴那の関係についての噂は光の速さで学校中に広がり、もはや知らぬ者のいない話題になっている。

　藤堂はマホガニーの机に肘ひじをつき、両手を顔の前で組み合わせたいつものスタイルで慶一郎の顔を見上げながら、サングラスの奥の目を鋭するどく光らせた。

「彼女を暴漢から助けたことがきっかけだったそうだが……さては財ざい産さん目め当あての狂きよう言げんかね？」

「神矢と同じことを言わんでください！」

「冗じよう談だんだよ」

「冗談でもやめてくださいよ」

「そうは言っても、彼女の方が君にぞっこんという話じゃないか。いつまでデマと言い通せるかな？」

「妙な詮せん索さくはやめてください。そうでなくても弱ってるんですから……」

　慶一郎は歎たん息そくして頭を抱かかえた。

　この三日間というもの、慶一郎は謎なぞの誘拐団を警けい戒かいする以前に、四六時中ベッタリとくっつきたがる鈴郡の相手をするのに疲つかれ果はててしまっていた。

　昨日などは手料理を御ご馳ち走そうしたいと言って鬼おに塚づか家けにやってきて、まるで新にい妻づまにようにあれこれと世話を焼き、果ては風ふ呂ろにまで勝手に入ってきて背中を流そうとする始し末まつである。うっかり泊とめると寝ている間に何をされるか知れたものではないので、嫌いやがる彼女を車に乗せてホテルへ強制送そう還かんしたのだが、走っている間に突とつ然ぜん『海が見たいわ』などと我わが儘ままを言い出し、ホテルに着いたら着いたでスイートに泊まっていけとしつこく誘さそわれる──ほとんどストーカーに付きまとわれているのと同じ状態だった。

「ほほう、それはまた積せつ極きよく的てきなアタックではないかね！　実にうらやましい」

「誤ご解かいのないようにこの際はっきり言っておきますがね、俺は彼女のボディガードを引き受けただけですよ？」

「彼女は前金で月給の三倍払うと申し出たそうだが？」

「その話なら断ことわりました。契けい約やくで縛しばられるのは嫌きらいなんです。だいたい、本当に彼女が今も狙ねらわれているのかどうかも分からない状じよう況きようですからね。事実、昨日まで何もなかったわけだし」

「それだけかね？　君の本当の狙いを聞かせてもらいたいのだが」

「何も狙ってなんかいませんよ……ただ、あの物ぶつ騒そうな連中が近所をうろついていると考えると、放ってはおけませんね。次に会ったら叩たたき潰つぶしてやりますよ」

　それを聞いた藤堂は安心したように笑って、椅い子すの背にもたれた。

「なるほど……いつもと変わらぬ君らしいセリフだ。よろしい。授業に支し障しようの出ない範はん囲いで存ぞん分ぶんにやってくれたまえ」

　その時、ノックの音が校長室に響ひびいた。続いて澄すんだ女性の声が聞こえてくる。

「そちらに南雲先生はいらっしゃいますか？」

　鈴那の声だった。慶一郎は急に落ち着かない顔になって周囲を見回すと、急いで窓に駆かけ寄って鍵かぎを外はずした。開いた窓から外へ身を乗り出そうとする慶一郎に、藤堂が尋たずねる。

「待ちたまえ。ボディガードの君がどうして逃げるのかね？」

「校内で襲おそわれる心配はないでしょう？　放課後まで彼女と顔を合わせるのは極力避けたいんですよ……じゃあ後は頼たのみます」

　言うなり、慶一郎は二階にある校長室の窓から身を躍おどらせると、ポプラの枝に摑つかまって一回転してから地上に降り立った。そのまま一いち目もく散さんに駆けていく慶一郎を見送りながら、藤堂は呟つぶやいた。

「すでに支障が出ているような気もするが……本当に大だい丈じよう夫ぶなのかね？」




　　　　☆




「世の中いったいどうなっとんねん!?　納なつ得とくいか～ん！」

　静馬は屋おく上じようを囲かこんでいる金かな網あみのフェンスを摑んで激しく揺さぶりながら怒いかりの叫さけびを上げた。

　昼休みの屋上である。普段なら安らかな昼寝の時間だが、今日の静馬はそんな気分ではなかった。

「あのブサイク一直線の怪かい力りき熊くま男おとこが、あんな絵に描いたような美女にモテるはずがあれへん！　大宇宙の法則からして絶対にありえへんのじゃ!!　これは国家的な何かの陰いん謀ぼうや……そうに決まっとる！」

「陰謀かどうかはともかく、うらやましいのは確かですねえ」

　大作はデジタルカメラのメモリーに記録されたスチルを呼び出した。この三日間の間に撮影された画像は、ほとんどが慶一郎と鈴那のツーショットである。実際のところは鈴那だけを狙ねらって撮とったのだが、どうしても慶一郎が一いつ緒しよに写ってしまうのだ。

「ああ……十六年間生きてきて、これほど妬ねたましい気持ちになったのは初めてですよ！」

　実物とはまた微び妙みように違った魅み力りよくのある鈴那の美び貌ぼうを見つめながら、大作は頰ほおをピクピクさせた。大作にしては珍めずらしい本気の口調に、静馬は意外そうに尋ねる。

「なんや大作、ああいうええとこのお嬢じよう様がタイプなんか？」

「タイプもなにも……あんなに豊ほう満まんな胸を見せつけられたんじゃ、僕はもうメロメロですよ！」

「お、お前……オッパイ星人やったんか!?」

「当り前じゃないですか！　とりあえず胸さえおっきければ性格なんてどうでも……あの胸に埋うもれて窒ちつ息そく死しできるなら本ほん望もうですよ」

「待て待て待てェ！」

　静馬は力りき説せつする大作の口を慌あわてて押さえると、後ろから羽は交がい締じめにした。

「それ以上言うたらアカン！　そやないとお前の清せい純じゆんなイメージが……」

「誰だれも清純だなんて思ってないわよ」

　近くのベンチに腰こし掛かけている涼子が呆あきれたように言う。

「どうせ静馬のアホアホ菌きんに感かん染せんして脳のうが溶とけてるんでしょ？　ほんと男ってバカなんだから……嫉しつ妬とするのはいいけど、学校の恥はじになるようなことだけはしないでよね」

　隣となりに座すわっている親友の結ゆう城きひとみが、膝ひざの上の詩集から顔を上げて尋ねた。

「ねえ涼子ちゃん。私はよく知らないんだけど、南雲先生って鈴那先生にそんなに好かれてるの？」

「まあね……お師し匠しようさまの家で実際に見てきたから言えるんだけど、あの迫せまり方は尋じん常じようじゃなかったわよ。見てるこっちが勢いきおいに圧あつ倒とうされちゃうもの。ある意味『逆セクハラ』に近いものがあったわね」

「いわゆる一ひと目め惚ぼれ……なんでしょうね」

「相手が南雲先生だとちょっとイメージが湧わかないけどね……でもほら、従兄弟いとこが美形じゃない？　だから顔がいいだけの男は見み飽あきてるのよ、きっと」

「やっぱり男は中身……というより強さなのかしら？」

「そやからそれは奴やつの陰謀やて言うとるやろ!?」

　口を挟はさんできた静馬に、涼子は横目で冷さめた視線を送る。

「あら、モテない奴が何か言ってるわよ」

「アホ！　ケンカが強いうえに男前、歌って踊れて楽がつ器きもできて、オマケに笑いまでとれるパーフェクト・ジェントルマンをつかまえてなんや!?」

「ケンカは南雲先生より弱いくせに」

「一回負けたくらいでガタガタ言うな！　たまたま調子悪かっただけや」

「小こ関ぜき先生には十連敗したじゃない。あの時のあんたの無ぶ様ざまな姿が目ま蓋ぶたに焼き付いて離れないわ」

「それはマボロシや……さっさと忘れろ」

「遠い目をして誤ご魔ま化かすんじゃないわよ」

「あいも変わらずやってるわね～」

　能のう天てん気きな声に振り向くと、校医の菱ひし沼ぬま奈な々な子こが屋上にやってきたところだった。ボディコンのワンピースに白はく衣いを羽は織おったいつもの格かつ好こうで、サンダルをペタペタ鳴らしながら近寄ってくる。

「例の教生の噂うわさしてるんでしょ？　奈々子もまぜて～」

「じゃあ先生の意見を聞かせてください。鈴那先生ってボディガードを口実にして南雲先生にベッタリしてるように見えるんですけど……どう思います？」

「そうね～、見ててなんかムカツクわね～」

　菱沼の意外な答えに、涼子たちは呆あつ気けにとられた。

「南雲先生はあたしの方が先に目をつけたのよ～？　後からポッと出てきて横取りしようなんて生なま意い気きなのよ。ヤキ入れちゃおっかな～」

「お願いですからやめてください……」

　大門高校においては非ひ常じよう識しきなのは生徒だけとは限らないということを思い出し、涼子は深々と溜ため息を吐ついた。




　　　　☆




　五時限目。新館３Ｆ。

「──神矢君？」

　人ひと気けのない廊ろう下かで呼び止められた大作は、不ふ意いに爽さわやかな香こう水すいの匂においを鼻先に感じた。声のした方を振り向くと、いつ現れたのか、タイトな黒いワンピースの上に淡あわいピンクの上着を羽織った飛島鈴那が立っている。

「れ……鈴那先生、僕に何か御ご用ようですか？　南雲先生の隠かくれ場所なら僕は知りませんけど……」

　そう答えながら、大作の視線は鈴那のワンピースの胸むな元もとを押し上げている豊かな膨ふくらみに釘くぎ付づけになっていた。すらりとした長身の身体からだにヒールを履はいているため、ちょうど大作の目の高さに鈴那の胸がある。鈴那はその胸で大作の視界をふさぐようにして歩み寄ると、顔を近付けて耳元に囁ささやくように言った。

「神矢君に折り入って相談したいことがあるの……今の時間は休講なんでしょう？　少し時間をもらえるかしら？」

「え……!?　あ、はい！　構かまいませんよ」

　願ってもない申し出を断る理由はどこにもなかった。鈴那に誘さそわれるまま大作が連れ込まれた先は、同じ階にある視し聴ちよう覚かく室しつだった。

　ブラインドを少し開くと、暗い教室の一角にだけ光が差し込む。鈴那は大作を椅い子すに座らせると、自分は光を背にして立った。密みつ談だんめいたいかがわしい雰ふん囲い気きに、大作の好こう奇き心しんはいやがうえにでも盛もり上がったが、そこをあえて無関心を装よそおっていると、やがて鈴郡は深しん刻こくな口調で話し始めた。

「神矢君、あなたは南雲先生の家に出入りしているそうね。あの人のことについて知りたいことがあるの……協力してくれる？」

「いいですよ。僕でお役に立てるなら」

「そう。じゃあ単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くけど……」

「南雲先生には恋人はいないと思いますよ」

「──!?」

　意い表ひようを突かれた顔の鈴那に、大作は悪戯いたずらっぽい笑みを見せた。

「今でこそ真ま面じ目めな教師を装ってますけど、かつては伝説の番長で、ついこの間『西回り世界一周暴あばれ旅』から戻もどってきたばかりだったりして、実際、謎なぞの多い人ですよ。週に二回ぐらい行ゆく方え不明になったりするし……でも、僕の見立てたところじゃ彼女なんていそうにないですね」

「本当に？　だったらどうして……」

「鈴那先生から逃げ回ってるのは、別に嫌きらってるからじゃないと思いますよ。女性に対しては結けつ構こうカタイというか、積極的に迫せまられるのは苦にが手てなんでしょうね。おおらかに見えても、なかなか他人に心を許さないところがあるみたいで……庭には入れても部屋にまでは上がらせないって感じですかね。ああいう気き難むずかしいタイプは強ごう引いんに攻せめたってダメですよ。まず懐ふところに入らないと」

「……神矢君にかかると何でもお見通しって感じね」

　鈴那は感心しながらも、図ず星ぼしをさされて少し悔くやしそうな表情で大作をにらんだ。大作は涼すずしい顔で肩をすくめてみせる。

「そうでもないですよ。それより、僕は鈴那先生の気持ちの方が気になりますね……いったいどこまで本気なんですか？」

「彼を私のものにしたいと考えているわ」

「うわぁお！」

　今度は大作が驚おどろく番だった。目を輝かがやかせた大作は前に身を乗り出して尋たずねる。

「大だい胆たんな発言ですねえ。それは具体的にどういった意味で言っているんですか!?」

「もちろん、南雲慶一郎を私の夫にするという意味よ」

　興きよう味み本位の問いに、鈴那は決意みなぎる口調でそう言い切った。

「私が教育実習生として学校にいられるのはたった二週間……その間に何としても彼を私の虜とりこにしてみせるわ」

「それはいいですけど……謎の誘ゆう拐かい団に狙ねらわれてるんでしょう？　そっちの方をどうにかしないことには、落ち着いて口く説どいてもいられませんよね」

「そんなことはどうでもいいのよ」

「どうでもよくはないですよ。実は僕、警視庁の刑事に知り合いがいるんですけど、個人的に捜査を頼たのんでみましょうか？」

　鈴那はいきなり手を伸ばして大作の肩を強く摑つかむと、凄すごむように言った。

「神矢君、余よ計けいなことはしなくていいのよ。分かった!?　それに、聞きたいことはまだ他にもあるのよ。南雲先生の下宿している鬼塚家の家族構成はどうなっているの？　彼との関係は？」

「そういうプライベートなことは本人に聞いてもらえますか？　僕の口からはどうも……」

「知っているんでしょう？　さっき私に協力すると言ったはずよ。彼のすべてを知る必要があるの」

「それとこれとは話が別ですよ。本人に無断で個人情報を流すほど、僕は無む神しん経けいじゃありませんからね」

「情報料ならはずむわよ」

「分からないかなあ……報酬ギヤラじゃなくてモラルの問題なんですよ」

　少し軽けい蔑べつしたように言うと、大作は席を立って鈴那に背を向けた。

「じゃあ、これで失礼します」

「待って！」

　のしっ。

　背はい後ごから鈴那に抱きすくめられると同時に、大作は自分の両肩にえも言われぬ弾力を秘めた物体が乗っかってきたのを感じた。女性らしからぬ腕わん力りよくに身動きできないまま、大作は豊ほう満まんな胸の感かん触しよくと異常な事じ態たいの両方でパニックに陥おちいった。

（はう～……むむ、む胸が顔に当たってるう～ッ！　うわ～、柔らかくていい匂においがするなあ……オッパイ星人の僕としては死ぬほど嬉うれしすぎる状じよう況きようだけど……でも、この人の態度は何か変だ！　こんなに必死になるなんて──）

　混乱した思考の中に突とつ如じよ、電光のような閃ひらめきが走り、続いて一つのキーワードが大作の脳のう裏りに浮かび上がった。

（──自作自演!?）

　それは、慶一郎に対して嫉しつ妬と混じりに言った冗じよう談だんの質問の言葉だった。大作はその時の模も様ようを撮影したビデオをチェックしたが、その質問が出た瞬しゆん間かん、鈴那はほんの一瞬だが、わずかに険けわしい表情を浮かべていたのである。さして気にもとめていなかったその事実と、現在の鈴那の異い常じような態たい度どを考え合わせた時、大作は直感的に恐るべき仮か説せつを導みちびき出していた。

（もしかして、南雲先生がこの人を助けたのは偶ぐう然ぜんなんかじゃなく、最初からそうなるように仕組まれていたのでは!?　実は鈴那さんと謎の誘拐団はグルで、自作自演の事件だったのかも……でも、だとしたら何が目的で？）

　証しよう拠こもなく、論理的な説明はできなかったが、何な故ぜかその仮説は揺るぎない事実であるように思えた。大作は自分の勘かんを信じることにして、さらに推すい測そくを働かせた。

（しかし、鈴那さんの目的が南雲先生との結けつ婚こんにあることは間違いないように思える……例たとえば、鈴那さんが以前から南雲先生のことを知っていて、慕したっていたとか？　もしそうなら、純じゆん粋すいな恋心からこんな策さく略りやくを思い付いたと言えなくもない……金持ちの考えることは一いつ般ぱん市民の常識の及およぶ範はん囲いを超こえるとも言うし……）

　自分で説明しようとすればするほど、大作は納なつ得とくしがたいものを感じた。全体像を推測するには情報があまりにも少なすぎるのだ。

「逃がさないわよ……神矢君」

　鈴那は蔦つたのように腕を絡からませ、自分の胸に大作の顔を埋うずめるようにして抱きしめる。甘い香水の匂いに包つつまれ、大作の思考は霞かすみがかかったように急速にぼやけていった。

（い、いけない……この状況は気持ち良すぎる！　頭では逃げなきゃいけないと分かっているのに、身体からだの方が脳の命令を拒きよ否ひしている!!　いったいどうすれば──）

　大作の頭の中でさまざまな思考が渦うず巻まいた。本能の欲求とモラルの要よう請せいの板いた挟ばさみになった大作の自じ我がは、二人に分ぶん裂れつして対話を始める。それは天使と悪魔の会話だった。

〈別にいいじゃん。こんなチャンスは滅めつ多たにないんだから、我が慢まんせずに堕だ落らくしちゃえば？〉
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（そういうわけにはいかないだろ!?　この人は何かたくらんでいるんだ！）

〈だから？〉

（だ、だからって……南雲先生は罠わなにかかってるんだよ？　みんなは鈴那先生が一ひと目め惚ぼれして付きまとってると思ってるけど、本当は誘拐団もグルだとしたら……）

〈グルでも別にいいんじゃないの？　南雲先生は地上最強の格かく闘とう家かだし、それぐらいのピンチは自分でどうにかするさ〉

（そんな無責任な）

〈責任なんかどうだっていいだろ。だいたい、この状況でピンチなのは南雲先生じゃなくて俺らの方だろ？　もし鈴那先生が悪人だとして、協力しないとなったら口くち封ふうじに……〉

（恐ろしいことを言わないでよ！）

〈だけどそれが現実さ。今は自分の身を守る方が優先だ〉

（どうしても下した心ごころから発生した理り屈くつとしか思えないんだけど……）

〈細こまかいことは気にするな！　俺ら一人が裏うら切ぎったところであの南雲先生がピンチになったりするもんかよ。操あやつられてたってことで言い訳わけはできるし〉

（なんて邪じや悪あくな考えを……）

〈へッ、いまさらいい子ぶるんじゃねえよ。大だい丈じよう夫ぶだ……南雲先生を信じろ！〉

（そうか……そうだな……静馬さんだとちょっと不安だけど、南雲先生ならなんとかしてくれる……かな？）

〈そーゆーこと！〉

　精神の葛かつ藤とうから解放された大作の身体から力が抜ける。

　チクッと虫むし刺さされに似た痛みを首くび筋すじに感じた直後、大作の意識は泥どろ船ぶねのように闇やみの淵ふちに吞のみ込まれていった──










　♯02／胡こ蝶ちようの誘ゆう惑わく





〈五日目──〉




　据すえ膳ぜん食わぬは何とやら……とは言うものの、食わされる方にも心の準備というものがあると思うのだが、どうだろうか？






　　　　一




「よ～う……何やっとんねん、モテモテ男!!」

　屋おく上じように出た慶けい一いち郎ろうは、いきなり頭上から声をかけられてビクッと巨体を震ふるわせた。その声の主は、階段の屋根の上に寝そべってニヤニヤ笑いを浮かべている静しず馬まだった。

「草くさ彅なぎか……誰だれがモテモテだって？」

「アホ、お前に決まっとるやろ？　学校中の話題を独ひとり占じめにしとるくせしやがって」

「迷めい惑わくな話だ」

「ハッ、言うてくれるわ！　あんだけ美人のうえにムチムチのナイスバディで、しかも金持ちのお嬢じよう様やぞ!?　お前みたいなんに惚ほれる理由が分からんわ。上手うまいことやりやがって」

「言っとくが、俺おれは何もしてないぞ。あくまで潔けつ白ぱくだからな」

　慶一郎は校内で誰かに会うたびに自分が同じ言い訳わけをしていることに気付いてウンザリした顔になった。嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの混じった静馬の台詞せりふは、およそ全校の男子の気分を代だい弁べんしていた。一方では、鈴那から逃げ回る慶一郎の態度が男らしくないと女子の不ふ評ひようを買っている。

（まったく、俺にどうしろって言うんだ!?）

　逃げ場のない状じよう況きようを嘆なげいていると、誰かが階段を上のぼってくる足音が聞こえてきた。慶一郎は反射的に階段の脇わきに隠かくれたが、やってきたのは飛とび島しま鈴れい那なではなく男子生徒であった。

「あ、南な雲ぐも先生！　こんなところにいたんですね」

　慶一郎の姿を見るなり、大作は近寄って小声で言った。

「涼りよう子こさんが捜さがしてましたよ。何か急用だそうで」

「御み剣つるぎが？　急用ってのは？」

「さあ、僕は知りませんけど……とにかく視し聴ちよう覚かく室しつで待ってるそうですから」

「そうか。すまんな」

　慶一郎が階段を下りていった後、静馬は上から顔を出して尋たずねる。

「おい大作、涼子が南雲に用って何や!?」

　大作はキョトンとした顔で静馬を見上げた。

「……何のことですか？　それより静馬さん、どうしてここにいるんです？」




　　　　☆




　慶一郎は鈴那に見つからないように窓よりも身を低くしながら廊ろう下かを進み、視聴覚室の前までやってくると、音もなくドアを開けて中を覗のぞき込んだ。視聴覚室の明かりは消されており、ブラインドの一部が開いているだけで中は薄暗かった。

「御剣……いるのか？　急用って……」

　周囲を見回しながら入っていくと、背はい後ごでドアが閉まる音が聞こえた。恐る恐る振り向いた慶一郎は、ドアを背に立っている美しい人影を発見して、思わずウッと低く呻うめいた。

「ようやく捕つかまえましたわ。これで二人きりですね……南雲先生」

　鈴那はそう言って嫣えん然ぜんと微笑ほほえみながら、ゆっくりと慶一郎に近付いてくる。

（は、はめられた──!!）

　予想もしない事じ態たいに呆ぼう然ぜんとしている間に、鈴那は爪つま先さきが触ふれ合うほどの距きよ離りまで身体からだを密着させてきた。

「どうして私を避けるような真ま似ねをなさるんです？」

「え？　どうしてと言われても……気のせいじゃないのかな」

「はっきりおっしゃってください。私のこと、嫌きらっていらっしゃるのね!?」

「別にそういうわけじゃあ……」

　慶一郎が口ごもると、鈴那は悲しげに顔を伏ふせた。

「私……聞いてしまいましたわ」

「な、なにを!?」

「南雲先生はどちらかと言えば大人おとなの女性よりも、あの……中学生以下の小さな女の子の方がお好きだそうですわね。いわゆるロリコンだと──」

「いったいどこからそんなデマが!?」

「私もまさかと思いましたわ。でも南雲先生は一いつ緒しよにお住まいのあの子──美み雪ゆきちゃんのこととなると異常な反応を示すという噂うわさで……」

　否定しようにも事実であった。

「そ、それは決して俺がロリコンだからじゃなくて、その……」

「ロリコンでなければホモですの!?」

「俺はノーマルだ！」

「それが本当なら、ここではっきりと証しよう拠こを見せていただけます？」

「証拠と言われても……」

　鈴那はワンピースのジッパーを一気に引き下ろし、白い肩と、黒いブラに支ささえられた豊かな胸をみずから曝さらけだした。啞あ然ぜんとする慶一郎を、鈴那は切せつ羽ぱ詰つまった表情で見上げる。

「私……もう自分の気持ちを抑おさえることができないんです」

　瑞みず々みずしい素す肌はだから立ち上のぼる、むっとする甘い蜜みつにも似にた芳ほう香こうが慶一郎の鼻の奥に染しみて、しびれるような陶とう酔すい感かんとなって背筋を走った。慶一郎の両腕は魅み入いられたように無意識に動き、鈴那の肩を抱いて引き寄せていた。

（い、いかん！　俺はいったい何を──!?）

　慶一郎の頭の中で警報が激しく鳴り響ひびく。

　分ぶ厚あつい胸むな板いたに身体を預あずけながら、鈴那は薄うすく笑みを浮かべていた。それはまるで犠ぎ牲せい者しやを捕とらえた女吸きゆう血けつ鬼きのそれであった。




　　　　二




　五時限目が休講になったため、時間のできた涼子は図書館に来ていた。他に休講のクラスはないのか、涼子の他に生徒の姿はなく閑かん散さんとしている。

「確か『たそがれ清せい兵べ衛え』がこの辺に……」

　目当ての時代小説を捜しながら書しよ架かの前を歩いていると、不意に若い男の声が聞こえてきた。

「──こんなところにいていいのかな？」

「何なに奴やつ!?」

　いきなり声を掛けられた涼子は、曲くせ者ものに襲おそわれた剣けん客きやくよろしく大げさに飛び退のいた。いつの間に現あらわれたのか、書架の側そばにスーツ姿の若い男が立っている。

「そんなに驚おどろかなくてもいいだろう？　２─Ｂの御剣涼子君」

　飛島十とお真まは少しからかうような調子で言うと、ズボンのポケットに片手を突っ込んだまま書架に寄り掛かり、値ね踏ぶみするような視線を涼子に向けた。教育実習生という肩書きながら、高級ブランド物のスーツが身体に馴な染じんでいるところに育ちの良さが窺うかがえる。

（無ぶ愛あい想そなくせにキザな野や郎ろうね……）

　十真は全校女子から絶大なる人気を得ているが、ミーハーな感覚ノリを嫌きらう涼子はつとめてクールな視点で見ていた。

「飛島先生、あたしの名前をどうしてご存じなんですか？」

「君は目立つからね……美人で背が高く、颯さつ爽そうとしていて、どこにいても目に付いてしまう。自然と名前も覚おぼえるさ」

「……それはどうも」

　涼子は警けい戒かい心しんを崩くずさずに答えた。美人だと誉ほめられるのは嬉うれしいが、鈴那の従兄弟いとこだと思うと、ただの世せ辞じにしか聞こえない。

「それより、さっき気になることを言ってましたよね？　どういう意味ですか？」

「……僕ぼくが何か言ったかな？」

「言いましたよ。『こんなところにいていいのか』って……」

「そうそう……それだ！」

　十真は滑すべるような素す早ばやさで近付いてくると、右手をスッと持ち上げて、涼子の目の前で指をパチンと鳴らした。びっくりして目をパチクリさせている涼子の鼻先に人差し指を突き付けて、

「南雲先生なら視聴覚室にいるよ」

「え？」

「捜していたんだろ？　とても大事な用があったはずだ……思い出してごらん」

「え～っと……」

　混乱した涼子は一いつ瞬しゆん、頭の中に霞かすみがかかったようにボウッとなったが、すぐに何かを思い出して意識がはっきりした。

「言われてみればそうだわ……あたし、南雲先生にとても大事な用があったのよ！」

「先生は視聴覚室だ。急いで行きたまえ」

「ええ、急いで行きます。ありがとうございました！」

　涼子は礼もそこそこに、大おお慌あわてで図書館を飛び出していった。独ひとり残った十真は窓まど際ぎわに立ち、窓の下を駆かけていく涼子を見送りながら冷ややかな表情で呟つぶやいた。

「単純……」




　　　　☆




（まずい！　この状況は非常にまずい!!）

　慶一郎は窮きゆう地ちに立たされていた。

　腕の中には蜜みつのような甘ったるい匂においを放はなつ女の身体がある。それは扱あつかい方をひとつ間ま違ちがえれば途と端たんに炸さく裂れつする爆弾のような代しろ物ものだった。邪じや険けんにするにはあまりに魅み力りよく的すぎ、そうかと言って我われを忘れてしまうわけにもいかない。慶一郎は進しん退たい窮きわまって硬こう直ちよくしていた。

「れ、鈴那さん……ここじゃ困こまるよ」

「どうしてぇ？」

　鈴那は艶つやっぽい声で囁ささやくように言うと、腕に力をこめてさらに強く身体を密着させてきた。

「どうしてって、そんなの校内だからに決まってるだろ？」

「そんな言い逃のがれ……やっぱりロリコンなのね!?」

「だから違うってのに！」

　慶一郎は磁じ力りよくに逆さからうようにして鈴那の身体を押し返すと、はだけたワンピースの胸元を直してやりながら諭さとすように言った。

「君の気持ちは嬉うれしいけど、そんなに急に迫せまられても困るよ。頼たのむから、そういうのは学校の外でやってくれ。こんなところをもし誰だれかに見られたら……」

「じゃあ誰かが来る前に、早くキスして」

　鈴那はさっきまでの妖よう艶えんさとは打って変わって、少女のように可愛かわいらしくせがんだ。ワンピースのジッパーを上げようとした慶一郎の手が止まる。鈴那と見つめ合った慶一郎は、不ふ覚かくにも視線をそらすことができなくなった。

（綺き麗れいだ……）

　黒く澄すんだ瞳ひとみに吸い寄せられるように顔を近付けていく──その時、

　バンッ！

　勢いきおいよくドアが開いたかと思うと、ポニーテールの髪を振り乱した女生徒が飛び込んできた。その女生徒──御剣涼子は、二人が不必要に密着しているのを見るとギクッとなり、すぐに状況を察して耳まで真っ赤になった。

「な、な、な……!?」

「待て、早はや合が点てんするな御剣！　誤ご解かいだ!!」

　慶一郎は鈴那を背はい後ごに隠かくして必死に訴うつたえたが、涼子の目まな尻じりは吊つり上がり、頰ほおはみるみる怒いかりの朱しゆに染そまっていった。

「神聖なる校内でこんな……こんな……不ふ潔けつよーッ!!」

　かなりアナクロな捨すて台詞ぜりふを叫さけぶと、涼子は踵きびすを返して走り去る。

「誤解だと言っとるだろうが──ッ！」

　慶一郎は鈴那の手を振りほどき、涼子の後を追って視聴覚室を飛び出して行った。

「……もうちょっとだったのに」

　独ひとり残された鈴那は肩を落として溜ため息を吐ついた。

「色仕掛けは失敗か。残念だったな」

　開けっ放しの入口に現れた十真が、ドアに背をもたせながら椰や揄ゆするように言う。

「やはり君にはそんなやり方は似に合あわないよ。僕に任まかせてもらえれば……」

「余よ計けいな口出しはしないでちょうだい。まだまだこれからなんだから！」

　鈴郡は険けわしい口調で言うと、ジッパーを首まで引き上げた。

　五時限目の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。




　　　　三




　放課後──校長室。

　慶一郎は鈴那とともに呼び出され、藤堂校長の訊じん問もんを受けていた。

「君たちが校内で淫みだらな行こう為いに及およんでいたという噂うわさは本当かね？」

「デマです！」

　慶一郎は断だん固こたる調子で否定したが、隣となりに立っている鈴那の答えは違っていた。

「いいえ、藤堂校長。南雲先生はあくまで紳しん士しでしたわ」

「えっ!?」
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　慶一郎は頰を引き攣つらせながら横目で鈴那を見た。藤堂は上うわ目め使づかいに鈴那をにらみ、

「つまり未み遂すいだったということかね？　しかし口振りからすると、君の方から誘さそったように受け取れるが」

「否定はしませんわ」

「困ったことだな。生徒たちにも悪あく影えい響きようが出るやも知れん……飛島君、そういうことはもっと大っぴらにやりたまえ！」

「はあ!?」

　てっきり厳げん重じゆう注意してくれるものと思っていた慶一郎は、意外な事の成り行きに仰ぎよう天てんした。

「我が校は明めい朗ろう快かい活かつにして自じ由ゆう奔ほん放ぽうな校風がウリなのだ。人目を忍んで陰かげでコソコソとそういった行為に走るのは、我が校の教師の態たい度どとしてはふさわしくないな！」

「あの……校長？　もしかして俺が叱しかられてるんですか？」

「当然だよ。君は何を言っておるのかね!?」

「そいつはこっちの台詞せりふですよ！」

　慶一郎は思わず逆上しかけたが、いきなり鈴那が腕に抱きついてきたため、それどころではなくなった。鈴那は恋人のように身体をすり寄せて、

「こんな感じでよろしいかしら？」

「うむ。バッチリだよ、飛島君」

　藤堂はニンマリと笑って右手でＯＫサインを出した。

「いったい何がバッチリですか!?」

「話は以上だ。とっとと帰りたまえ」

「ちょ、ちょっと校長!?　あの……」

「さあ帰りましょう。お夕飯の買い出しに行かなくちゃ」

　何が起きているのか理解できないまま、慶一郎は鈴那に腕を引かれて校長室から連れ出された。




　　　　☆




「ねえ……怒ってらっしゃるの？」

　鈴那が心配そうな表情で慶一郎の横顔を見上げる。

「そう見えるのなら、いい加か減げんに手を放してくれ」

　慶一郎はウンザリ気味の顔を見られないようにそっぽを向きながら文もん句くを言った。

　大門高校を出てから二時間近くが経過しているが、買い物をしている間も鈴那はずっと慶一郎の左腕にくっついたままだった。さっきも豆とう腐ふ屋のおばさんに「お似に合あいですねェ」などと冷やかされたばかりである。

「どうしてですの？　校長先生も公こう認にんなのに」

「知りたい？　それはね……この俺が認めてないからだよ！」

「まあ、それは存じませんでしたわ」

　鈴那は少しすねたように言うと、渋しぶ々しぶ慶一郎の腕を放した。

　高速五号線に沿そって一キロ以上も続く赤塚公園の歩道を歩きながら、二人はしばらく無言だった。鈴那のおかげで買い物に時間がかかりすぎたため、辺あたりはすでに薄暗くなっている。例の誘ゆう拐かい団の襲しゆう撃げきを警けい戒かいして明るいうちに鈴那を送っていくつもりだったが、その考えを鈴那の方はまるで理解していないように見えた。

「飛島さん……少し能のう天てん気きすぎやしないか？　こうしている今だって、あの連中がどこからか君を襲おそう機会を狙ねらっているかも知れないんだぞ」

「だから南雲先生にぴったりとくっついていたんですのよ。それが一番安全だと思いません？」

「……本気でそう思ってたのか？」

　真剣な顔で尋たずねると、鈴那は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、

「野や暮ぼな質問をなさるのね。分かってらっしゃるくせに」

「俺にはさっぱりだよ。君の考えなんか……」

　慶一郎はそう呟つぶやいて天を仰あおいだ。

「君とはまだ手をつないで歩くほど親しくはないはずだぜ。出会ってまだ一週間にもならないってのに」

「一いつ緒しよにいたいという気持ちに時間なんて関係ありませんわ。そうじゃありません？」

「……まいったな」

　鈴那の自信がいったいどこからきているのか、慶一郎はまるで理解できなかった。

「俺みたいな男に興きよう味みがあるなんて、君は変わってるよ」

『Ｐｒｒｒｒ！』

　携けい帯たい電でん話わが鳴った。

　立ち止まって腰のケースに手を伸ばした瞬間、慶一郎はこめかみに錐きりの先を押し付けられたような、鋭するどく硬こう質しつな殺気を感じた。

（──!!）

　慶一郎は反射的に身体を横に投げ出し、鈴郡を抱いて一緒に地面に伏ふせた。

　ヒュン！

　何かが耳元を掠かすめて通りすぎ、公園の木の幹みきに突き刺さる。その音だけで、慶一郎はそれがボウガンの矢であると察した。矢の飛んできた方角を見ると、高こう架かを挟はさんだ道路の向こう側の路ろ肩かたに黒いセダンが止まっている。後部ウインドウが開いていて、そこからボウガンの先がのぞいていた。

（逃げる気け配はいがない？　まだ撃つつもりか!?）

　通行中の車の間をぬって第二矢しが放はなたれた。

　慶一郎は即そく座ざに自分の失しつ策さくを悟さとった。敵の狙いはボディガードである慶一郎の方なのだ。背はい後ごに鈴那をかばって伏せている今の状態では、自分を狙って飛んでくる矢を避よけるわけにはいかない。

　敵の射しや手しゆは恐ろしく腕うでがよかった。黒い矢の弾だん道どうは正確に慶一郎の心臓を貫つらぬいている。

（チィッ、龍りゆう気きを練ねるヒマさえない！）

　慶一郎は飛ひ来らいする矢に向けて開いた右手を突き出した。

　直後、掌てのひらに灼やけるような激げき痛つうが走る。慶一郎はそれに構かまわず立ち上がり、黒いセダンの方に向かおうとしたが、車は急発進して走り去っていった。

「南雲先生!?」

　駆かけ寄ってきた鈴那は慶一郎の右手を見て言葉を失った。
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　ボウガンの矢が、掌の真ん中を貫つらぬいて止まっていた。




　　　　四




「どうやら連中は、この俺さえ消せばいつでも君をさらえると思ってるらしいな」

　午後十時──慶一郎は左手でハンドルを握にぎり、包ほう帯たいを巻いた右手はそえるだけにしてジープを走らせていた。

　ボウガンによる襲しゆう撃げきの後、慶一郎は鬼おに塚づか家に戻もどって手当てを受けた。幸さいわい骨こつ折せつもなく大した怪け我がではなかったが、警察に通つう報ほうしようという慶一郎の意見は鈴那の強きよう硬こな反対により却きやつ下かされていた。

　ジープは鈴那の泊とまっている池袋のホテルに向かっていた。待ち伏せを避けるために最短コースである五号線は使わず、抜け道を通って川かわ越ごえ街かい道どうに出た。

「もう一度聞くけど、連中の正体について心当りはないんだね？」

「ええ……でも、まさかあなたを殺そうとするなんて……」

　助手席の鈴那はショックのためか黙だまりがちになっていた。青ざめた顔をうつむかせ、風で乱れる髪を手で押さえている。

「治ち療りよう費ひその他の経けい費ひはいくらでもお支払いします……ですから、ボディガードを辞やめるなんておっしゃらないでくださいね」

「金なら要いらないと言ったはずだ。それに辞めるとは言ってない」

「それじゃあ……？」

「俺の携帯の番号まで知られているとなると、相手は素人しろうとじゃない。当然ボディガードは必要だろう？」

　慶一郎は厳きびしい表情で答えた。敵の卑ひ劣れつなやり口と右手の痛みが、日本に帰国して以来薄れ気味だった闘とう争そう心しんに火をつけていた。

「それを聞いて安心しましたわ」

　急に元気を取り戻した鈴那は、優しい目つきで慶一郎の横顔を見つめた。

「ねえ、南雲先生……」

「何ですか？」

「ダーリンってお呼びしてよろしいかしら？」

「はあ!?」

　慶一郎は思わぬ台詞せりふに驚おどろいて鈴那の方を見た。手元が狂って蛇だ行こうしはじめるジープを慌あわてて立て直し、

「それだけは勘かん弁べんしてくれ!!」

「そんなに照てれなくてもいいのに」

「本気で嫌いやがってるだけだ！」

「まあ、こんなにお慕したいしておりますのに……つれない人」

　鈴那はその反応を予想していたように微笑ほほえんだ。

「先生のクラスの子から聞きましたわ。先生はおおらかに見えても、なかなか他人に心を許さない気き難むずかしい人だって」

「その生徒って神矢でしょう？　あいつの言いそうなことだ」

　慶一郎は苦にがい顔になった。当たらずとも遠からずというところだったからである。

「女性に対しても同じですのね。結婚して家庭を持とうとお考えになったことはありませんの？」

「……俺は家庭ってものに縁えんのない男だからな」

　自じ嘲ちよう気味に答えると、ついでにこう付け加えた。

「困こまったことに、この世界には俺の嫌きらいなものが多すぎるんだ。そいつらと闘たたかうのに忙いそがしくて、今のところ結婚なんて考える余よ裕ゆうはないね」

　鈴那は何か言いたげな顔をしたが、唇くちびるを結んで言葉を吞のみ込んだ。

　池袋に着つくと、慶一郎はジープをホテルの地下駐車場へ滑すべり込ませた。エレベーターの前まで来た時、ヘッドライトの光が見み覚おぼえのあるフェラーリとともに白いスーツ姿の若い男の姿を照らし出した。

「ずいぶんと遅かったな。心配したぞ」

　鈴那の従兄弟いとこ、飛島十真はジープを降りる鈴那に手を貸してやりながら、慶一郎を冷ややかに一いち瞥べつした。

「わざわざ怪け我が人に送らせることはないだろう？　非ひ常じよう識しきな」

「南雲先生はボディガードだからいいのよ」

「相あいも変わらず勝手な人だな、君は……」

　十真は上着のポケットから厚みのある茶ちや封ぶう筒とうを取り出すと、慶一郎の膝ひざの上に投げてよこした。

「治療費と危険手当てです。迷めい惑わく料と言った方が適切かな」

「悪いがこいつは受け取れないな」

　慶一郎は封筒をそのまま十真に返した。

「治療費なら俺を襲おそった連中に払わせてやるさ。利り子しをつけてな」

「相手は複数ですよ。一人で勝てますか？」

「少々腕におぼえがあるんでね。まあなんとかなるだろう」

「ふうん……たいした自信ですね」

　十真は皮肉めいた奇き妙みような笑みを浮かべた。校内では誰に対しても愛想のない十真だが、慶一郎に対してはことにいい感情を抱いだいていないようである。

「じゃあ俺はこれで帰るよ。明日、学校で」

　慶一郎は右手の中指と小指でシフトレバーを挟はさんで操そう作さし、ギアをバックに入れた。後方を確認しようとして身体をひねる。

「南雲先生？」

　不意に耳元で囁ささやかれ、慌あわてて振り向く。

「なん──!?」

　頰ほおに熱い吐と息いきを感じた直後、熱く柔らかいものが慶一郎の唇くちびるをふさいだ。

　身を引いて逃のがれようとしたが、鈴那は両腕を首に回してひしと抱き付いてくる。クラッチから足を離すわけにもいかず、身動きできない慶一郎はされるがままに情熱的な口づけを受け入れた。

　一分以上たってようやく唇を離した鈴那は、満足げな微笑ほほえみを浮かべて腕をほどいた。

「今日はありがとう……明日もよろしくね。それじゃあ、お休みなさい」

　慶一郎の文もん句くを拒こばむように、鈴那はさっさと背を向けてエレベーターへと向かう。十真は殺気さえはらんだ目で慶一郎をにらみつけてから、鈴那の後を追っていった。

　残された慶一郎は、唇の周まわりについた口紅を指先で拭ぬぐいながら、

「やれやれ……まいったな。今夜は誘さそっちゃくれないときた」

　ひどくがっかりした顔で苦にが笑わらいし、ジープを発進させた。




　パンッ！

　エレベーター内に鋭するどい平ひら手て打ちの音が響ひびいた。

「どういうつもりなの!?」

　鈴那は厳きびしい口調で叱しつ責せきした。頰を打たれた十真は不服そうな表情で鈴那を見返している。

「危あやうく彼を殺すところだったわ！　脅おどかすだけでいいと言っておいたはずよ!?」

「あれで死ぬようなら、しょせんはその程度の男だったということさ。君の夫になる資格はない」

　再び平手打ちが飛んだ。

「言い逃れはやめなさい！　南雲慶一郎を抹まつ殺さつするのは私が失敗した後でいいのよ。独どく断だん専せん行こうは許さないわ。あなたたちはあくまで私の手足にすぎないということを自覚するのね!!」

　ぴしゃりと言い放はなつと、鈴那は見るのも厭いまわしいというように十真から顔をそむける。十真は打たれた頰に手を当てながら、鈴那の横顔を鬼おに火びの宿やどった目で見つめていた。




　　　　☆




　──結婚して家庭を持とうとお考えになったことはありませんの？

　高速五号線の下を大門方面に向かってジープを走らせながら、慶一郎は鈴那の言葉を思い出していた。

「家族か……」

　それは自分の生きてきた世界とはまるでかけ離れた単語に思えた。鬼塚家に戻もどってはきたものの、鉄てつ斎さいと美雪の二人との同どう居きよ生活を家族のそれと呼ぶには肝かん心じんな何かが欠けている。

　──一いつ緒しよにいたいという気持ちに時間なんて関係ありませんわ。

　鈴那の甘い唇の感かん触しよくが甦よみがえった。今になって思えば、積極的なくせにあまり慣なれた感じはなく、どこかぎこちない不ぶ器き用ようなキスだった。しかしそのアンバランスさが可愛かわいらしくもあり、慶一郎の口元には笑みが浮かんでいた。

「どこまで本気か知らないが、俺をその気にさせると大変だぜ」

　環かん七ななの交差点を通過してから間もなく、慶一郎は二台の車を挟はさんで尾行してくる怪あやしい車の存在に気付いた。速度を上げると、その車も同様に加速してジープの後方にぴたりとついてくる。夕刻の黒いセダンに間違いなかった。

（意外と早い登場だな。仕掛けてくるか？）

　周まわりに他の車がいなくなったと見るや、セダンは急加速してジープの右に一車線空あけて並んだ。後部ウインドウが開き、目出し帽ぼうで顔を隠かくした男が慶一郎にボウガンを向ける。

「思い切りのいい連中だ……捨すて置けん！」

　慶一郎はアクセルを踏んでセダンの前に出ると、革かわジャンのポケットに右手を突っ込んで数個のパチンコ玉を摑つかみ出した。傷の痛みに頰を歪ゆがめながら、〈神カム威イの拳けん〉の呼吸法で生み出した〈龍気〉を指先に集中していく。

「──〈無む影えい指し弾だん〉!!」

　三本の指の間に生じた〈龍気〉の力りき場ば同士の斥せき力りよくにより弾はじかれた小さな鉄球は、ライフル弾に匹ひつ敵てきする高速で飛び、セダンのフロントガラスを貫かん通つうして運転席を直撃した。

　コントロールを失ったセダンは中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいに乗り上げ、橋きよう脚きやくに激突して横転する。二十メートルほど先でジープを止めた慶一郎は、腹を見せて横倒しになったセダンを油ゆ断だんなく観察しつつ、次の指弾を用意した。

　しばらくは動く気け配はいがなく、骨こつ折せつでもしたのかと疑いはじめたその時、後部ドアが開いて目出し帽の男が上半身を現した。意味不明の叫さけびを上げながら男がボウガンを撃つのと同時に、慶一郎は必殺の指弾を飛ばす。

　カキィン！

　指弾は空中でボウガンの矢を迎げい撃げきし、セダンのガソリンタンクを貫つらぬいた。数瞬の間を置いて車体が紅ぐ蓮れんの火柱を上げて爆ばく裂れつする。

「こいつはお返しだぜ」

　傷口が開いたため朱に染そまった右手でシフトレバーを操作し、ジープを急発進させる。

「バカな連中だ……この俺を本気にさせるとどうなるか、たっぷり思い知らせてやる」

　そう呟つぶやく慶一郎の口元には、獅し子しを思わせる獰どう猛もうな太い笑みが浮かんでいた。




　　　　五




「──二人、やられた」

　十真の唐とう突とつな言葉に、助手席の鈴那はコンパクトの鏡を覗のぞき込んで化け粧しようを直しながら聞き返した。

「何のこと？」

「南雲を監かん視しさせていた二人が車ごとスクラップにされた。間違いなく奴やつの仕し業わざだ」

「どうせまた、私に黙だまって彼を襲おそわせたんでしょう？　返り討うちにあって当然よ。誰が相手だと思っているの？」

　十真は答えず、不ふ貞て腐くされたように鼻を鳴らした。

「学校ではもっと愛想よくなさい。評判、悪いわよ」

「それは君の方だろ。派は手でに動きすぎると感付かれるぞ」

「何を感付くというの？　彼は私のことは覚おぼえてないわ」

「そうだな。覚えていたとしても気付かないか……君は変わってしまったからな」

「くだらない話はやめて」

　今度は鈴那の方がムッとして窓の外に顔を向けた。

「ここで止めて！」

　車を路肩に止めると、鈴那は慌あわてて歩道に降りて、生徒に混じって歩いている革ジャン姿の大男の背中を追って駆かけ出した。

「おはようございま～す、南雲先生！」




　　　　☆




（出勤途中に捕つかまるとは……不ふ覚かく）

　大門高校の廊ろう下かを鈴那と仲良く並んで歩きながら、慶一郎は自分の不運を嘆なげいた。昨日きのうの一件が噂うわさになっているらしく、すれちがう生徒たちはみな例外なく好こう奇きの視線を二人に向けてくる。

「先生、右手の怪け我がは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ……多少痛むけど、どうってことはないよ」

　何かと理由をつけて身体をすり寄せてくる鈴那をやんわりとあしらいつつ、慶一郎は逃げる機会をうかがった。

（このままズルズルと流されているわけにはいかん！　なんとかして離れないと……）

　その思いが通じたのだろうか、慶一郎の耳にスピーカーのハウリングのような高い音が聞こえてきた。胸元を見ると、Ｔシャツの下に隠した青い石のペンダントが発はつ光こうしている。

「き……来たァ！」

　慶一郎は思わず上ずった声を上げた。いつもならあまり嬉うれしくないその現象が、今回に限っては願ってもない福ふく音いんに思えた。

「来たって、何がですの？」

「急用ができたんだ。悪いが、ちょっと出で掛かけてくる」

「ええ!?　出掛けるって、あの……」

　追いすがる鈴那を振り切って、慶一郎は職員用のトイレに駆け込んだ。個室に飛び込んでドアを閉めた直後、慶一郎の身体はペンダントからあふれ出した青白い光に包つつまれ、無重力の闇やみの淵ふちにダイブしていった。




　数秒とも数分とも感じられる不確かな時間が流れた後、周囲の闇が晴れて靴くつの底に地面の感かん触しよくが戻もどってくる。

『──ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ』

　耳の奥をくすぐるその声に目を開くと、地球人の年ねん齢れいにすれば十二、三歳とおぼしき美少女が正面に座すわっていた。

　金属繊せん維いのような白はく銀ぎんの髪に、血の色を透すかした紅あかい瞳ひとみと白い肌はだ。巫女みこを思わせる白と朱しゆの衣い裳しように身を包んだその少女は、異世界ソルバニアの鬼神召しよう喚かん士しレイハである。召喚された場所は例によって石造りの巨大神しん殿でんの内部であった。

「ケイ、またあなたの力をお借り……」

「おう、貸す貸す！　いくらでも貸すよ!!」

　慶一郎は珍めずらしく満面の笑みを浮かべ、ごいつ手でレイハの小さな肩をポンポンと叩たたいた。レイハは少し怯おびえたような要よう領りようを得ない顔になる。

「実はちょうど呼んでほしかったところなんだ。もうこうなったら、全長二〇メートルの怪獣だろうが腕が六本ある一つ目の巨人だろうが、何でも相手してやるぜ！」

「そうですか。それは良いことですね」

　レイハは無表情に言って、神殿の出口の方へ歩き出した。後について玄関に出ると、単純な箱型の白い建物の並ぶ殺さつ風ぷう景けいな市し街がいが眼下に一望できた。

「退たい治じしていただきたいのはあれです」

　レイハの指差した市街の一角に、突とつ如じよ、真っ赤な火柱が上がった。周囲の建物を一いつ斗と缶かんのように吹き飛ばす爆炎の中に、黒々とした影がうねる。それは、六本の腕を持つ逞たくましい上半身に、長大な蛇へびの下半身を有する単たん眼がんの巨人であった。全長は二〇メートル以上はありそうである。

「何だよあの……この世の終わりに出てきそうな怪獣は!?　地じ獄ごくから来た魔王の化け身しんか？」

「いいえ。小型の魔物を二五六体ほど合成してみました」
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「するなよ！」

「小物はまとめた方が処しよ理りしやすいのです。では、お願いします」

　やたらと事務的な口調で命じられて、慶一郎は渋々前に出た。

「まあいいか……一時避ひ難なんする代わりだと思えば安いもんだ」

　石の床ゆかを蹴けった慶一郎の身体は、ソルバニアの弱い重力下のため軽々と飛ひ翔しようした。活性化させた全身の龍気を両手に集めていく。

「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!」

　地球での憂うさをたっぷりとブレンドした巨大な龍気弾が、空中から〈蛇じや神しん〉に向けて放はなたれた。










　♯03／失われた記憶





〈六日目──〉




　尻尾しつぽを巻いて逃げる時によく使う便利な言い訳わけに「戦せん略りやく的てき撤てつ退たい」という言葉がある。

　自分が有利に闘たたかえる場所までいったん退ひいて態たい勢せいを立て直すという意味なのだが、さすがの俺おれも今回に限ってはその見込みはなかった。本当に何の目もく算さんもなく、ただ逃げ出しただけだったのだが……思わぬところに意外な助すけっ人とがいるものだ。






　　　　一




「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!」

　慶けい一いち郎ろうは地球での憂うさをたっぷりブレンドした巨大な龍りゆう気き弾だんを、空中から眼がん下かの〈蛇じや神しん〉に向けて発射した。

　ＶＡＯＯＯＯｏｏ──ッ！

　頭部に龍気弾の直撃を受けた〈蛇神〉の巨体は、数珠じゆずつなぎになった爆ばく竹ちくのように連れん鎖さ的てきに爆発し、わずか数秒で黄金色の光の粒りゆう子しになって消しよう滅めつする。

「……あれ？」

　手近な建物の屋根の上に着地した慶一郎は、反撃がまったくないことに不ふ審しんな顔つきになった。

「お見み事ごとです。イェネンの鬼き神しんよ」

　いつの間にか隣となりに立っているレイハが言った。

「〈魔ま素そ〉は消え去りました。御苦労さまです」

「も……もう終わり!?　他には？」

「もう魔物はいません。お帰りください」

　あっさりと言い切られて、慶一郎は呆ぼう然ぜんとなった。腕時計を見るとまだ二十分と経過していない。

「あの～、実を言うとまだ地球には帰りたくないんだけど……」

「それはできません。ケイが長くいるとサーガイアが汚お染せんされます」

「俺は核かく廃はい棄き物ぶつか!?」

　初めて耳にする意外な事実だったが、慶一郎はそれより自分のプライベートな悩なやみの方で頭が一杯だった。

「そう言わずにもう少しだけ置いてくれよ。できれば昼休みまで……頼たのむ！」

　手を合わせて拝おがむと、レイハは仕方がないといった顔で小さく溜ため息を吐ついた。

「何か事情がありそうですね。分かりました。神殿で伺うかがいましょう」




　　　　☆




「彼はいったいどこへ消えたの!?　知っているんでしょう？」

　鈴れい那なの剣けん幕まくに、大だい作さくは気け圧おされてタジタジとなった。

　昼休みの視し聴ちよう覚かく室には二人の他には誰だれもいない。大作は一人椅い子すに座すわらされ、鈴那の訊じん問もんを受けていた。

「トイレに入ったっきり行ゆく方え不明になったんですよね？　それなら南雲先生にはよくあることですよ」

「よくあること……？」

「あの人って週に一、二回ほど失しつ踪そうするんですよね～。いったい何の用があって何処どこへ行ってるのか、まったく不明なんですが……」

「そんなこと、誰も問題にしないの？」

「一応、校長公認ですからね。だいたいいつも放課後までに戻もどってきますから、心配ないと思いますよ」

「心配ないですって!?」

　大作の吞のん気きな答えは、鈴那の苛いら立だちを倍化させたようだった。

「私のボディガードよりも優先することがあるなんて……許せないわ！」

「でも、どうせ誘ゆう拐かい団から狙ねらわれてるってのは南雲先生に近付くための狂きよう言げんなんでしょ？　別にいいじゃないですか」

　鈴那は眉まゆ根ねを寄せると、大作の後頭部の髪を摑つかんで顔を上向かせ、険けわしい顔つきで詰きつ問もんした。

「神かみ矢や君……何を知っているの!?」

「なあに、簡単な推理ですよ。僕ぼくに怪あやしげな術をかけて、南雲先生の情報を聞き出そうとしているんですからね……」

　大作は美少年らしからぬふてぶてしい笑みを浮かべた。針はりを使ったある種の催さい眠みん術じゆつによって自由を奪うばわれた状態にあっても、大作の頭ず脳のうはいまだ明めい晰せきさを失ってはいなかった。

「まあ、僕もこういう状態になっちゃったからには鈴那さんに協力せざるを得ないわけですけど、どうも基本的なところが分からないんですよね……南雲先生と結婚することが目的だとは聞きましたけど、動どう機きは何なんです？」

「何だと思う？」

「復ふく讐しゆう……ですか？」

「いい勘かんね。でも少し違うわ」

　鈴那は眩まぶしそうに目を細めた。

「これは女としてのプライドの問題なの……復讐とは別のものよ」

　大作から手を放すと、鈴那は窓まど際ぎわに立って物もの憂うげにブラインドの外に目を向けた。

（なんて綺き麗れいな人なんだろう……）

　東洋における理想の美女を体現したような鈴那の横顔に見み惚とれながら、大作は深い疑問を感じずにはいられなかった。これほどの美び貌ぼうと気品を身につけながら、鈴那の中には満たされない何かが──激しい飢えのようなものが垣かい間ま見えた。

（女のプライドか……やっぱり南雲先生と以前に何かあったんだ。でも先生は七年間も海外を放ほう浪ろうしていたわけだから、日本にいる間に出会っていたとすると、鈴那さんが中学生か、下手へたすると小学生の頃ころってことになる……いったい何があったんだ!?）

　さまざまな推理や臆おく測そくが頭の中を駆かけ巡めぐったが、納なつ得とくのいく説明は思いつかなかった。そこで大作は最も気になることを質問した。

「ひとつ聞かせてもらえませんか。もしも南雲先生のハートを射い止とめられなかったとしたら……その時はどうするんです？」

「……殺すわ。彼を」

　鈴那が頰ほおに浮かべた陶とう酔すいにも似にた笑みを見て、大作の背せ筋すじに寒さむ気けが走った。




　　　　二




「南な雲ぐも慶一郎がどこへ消えたのか、教えてもらおうか」

　屋おく上じようの階段出口の上でうたた寝していた静しず馬まは、不意に耳に飛び込んできた『南雲』という言葉に反応してパチリと目を開いた。横になったまま声のした方に顔を向けると、屋上を囲かこむ金かな網あみフェンスの手前に、スーツ姿の若い男と一人の女生徒が向かい合って立っているのが見えた。

（なんや？　例の教生に……涼りよう子こ!?）

　静馬は思わず飛び起きそうになるのをこらえ、息を殺して注意深く二人の様よう子すを観察する。奇き妙みようなことに涼子はフェンスに追い詰められたような形で、十とお真まに訊じん問もんされているようだった。

「何の根こん拠きよがあって言ってるんですか？」

「君と南雲慶一郎が何らかの秘密を共有していることは分かっているんだ。あの男が校内で行ゆく方え不明になる真の理由を知っているね？」

「そ……それを聞いてどうしようって言うの？」

「その問いに答える義務はない。質問をしているのは僕だ……涼子君、誰にも言わないから話してごらん。さあ──」

　十真は甘く囁くように言いながら詰め寄り、涼子の顎あごに指を掛けた。

（あ～あ……あの色男アホが、自分がナニを相手にしとんのか分かっとんのか？　足踏まれるか、タマ蹴り上げられるかのどっちかや。それとも顔面ビンタか鼻パンチか……どうなっても知らんぞ～）

　静馬は意い地じ悪わるくほくそ笑みながら眺ながめていたが、期待していたような展開にはならなかった。涼子は手痛い一撃を食らわせるどころか、恥はずかしそうに目を伏ふせて顔をそむけたのである。

「誰にも言わないよ。僕にだけ話すんだ……いいだろう？」

　十真は涼子の顔を上向かせると、端たん正せいな顔を近付けて瞳ひとみの奥を覗のぞき込むようにした。

（な……何やっとんじゃい!!）

　静馬はほとんど反射的に手元にあったペプシの空あき缶かんをわし摑づかみにして、十真の後頭部を狙ねらって投げ付けた。

　カァン！

　間の抜けた金属音が響ひびいた。

「何のつもりだ？」

　振り向いた十真の視線がまっすぐ静馬に向けられている。

　静馬の投げた空き缶は、十真の背はい後ごで、見えない壁かべにぶつかったようにあさっての方角に弾はじき飛ばされていた。

「そらこっちのセリフや！」

　静馬は屋根から飛び降りると、野生の虎とらのごとき勢いきおいで十真に襲おそいかかった。低い姿し勢せいで突とつ進しんしつつボディブロウを打ち込む。十真は空気の動きに押された羽う毛もうのようにひらりと身を躱かわし、たたらを踏んだ静馬の後頭部を狙って革かわ靴ぐつの爪つま先さきを跳はね上げた。

　シュッ！

　静馬の後ろ髪をカミソリのような蹴けりが掠かすめる。勢いがつきすぎていた静馬はそのまま前転して金網に尻しりから激突した。

「……ん～にゃろう！」

　静馬は天地逆のみっともない格かつ好こうから即そく座ざに起き上がると、髪を直す余よ裕ゆうを見せて立っている十真と向き合った。

「顔だけやと思とったら、ちったあできるみたいやな」

「口の利きき方に気を付けるんだな。番長気取りの古ふる臭くさい不良が」

「言うてくれるやないか……上等や！」

　静馬は全身のバネを使ってリズムをとりながら、十真との間合いを計はかった。十真は半身に立ち、二指を揃そろえた右手を前方にやや下がり気味に持ち上げる。見たこともない奇き妙みような構かまえだった。

　対たい峙じする二人を、涼子は呆ぼう然ぜんと眺ながめている。

「草くさ彅なぎとかいったな……妙な真ま似ねはやめておけ。彼女の見ている前で恥はじをかきたくなければな」

「やかましわ！　妙な真似はどっちや!?　何にしてもお前には一発食らわす!!」

「素人しろうとが……」

　蔑さげすみを隠かくさず鼻で笑う十真に対し、静馬は怖おそれることなく猛もう然ぜんと踏み込んだ。相手がどんな攻撃を仕掛けてこようが、それを打ち砕くだきながら攻せめ込む──静馬の頭にあるのは極きわめて単純な攻撃的発想のみであった。

「──シャアッ！」

　鋭するどい踏み込みから放はなった突き蹴りを、十真は軸じく足あしを変えて最小限の動きで避よけた。静馬は突き出した足をさらに振り上げ、踵かかと落としに移行する。それを右腕の肘ひじで受け流しながら、十真は円を描えがくステップで静馬の側面に回り込んだ。

「シュッ！」

　静馬は流水のごとき体さばきを見せる十真を追って裏うら拳けんを放つ。十真はそこで初めて足を止めると、肘を曲げた右腕を蛇へびのようにくねらせて攻撃を絡からめ取り、死角から左拳こぶしを打ち込んだ。

「うおっ!?」

　顔面に一撃を食らった静馬はのけぞりながら後退する。

「分かったか？　お前ごときが僕に拳を触ふれようなど十年早い」

「……言いたいことはそんだけか？」

　静馬は唇くちびるの端はしににじんだ血を手の甲こうで拭ぬぐうと、発達した犬けん歯しを剝むき出しにして獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「こんなケチ臭いパンチで、ようもまあそんな偉えらそうなセリフが吐はけたもんやな！　今の一発で分かったわ……お前なんぞ南雲に比くらべたら屈へェみたいなもんや」

「なに!?」

　南雲の名を聞いて十真の顔色が変わった。

「シャアアッ!!」

　一瞬の空白を逃のがさず、静馬はその場でアッパーを放つ。拳が届とどかない間合いのため十真は避けようとはしなかったが、直後、身体を突き抜ける衝しよう撃げきにのけぞった。

　それはただのアッパーではなかった。仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神カム威イの拳けん〉の呼吸法によって体内に生み出した〈神しん気き〉を拳から衝撃波として放出する静馬の得とく意い技わざ──〈紅あかい牙きば〉である。

　後退する十真を追って静馬はコンクリートの床ゆかを蹴り、高い跳ちよう躍やくから膝ひざ蹴げりで突っ込んだ。十真は身体の軸じくをずらして受け、右に体たいを躱かわす。

　ゴスッ！

　着地の瞬間を狙ねらっていた十真の側頭部に、延えん髄ずい斬ぎり気味に静馬の蹴りがヒットした。相手の避ける方向を計算に入れた二段蹴り──それは〈神威の拳〉の使い手にのみ可能となる、重力を無視した空くう中ちゆう連れん撃げきだった。

　金かな網あみに背中からぶつかって膝ひざを屈くつした十真に向かって、静馬が吼ほえる。

「どうや色男!?　十年早いとかほざいとったようやけど、十秒に訂てい正せいしとくか？」

「貴き様さまァ……」

　血ち混まじりの唾つばを吐いて立ち上がった十真は、闘とう志しを剝むき出しにした構かまえをとった。顔の前に突き出した手の形が奇妙だった。揃そろえた二指と親指をまっすぐに伸ばしている。

「中国拳けん法ぽう……蟷とう螂ろう拳けんか？」

　静馬が何なに気げなく口にした言葉を聞いて、十真は急に我われに返ったように真ま顔がおに戻もどり、構えを解といた。憮ぶ然ぜんとした顔つきでスーツの汚よごれを払い、襟えりを正してネクタイを締しめ直す。

「……なんや、もう終わりか？」

「お前のような小こ僧ぞうの相手をするほど暇ひまじゃない。勝ったところで何の意味もない……時間の無む駄だだ」

　十真はすべての興きよう味みを失ったように静馬を無視し、階段に消えた。

「ケッ、逃げやがって」

　静馬は吐き捨すてると、相変わらず呆ほうけたまま突っ立っている涼子の前に歩み寄った。

「おい、あいつとなに話しとったんや？」

「あ……あんたには関係ないわよ」

　涼子は怯おびえたように顔をそむける。明らかに普段と違う反応に静馬は苛いら立だった。

「ちゃんとオレの目ェ見て話さんかい！」

「う、うるさいわね……ほっといてよ」

「ほっとけやと!?　あんな顔だけのヘナチン野や郎ろうに口く説どかれてその気になっとったんか？　ハッ、お前も案外ちょろい女やな！」

「勝手に妙な勘かん違ちがいしてんじゃないわよ。誰が口説かれてたって？　まさか妬やいてるわけ!?」

　静馬は涼子の肩を摑つかむと、荒っぽく金網に押さえ付けた。

「……な、なによ？」

　鼻はな白じろむ涼子を覗のぞき込みながら、静馬は吐と息いきがかかる距きよ離りまで無ぶ遠えん慮りよに顔を近付けていった。

「なにすんのよ!!」

　鼻同士がぶつかる寸前、涼子は静馬の足を踵かかとで思い切り踏んづけた。静馬がグエッと悲ひ鳴めいを上げてのけぞったところに往おう復ふくビンタをかまし、さらにトドメとばかりに股こ間かんを蹴けり上げた。

「このスケベ！　変へん態たい！　バカ！　サル！　いっぺん死んできなさいよ!!」

　顔を真っ赤にして罵ののしると、涼子は猛もうダッシュで階段を駆かけ降りていった。急所にダメージを受けた静馬は、金網に摑つかまってケンケンしながら階段の方に向かって中指を立てる。

「畜ちく生しよォ～、あのアマ……いつか犯おかす!!」

　腹立ちまぎれにゴミ箱を蹴けとばし、無ぶ様ざまなガニ股また歩きでその場を離れようとした静馬は、足元に転ころがっている空あき缶かんにふと目をとめた。それはさっき静馬が十真に投げ付けたペプシの缶だった。

「これは……？」

　名状しがたい股間の痛みも忘れて、静馬はそれを拾ひろい上げた。

　空き缶の腹には、大型の肉食獣の爪つめか牙きばでえぐり取られたような鋭するどい傷跡が残されていた。




　　　　三




「あれ？　僕……どこへ行くんだっけ？」

　大作は廊ろう下かの真ん中で立ち止まり、怪け訝げんそうに辺あたりを見回した。小首を傾かしげて思い出そうとしたが、頭の中に灰色の霧きりがかかったように記憶がはっきりしない。

「何か大事な用があったような気がするんだけどなあ……ダメだ、思い出せない……」

　いつもの総そう明めいさはどこへやら、ノロノロとした口調で呟つぶやくと、大作は窓の外の青空をぼんやりと眺ながめたまま立ちつくした。不意にズボンの尻しりに違い和わ感かんを感じて調べると、四角い機械がポケットから出てくる。

「ん～……これ、何だろう……？」

　大作はそれをじっくりと観察したが、『ポータブルＭＤ』という言葉がどうしても出てこなかった。ＭＤは録ろく音おん状態になっており、コードで小型マイクとつながっている。しかし大作は初めて文明に触ふれた未み開かい人じんのように、それが何を意味するものかまるで理解できない。

「……分かんないや」

　大作は諦あきらめてＭＤをポケットに戻もどした。

「なんや、こんなとこにおったんか！」

　階段を下りてきた静馬が大作の姿を見つけて駆け寄った。

「惜おしかったな～、ごっつええシャッターチャンスやったのに。肝かん心じんな時にどこ行っとったんや？」

「はあ……」

「あん？　な～にボケとんねん、眠たいんか!?」

　静馬に肩を揺さぶられた大作は、突然、重大な何かを思い出したように切せつ羽ぱ詰つまった表情で叫さけんだ。

「そ……そうだ！　大変なんですよ!!」

「大変て、なにがいな？」

「ええ～っと……その……何でしたっけ？　とにかく緊きん急きゆうに誰だれかに伝えなきゃならないような情報があったような気が……」

「しゃんとせんかい！　そんだけ大事なことやったら忘れへんやろ？　普通」

「ええ、ここまで出てるんですけど……」

　大作は息苦しさを感じて喉のどを押さえた。口をパクパクさせるが、喉に栓せんがされているかのようにそれ以上言葉が出ない。状じよう況きようの異常さにようやく気付いた静馬は、心配そうに大作の顔を覗のぞき込む。

「おい、どないしたんや大作!?」

「ああ……う……」

　大作は静馬のシャツを摑つかむと、窓の外を指差した。静馬はその方向を見たが、灰色がかった雲と青空があるだけだった。

「……何か飛んでたんか？」

　大作はブンブンと首を横に振り、今度は両手を使って自分の胸のところに丸いふくらみをジェスチャーで表現した。

「……巨乳？」

　ウンウンと頷うなずいた大作は、同じように身振り手振りを駆く使しして必死に何かを静馬に伝えようとした。

「なに？　巨乳が……たくらむ？　七つの……カニ？　違う？　八本足……タコ？　全然違う!?　ん～……クモ？　クモでええんやな!?　七つのクモ……縮める？　ナナツクモ……ナナクモ……ナクモ……ナグモ？　南雲か！　南雲がどうしたんや？　え？」

　廊下の真ん中で突とつ如じよ始まったジェスチャー・ゲームに、ひまな生徒たちが立ち止まって見物している。

「首チョンパ？　南雲がクビになるんか？　違う!?　バーンッて……撃うち殺す？　はあ？　だからそれはどういう意味やねん!?」

　大作の必死の努力にもかかわらず、ジェスチャーはほとんど静馬に通じていなかった。普段はピッタリ息が合っていると思われている二人だが、実際は『大作の方が静馬のレベルに合わせていた』という真相がもはや誰の目にも明らかになっていた。

「もうええ！　とりあえず普通にしゃべれ!!」

　ペシッと頭を叩たたかれた大作は、急に真っ青になって膝ひざから崩くずれるように倒れ込んだ。

「お……おい、どないしたんや大作!?」

　静馬は慌あわてて抱き止めて介かい抱ほうしたが、びっしょりと脂あぶら汗あせをかいている大作は、うわ言ごとのように意味不明の言葉を呟つぶやくだけだった。




　　　　☆




「大作はいったいどうなっとんねん、奈な々な子こ先生！」

　保健室に静馬の苛いら立だった怒ど声せいが響ひびいた。

「ただの貧ひん血けつよ～」

　校医の菱ひし沼ぬま奈々子はベッドに寝かされた大作にシーツをかけてやりながら、のんびりとした口調で答えた。

「話から考えるに……もしかすると、催さい眠みん術じゆつか何かで秘密をしゃべらないように強きよう烈れつな暗あん示じをかけられてたって可能性はあるわね～」

「催眠術ゥ!?　なんでそんなことが分かるんや？」

「んふふ……勘かんよ～、オンナの勘～」

　得とく意い気げな言い方に、静馬はあからさまな不信感を顔に表あらわした。

「せめて医者の勘にしといてんか」

「というのは冗じよう談だんで～、証しよう拠こはこれよ」

　菱沼女史は大作の頭を動かして、首の後ろを静馬に見せた。指で示した首筋の部分に、ニキビのような赤い点がある。

「ここには意い識しきや記憶を操作する秘孔ツボがあるんだけど、針はりか何かで刺された痕こん跡せきが認められるわね～。血液検査じゃ出ないかも知れないけど、何らかの薬物を使った可能性も考えられるわ～。でもまあ、命に別状はないみたいだから安心していいわよ～」

「……誰がそれをやったかより、何で保健の先生がそんなこと知っとんのかっちゅう方が問題やな」

　静馬が疑ぎ惑わくに満ちた目つきでにらむと、菱沼はチッチッチと舌を鳴らしながら人差し指を立てて左右に振った。

「菱沼家の歴史を甘く見ちゃダメよぉ～。東洋医術の知識ならどこにも負けないんだから～。人間なんて針一本で生かすも殺すも自由自在なのよ～」

「それはそれで怖こわいわ！……ほんで、何か犯人の手掛かりになりそうなもんは？」

「手掛かり～？　本人から聞ければそれが一番だけど、そうねえ～……これなんか、どう？」

　菱沼女史はハンガーに掛けてあった大作のワイシャツを取ると、静馬の顔前に突き付けた。

「な、なんやねん!?」

「ちょっとニオイ嗅かいでみて～」

　言われるままシャツに鼻を近付けてみると、かすかに女物の香水の甘い香りがした。

「襟えりのところに香りが移ってるのがちょっと不自然っぽいのよ。この香水の主ぬしが犯人という可能性はあるかもね～」

「なるほど、犯人は女か！」

「ん～、そうとも限らないんだけどね～」

「どっちやねん!?」

　授業開始のチャイムが鳴った。

「ほらほら、静馬君は授業でしょ～？　大作君は私に任まかせて、とっとと教室へ行ってらっしゃい」

　菱沼に尻しりを叩たたかれるようにして、静馬は保健室から追い出された。




　　　　四




「なあレイハ……つかぬことを聞くけど、さっきからいったい何をやってるんだ？」

　異世界ソルバニア──神しん殿でん内の床ゆかに座すわらされた慶一郎は、先さき程ほどからなにやら怪あやしげな作業にいそしんでいるレイハに尋たずねた。

　慶一郎は石の床に描えがかれた直径五メートルほどもある魔ま法ほう陣じんの中央で座ざ禅ぜんを組んでいる。長い杖つえを使って魔法陣に幾き何か学がく的てきな文字の列を書き込んでいたレイハは、今度は黄色い呪じゆ符ふのようなカードをどこからか取り出し、キョンシーよろしく慶一郎の額ひたいにペタッと貼はり付けた。

「それでは始めますよ、ケイ」

「だから何をするのかと聞いているのに！」

「レイハは知りません。すべてはケイ次し第だいなのです」

　相も変わらず要よう領りようを得ない説明に、慶一郎は質問をやめて成り行きにまかせることにした。

　慶一郎の横に立ったレイハが、小鳥のさえずりにも似にた呪じゆ文もんを唱となえながら、杖の先で魔法陣に触ふれた。すると回路に電流が流されたように魔法陣を構成する文字と幾何学模様が発光し、慶一郎の周囲を青い光のスクリーンがぐるりと取り囲かこんだ。

「これは……!?」

　慶一郎の正面に輪りん郭かくのぼやけた映像が浮かび上がる。レイハが魔法陣を操作すると画面は急速に鮮せん明めいになり、やがて一人の人物の姿が大きく映うつし出された。落ち着いた色のスーツに身を包んだ、女優もかくやという美女が──飛とび島しま鈴那がこちらに微笑ほほえみかけている。

「これが問題なのですね」

「確かにそうだけど……こりゃあどういうことだ？」

　画面がパソコンのウインドウのように横に移動し、代わって別の映像が正面に現れる。それは最初に出会った時の、謎なぞの集団に襲おそわれた鈴那の姿だった。

「まさか俺の記憶を映し出してるのか？　そうなんだな!?」

「そうです」

　あっさりと肯こう定ていしてレイハは作業を続ける。鈴那の唇くちびるや白い首筋、挑発的に盛もり上がっているブラウスの胸むな元もと、細く引き締しまった腰から太ふと腿ももへと流れる絶ぜつ妙みような身体からだのライン──舐なめ回すようなカメラワークは、そのまま慶一郎の視線だった。

「ちょ、ちょっと止めてくれ！　このままいくと……」

　レイハに抗議しようとして振り向くと、脳に電流が流れるような刺し激げきが走った。

「抵抗すると記憶が破は壊かいされますから気を付けてください」

「そ……それはかなりヤバイ魔法なんじゃないのか!?」

「じっとしていれば問題はありません」

「そういう問題でもないと思うんだが……」

　文もん句くは山ほどあったが、魔法の回路を脳に接続された状態ではおとなしくする他なかった。

　怖おそれていたその時はすぐにやってきた。

　画面に映し出された場所は薄暗い視し聴ちよう覚かく室しつ。思い詰めた表情の鈴那がみずからブラウスの胸を開いて迫せまってくる。カメラ＝慶一郎の視線は黒い下着から飛び出してきそうな豊かな胸に釘くぎ付づけになっていた。続いてキスをせがまれたシーン、さらにホテルの地下駐車場で鈴那から一方的に唇を重ねてきたシーン──

「も、もういい！　分かったからもう勘かん弁べんしてくれ……頼たのむ」

　二十九歳の男の下した心ごころ丸出しの視線を客観的に見せつけられ、慶一郎は恥はずかしさにいたたまれなくなった。周囲のスクリーンには慶一郎の記憶から切り取られた無数の鈴那のポートレートがひしめいている。

　レイハは鈴那の顔を正面に大きく映し出した。

「トビシマ・レイナ──これがケイの敵なのですね」

「敵という言い方は違うんだが……まあ天敵には違いないけど」

「以前にもケイはこの相手から逃げていますね」

「ん？　ああ……」

　慶一郎は何なに気げなく肯定しかけたが、レイハの質問に隠かくされた重大な意味にハタと気付いた。

「以前……？　以前ってのは、どのくらい過去の話だ!?」

「ケイの時読みで二千七百八十三万六千二百十七単位以前です」

「それじゃあ分からん!!　分からんが……しかし一週間やそこらじゃなさそうだな。つまり俺はもっと昔に彼女に会っている──!?」

　慶一郎は必死に記憶の糸をたぐった。その思考に会わせてスクリーン上には様々な過去の映像が凄すさまじい速さで現れては消えていく。しかしどんなに記憶をさかのぼってみても、鈴那との接点は見付からなかった。

「畜ちく生しよう……さっぱり思い出せん！　だいたいあれだけ密着していて分からなかったんだ。本当に会って……」

　正面の映像は再び視聴覚室での情じよう景けいになっていた。鈴那がブラウスの前を開いて左右に引きはだける──

「ん……!?」

　映像の中の何かが慶一郎の感覚に引っ掛かった。思考するだけで映像が最初に戻もどされ、今度はスローで再生される。ブラウスを脱ぬいであらわになる鈴那の肌はだ──豊かな胸を支ささえる黒いブラの下に、黒い痣あざのような物が見えた。
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「こりゃあ何だ？」

　意識を集中すると、その部分が即そく座ざに画面一杯に拡大される。鈴那の左胸の下にある痣は、黒いアゲハ蝶ちようをかたどった刺いれ青ずみだった。

「蝶……？　胡こ蝶ちよう!?」

　慶一郎の頭の中に火花が飛び散った。脳のう味み噌そを搔かき回されるような異様な感覚に吐はき気を覚おぼえ、思わず頭を抱かかえる。

「鈴那……飛島鈴那……飛……鈴……！」

　スクリーン上に鈴那の映像が嵐のように乱らん舞ぶする。一いつ瞬しゆんのブラック・アウトの後、そこには新たな映像が映し出されていた。

　それは、一いつ糸しまとわぬ姿で湯ゆ煙けむりの中にたたずむ、強こわ張ばった表情の下に怯おびえと不安を隠した可か憐れんな少女の姿であった。




　　　　☆




　保健室を追い出された静馬は、ポケットに手を突っ込み、教室へ急ぐ生徒たちの間をゆっくりと歩きながら考えを巡めぐらせていた。

（経けい絡らく秘ひ孔こうを針はりで突いて心を操あやつる術やと!?　やっぱ中国四千年の秘法っちゅうやつか？　それとも北ほく斗と神しん……）

　廊ろう下かの突き当たりの階段に差し掛かったところで、静馬の思考は中断された。人が動いた時に生じる空気の流れの中に、かすかに香水の甘い香りを嗅かぎ取ったからだった。

「この匂におい……まさか!?」

　一階である。静馬は迷まよわず階段を駆かけ上がった。二階で一度立ち止まるが、周まわりの匂いを嗅いでここにはいないと判断すると、すぐに三階へと向かう。

　踊り場に出たところで静馬は足を止めた。目め指ざす階上には飛島十真が立っていた。

「やっぱりお前が犯人か!?」

「何のことだ？　授業は始まっているぞ。さっさと教室へ行け」

　尊大に言って立ち去ろうとする十真を追い掛けていった静馬は、鼻をクンクン鳴らして匂いを確認した。

「違う……こいつやない」

「何だというんだ!?　犬の真ま似ねか？」

「やかましわ！　お前みたいなアホに用はあれへん」

　嚙かみ付くように言うと、静馬は先を急いで十真の横を通り過ぎた。しかし数歩進んだところで立ち止まり、疑惑に満ちた顔で肩越ごしに十真を凝ぎよう視しする。

「蟷とう螂ろう拳けん……中国拳けん法ぽうか。中国……」

　その呟つぶやきに十真は警けい戒かいの色を見せたが、胸の下で組んだ両手はピクリとも動かさなかった。




　数分後──香水の匂いを途中で見失った静馬は、追跡を諦あきらめて二年Ｂ組の教室に戻もどってきた。遅ち刻こくにもかかわらず教室の後ろの入口から堂々と入っていくと、金かね田だ教きよう諭ゆの怒ど鳴なり声が出で迎むかえた。

「草彅、いったいどこをフラついていた!?」

「うっさい……黒ジャージは黙だまっとれ！」

　金田教諭が放課後以外は黒いジャージの上下で通していることを一言のもとに揶や揄ゆして、静馬は窓まど際ぎわの自分の席についた。隣となりの席の涼子を見ると、まだ怒っているらしく静馬の存在を完全に無視している。

（……フン、まあええわ。放課後になってから本格的に捜したらええ）

　暑いので窓を開けると、廊下側の窓との間に空気の通り道ができ、梅雨つゆの湿しつ気けを含ふくんだ風が吹き抜ける。

「──!?」

　静馬はハッと顔を強こわ張ばらせた。動物じみた鋭するどい嗅きゆう覚かくが、再びあの香水の匂いを感じ取ったからである。

　発はつ生せい源げんを探して教室を見回した静馬は、授業を受け持っている教師が金田ではないことに気付いて驚おどろいた。金田は入口近くに立って実習生を監かん督とくしている。そして教きよう壇だんに立っているのは──

（飛島鈴那……！）

　鈴那の抜ばつ群ぐんのプロポーションを見た瞬しゆん間かん、静馬の中に渦うず巻まいていた様々な疑念が化学反応を起こしたように一気に確信に変わった。

「飛島先生！」

　静馬が手を挙あげるのを見た生徒たちはどよめいた。草彅静馬が積せつ極きよく的てきに授業に参加するなどありえないことなのだ。意外な顔をしなかったのは当の鈴那ただ一人だった。

「何ですか、え～っと……草彅君？」

「質問があるんやけど、ちょっと来てえな」

　静馬がそう言って手て招まねきすると、鈴那は少し怪け訝げんそうな顔をしながらもすぐに目の前にやってきた。鈴那が身に付けている香水の匂いは、やはり大作のシャツに移っていたものと同じだった。

「質問ってなあに？」

「いや、それはもうええねん。もう分かった……後は試ためしてみたいことが一つあるだけや」

「試すって……？」

「こうじゃ！」

　次の瞬間に起こった出来事に、教室中が息を吞のんだ。

　目にも止まらぬ速さで突き出された静馬の右手が、鈴那の豊かな胸のふくらみを、ブラウスの上から『むに～っ』とわし摑づかみにしたからである。

　しかし真に意外な出来事は、その次の瞬間にやってきた。

「ア……アイヤァァ──ッ!!」

　その日本人らしからぬ悲ひ鳴めいは、鈴那の口から発せられたものであった。

　静馬は鈴那の胸を摑んだ手にさらに力をこめ、ブラウスを下着ごと乱暴に引き裂さいた。床ゆかに尻しりもちをついた鈴那は、あらわになった胸を両手で隠かくすと、顔を真っ赤にして猛もう然ぜんと抗議した。

『な、何をするのよ！　この変へん質しつ者しや!!　エロガキ!!』

　騒そう然ぜんとなりかけた教室が静まり返った。

「思った通りや……正体を現しよったな！」

　静馬にそう言われて、鈴那は自分の失しつ態たいに気付いて思わず口を手で覆おおった。鈴那は日本語ではなく、広カン東トン語ごを使って抗議していたのである。

「ま……待ってよ、正体って何？　私は高校に入るまで香港ホンコンで育ったのよ。びっくりして思わず向こうの言葉が出ちゃっただけじゃない」

「帰き国こく子し女じよやっちゅうんか？　シラ切んのもたいがいにせえ！」

　静馬はぴしゃりと言い放はなった。

「このオレの目は誤ご魔ま化かされへん……飛島っちゅう名前も、教生の肩書きも、ついでに怪あやしげな連中に狙ねらわれてんのも、全部南雲をハメるためのウソやな!?　あのアホの情報を仕入れるために大作に妙みような術をかけたことは分かっとんのや！」

「変な言い掛かりはやめてほしいわね。あなた、女性にこんな真ま似ねをしてただで済すむと思ってるの!?」

　鈴那はひどい姿にされながらも毅き然ぜんとした態たい度どを崩くずさず、真っ向から反論する。見守る生徒たちや金田教諭もどちらを信じていいのか判断できず、ひどく危あやうい緊きん張ちよう感が教室を支配した。

「はあ～い、そこまでよ～」

　膠こう着ちやくした事態を打ち破ったのは、緊張感にはほど遠い、間ま延のびした能のう天てん気きそのものの台詞せりふだった。

「静馬君、状じよう況きよう証しよう拠こだけじゃ犯人を自じ白はくさせるのは無理よ～。やっぱり確固たる証拠がないとね～」

　いきなり教室に現れた菱沼女史は、教壇に立って鈴那ににっこりと微笑ほほえみかけた。鈴那は険けわしい目つきでにらみ返す。

「証拠があるって言うの!?　だったら見せてもらおうじゃない」

「ん～、見せるのはちょっと無理ね～」

「ほらごらんなさい！　やっぱり……」

「見せるのは無理だけど、聞かせることならできるわよ～」

　菱沼は右手の指をパチンと鳴らした。

『──もしも南雲先生のハートを射い止とめられなかったとしたら……その時はどうするんです？』

　校内放送用のスピーカーから流れてきたのは大作の声だった。

「さすがは大作君。純じゆん真しんそうに見えて抜け目ないのよね～」

　それが視聴覚室での会話の録ろく音おんだと気付いた鈴那は、はっきりと青ざめた。自分の言った答えももちろん覚おぼえている。
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『──殺すわ。彼を』

　教室中にざわめきが広がった。驚きよう愕がくの視線を全身に浴あびた鈴那は、慌あわてるどころか逆に落ち着き払って、苦にがい自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。

「フッ……ザマァないわね。こんな素人しろうとにしてやられるなんて！」

　言うなり、鈴那は窓に向かって走った。床ゆかを蹴けり、開いている窓から外へ飛び出すと、ポプラの大たい木ぼくの枝に摑まってから地面に降り立つ。普段の優ゆう雅がな物腰からは想像もできない身軽さだった。

「クソッ、逃がすかァ!!」

　静馬は吼ほえると、鈴那を追って窓から外へ身を躍おどらせた。










　♯04／九龍カオルーンの花嫁





〈六日目──追記〉




　最近、だんだんと分かってきた。

　歳としを取るということは、つまりは過去を持つということだ。

　三十年近く生きてきて、過去に何一つ悔くいがないと言える人間なんてそうはいないだろう。過去の大半は失敗と後こう悔かいの連続で、むしろ様々な経験を積めば積むほど人は過去に縛しばられていく。結局のところ、人間というものは、自分の過去を清せい算さんして最後に帳ちよう尻じりを合わせるために四苦八苦する生き物なのかも知れない。

　ところが奇き妙みようなことに、過去に縛られた人間ほど、見た目にはしっかりとした強い意志のもとに精力的に行動しているように映うつる。しかしその行動は、実際には対たい照しよう的な二つの動機のうちのどちらかに従したがっているものだ。

　自分の犯した罪を償つぐなうためか、あるいは恨うらみを晴らすためか──






　　　　一




「逃がすかァ!!」

　二階の窓から身を躍おどらせた静しず馬まは、鈴れい那なを真ま似ねて木の枝を利用して落下速度を殺そうとしたが、摑つかみ損そこねてそのまま植え込みに突っ込んだ。

「痛いってて……畜ちく生しよォ！」

　小枝に刺されて身体からだ中に引っ搔かき傷を作りながら植え込みをかき分けて出ると、駐車場方面へ走っていく鈴那を追った。ヒールを履はいているとは思えない逃げ足だったが、野や獣じゆうじみた脚きやく力りよくを誇ほこる静馬はたちまち鈴那の背はい後ごに迫せまった。

「──ヒュオゥ!!」

　怪鳥のような叫さけび声が頭上から聞こえてきた。

（殺気!?）

　脳天にむず痒がゆい感覚を覚おぼえて本能的に横っ飛びに身を躱かわすとコンマ二秒ほど遅れて、髪の先を掠かすめるようにして真上から踵かかとが襲おそってきた。コンクリートの地面で受うけ身みを取って素す早ばやく起き上がった静馬は、目の前に舞まい降りた男の顔を鋭するどくねめつける。

　飛とび島しま十とお真まであった。

　対たい峙じする静馬と十真の間に言葉はなかった。互たがいを敵として認め合った者同士が交かわすべきは、ただ拳こぶしあるのみである。

　数秒のにらみ合いの後、二人は向き合ったまま、ほぼ同時に真横に走った。連絡通路のコンクリートの床ゆかが道場裏の土の地面に変わった直後、静馬は地面を踏み切って十真に襲いかかった。

「シャアアッ！」

　静馬の第一撃は低く鋭い跳とび蹴げりだった。左右に避よけることも退ひくこともできない強襲である。十真は慌あわてることなく肘ひじを使って蹴りの打点をずらし、静馬の着地に生じる隙すきを狙ねらおうとしたが、しかし次の瞬しゆん間かん、攻撃すべき相手を見失った。

「なっ!?」

　静馬の蹴りは一撃では終わらなかった。見えない翼つばさに支ささえられるがごとく宙に浮いたまま、十真の身体を駆かけ上がるように連続蹴りを放はなったのである。

「──〈猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく〉！」

　無数の蹴りを浴あびた十真は防ぼう御ぎよしきれずにたまらず後退した。静馬は着地と同時に再び跳ちよう躍やくし、頭上から叩たたき付ける浴びせ蹴りで追つい撃げきするが、十真は蛇へびのようにするりとその大おお技わざを躱し、静馬の背後に回り込みながら右手を振るった。

「!!」

　刺すような鋭い痛みを感じた静馬は、ひとまず飛び退のいて十真との間合いをとった。十真もすぐには攻せめ込んではこず、再びにらみ合いとなる。

「こしゃくな技を使う……小こ僧ぞうにしてはな」

　十真は蟷とう螂ろう手しゆの形にした両手を突き出し、やや左半身に構かまえている。高価なブランド物のスーツに無数の靴くつ跡あとがくっきりと残っているのを見て、静馬は発達した犬けん歯しを剝むいて意地悪くニヤリと笑う。だがその笑みには、右みぎ脇わき腹ばらに走る激痛で顔が歪ゆがむのを誤ご魔ま化かすという理由もあった。

（クソ～、ちょっと一突きされただけやのに死ぬほど痛いやんか……サギや！）

　並の人間ならあっさり戦意を奪うばわれそうなほどの痛みである。だがそれが逆に静馬の闘志に火をつけた。

「こんがり丸焼きの北京ペキンダックにしたる！」

　静馬は唇くちびるを尖とがらせ、高い息吹いぶきの声を上げた。仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神カム威イの拳けん〉の呼吸である。小学生の頃ころに謎なぞの酔よいどれ親おや父じ（東ひがし方かた流りゆう玄げん）から『ケンカに勝つためのおまじない』として教わり、いまや意識せずともできてしまうこの特別な呼吸法は、静馬の闘とう魂こんの〈炎ほのお〉を太陽のように激しく燃え上がらせ、全身に無限の活力をみなぎらせる一種の魔法のようなものだった。







[image: ]







「オレの拳こぶしが真っ赤に燃える！　おんどれをしばけと轟とどろき叫さけぶ!!」

　静馬の拳から真しん紅くに輝かがやく〈神しん気き〉の炎が噴ふき出した。肉眼ではとらえることのできない霊れい的てきエネルギーのほとばしり──〈炎の虎とら〉。

「オラアアアッ!!」

　静馬は大きく踏み込みながらアッパーを放はなった。拳の届とどかない遠い間合いから神気の衝しよう撃げき波はを叩き付ける得とく意い技わざ〈紅あかい牙きば〉である。同じ〈神威の拳〉の使い手でなければ不ふ可か視しかつ防御不能なこの攻撃を、しかし、十真は横に身を躱かわすことで回避した。

「避よけた!?」

「その程度の技が何度も通用すると思ったか。甘い！」

　鞭むちのようにしなる十真の長い足が静馬のがら空あきの腹に吸い込まれた。動きの止まった静馬にたたみかけるような連打が襲おそいかかる。鋭するどい突きと弧こを描えがく刺し技の連続攻撃を食らいながらも、静馬はひるむどころか逆に自分から踏み込み、肩から体当たりして十真を押し返した。

「チクチクチクチク……うるさいんじゃ！」

　達たつ人じんの猛もう攻こうを『うるさい』の一言で片づけると、静馬は再び〈紅い牙〉を放つ。十真は横に跳とんで躱すが、静馬の攻撃には続きがあった。突き上げた拳を開きながら、爪つめで空くうを薙なぎ払うように腕を横に振るったのである。

「〈十じゆう字じ烈れつ火か〉ァ!!」

　紅ぐ蓮れんの十じゆう字じ架かが十真を巻き込んで爆ばく裂れつした。〈紅い牙〉から〈炎の虎〉へつなぐ連続技だった。

「ぬおっ!?」

　直撃ではないものの、十真は神気の爆炎に吹き飛ばされて背中から金かな網あみのフェンスに叩き付けられた。静馬は必殺の〈炎の虎〉の構えのまま十真の次の動きを待つ。動いた瞬間を狙ねらうためではなかった。自分の周囲に渦うず巻まく殺気を感じ取ったからだった。

　いくつもの黒い影が金網を越こえて現あらわれ、静馬はたちまち取り囲かこまれた。六人の新あら手ては全員が中肉中背で体格的には見分けがつかない。黒っぽい服を着ているが、集団であることがばれないようにするためか各おの々おのの服装はバラバラである。それなりに流行はやりのファッションを意識しているようだが、日本の若者にはない鋭すぎる殺気はとても覆おおい隠かくせるものではなかった。

「下したっ端ぱ登場か……ちょうどええ。まとめて始末したるわ!!」

　六人の拳士たちが静馬を押し包つつむようにして一いつ斉せいに襲いかかった。三人は低い姿し勢せいで足あし下もとを狙い、三人は跳ちよう躍やくして頭上から突っ込んでくる。相あい討うちの危険はあるが、地上にも空中にも逃げ場はない。

　静馬は拳に集めた炎を引っ込め、神気のパワーを足に送り込んだ。地面に手をついてブレイクダンスのように身体を回転させると、開かい脚きやくした両足を振り回しながら倒とう立りつし、さらに腕の力だけで跳躍する。

「〈紅ぐ蓮れん旋風つむじ〉!!」

　ゴォォッ！

　炎をまとった両足が二重の螺ら旋せんを描き、同時攻撃を仕掛けようとした六人を迎げい撃げきした。神気の壁かべに弾はじき返された手下の拳士たちは、何が起きたのか理解できないという表情になった。よもや高校生に必殺の陣じんを破られるなどとは思いもよらなかったのだ。

「大勢でかかってくんのはやられ役て相そう場ばは決まっとんのや！　カンフー使いやったらそれぐらい知っとけ!!」

　静馬は憎にくたらしい口調で言うと、鶏にわとりが威い嚇かくするような奇き声せいを上げながら前後に軽くステップを踏み、伝でん説せつのカンフースターそっくりの構えを取った。いかなる効果によるものか、この挑発に男たちが顔色を変えた。静馬を無関係の高校生ではなく、はっきり倒すべき敵として認にん識しきしたようである。

「ハイ～ヤッ！」

　一人が跳とび蹴げりで突っ込んできた。静馬は地面を蹴ってその男よりも高く跳び上がり、空中二段蹴りで撃げき墜ついした。自由落下よりも速く着地すると、背はい後ごから迫せまる一人に背中越ごしの肘ひじ打ち、さらに追い打ちの裏うら拳けんを食らわせる。三人目は正面から踏み込みながら三段蹴りを仕掛けてきたが、静馬は数センチだけ身を退ひいて爪つま先さきを躱かわした。

「オォリャァァァッ!!」

　空から振ぶりの隙すきを逃のがさず、静馬は渾こん身しんの中段突きを打ち込んだ。男は数メートルも吹っ飛ばされて金かな網あみの上のほうに激突した。その男が地面に落ちてくるまで突きの余よ韻いんに浸ひたっていた静馬は、不敵極きわまる眼まな差ざしを男たちに向ける。

「さあ、次はどいつや？」

「静馬──ッ!!」

　闘たたかいが佳か境きようにさしかかったその時、木ぼく刀とうを手にした涼りよう子こが駆かけつけた。静馬の背後にくっついて怒ど鳴なる。

「いったい何やってんのよ!?」

「アホ、余よ計けいな手ェ出すな。助すけ太だ刀ちはいらん！」

　背中越しに言い返しながら、静馬はふと奇き妙みようなことに気づいた。自分は六人もの拳けん法ぽう使いに取り巻かれているというのに、涼子はどうしてその囲かこいをあっさり素す通どおりしてこれたのか？

「涼子、お前……？」

　ガツンッ！

　鈍にぶい音とともにいきなり頭の中に火花が散った。木刀で後頭部を一撃されたのである。

「……い、痛いやんけ！　なにさらすんじゃコラァ!!」

「それはこっちの台詞せりふよ！　飛島先生の服、破いちゃって……いくらケダモノでも限度ってもんがあるわよ!!」

　まるっきり状じよう況きようを無視した涼子の言葉に、静馬はつばを飛ばして抗議した。

「アホか!?　違うっちゅうんじゃ！　お前、人の話聞いて……」

　不意に膝ひざの感覚がなくなり、次の瞬間には目の前に土の地面がぶつかってきた。世界がぐるぐると回り、自分が倒れたのだと気付いた時には、静馬はもはや指一本動かせなくなっていた。

（な、なんでやねん……）

　意識が急速に遠のいていく。静馬は仁に王おう立だちで見下ろしている涼子のスカートの中をなんとかして覗のぞいてやろうと最後のあがきを見せるが、それすらも果はたせぬまま深い闇やみの淵ふちに沈しずんでいった。




　　　　二




　それから十数分後──大だい門もん高校の校長室。

「つまり……狙ねらわれていたのは飛島鈴れい那な君ではなく、ボディガードの南な雲ぐも君の方だったというわけかね？　それを君と草くさ彅なぎ君が見破ったと？」

　いまだ半はん信しん半はん疑ぎといった口振りの藤とう堂どう校長に、菱ひし沼ぬま奈々子は自信たっぷりに頷うなずいてみせた。

「そうなのよ～、藤堂のおじさま。と言ってもほとんどは大だい作さく君の手て柄がらなんだけどね。飛島鈴那を狙っていたっていう謎なぞの拳法使いの一団も、おそらく彼女の仲間に違いないわ。南雲先生に近づく口実を作るために芝しば居いを打ったのよ！　従兄弟いとこの十真はさしずめその一団のリーダーで、彼女の護ご衛えい役やくってところじゃないかしら」

「しかし……いったい何のためにそんな手の込んだ真ま似ねを？　彼女らの正体は、目的は何なのかね!?」

「さあ～、証しよう拠このＭＤを聞いた限りじゃよくわかんないのよね～。広東カントン語がネイティブだとすると、単純だけどやっぱり中国人ってことになるのかしら……彼女の言い訳わけを信じるなら、香港ホンコン出身の線が濃こいわね～」

「ふむ……だが我われ々われがここで話し合ったところで何が判わかるわけでもあるまい。肝かん心じんの南雲君はどこにいるのかね!?　また行ゆく方え不明か？」

「俺おれならここにいますよ」

　野太い声とともに、ドアをくぐるようにして慶けい一いち郎ろうが校長室に入ってきた。後ろには野や次じ馬うまの生徒たちが金魚のフンよろしくぞろぞろとくっついている。

「校内がずいぶんと騒さわがしいようですが……何か事件でも？」

「吞のん気きなことを言っている場合ではない！　教生の二人は君の命を狙っていたらしいのだ。鈴那君が誘ゆう拐かいされそうになった事件も狂きよう言げんだったということがすでに明らかになっている」

「ああ……な～んだ。そのことですか」

　あっさりした慶一郎の返事に、藤堂は眉み間けんにしわを寄せ、菱沼は拍ひよう子し抜けした顔になった。

「ええ～!?　南雲先生、知ってらしたの？」

「ええまあ……ついさっき、彼女が何者か思い出したんで、いろんな疑問が一気に解とけたところですよ。おおよその事情は把は握あくしているつもりです」

「思い出した？　すると君は以前、彼女とどこかで出会っていたということかね!?」

「そうです」

「ならば訊きこう。彼女はいったい何者なのかね？」

「それは……ちょっとここでは言い辛づらいんですが」

「事実を正しよう直じきに打ち明けたまえ！　君のクラスの生徒にも被害者が出ている。すでに事は君一人の問題ではなくなっているのだよ!!」

　藤堂に詰きつ問もんされ、慶一郎は心底困こまった顔をしていたが、やがて不ふ承しよう不ぶ承しようながら口を開いた。

「飛島鈴那というのは偽ぎ名めいで、彼女の本当の名前は『烈飛鈴リー・フエイリン』。彼女は俺の……俺の『花はな嫁よめ』なんです」




　　　　三




　香港──そこは慶一郎が初めての海外旅行に選んだ地だった。

　なにか特別な理由があって選んだわけではない。日本から近くて旅りよ費ひも手て頃ごろだったからである。もちろん、そこが七年間に渡る海外放浪生活の始まりの地になろうとは思ってもいなかった。

　慶一郎が香港にやってきたその当日に事件は起こった。

　ホテルにチェックインして部屋に入った直後、寝室に潜ひそんでいたらしい黒ずくめの賊ぞくが襲おそいかかってきたのである。

　賊は暗あん殺さつ拳けんの使い手だった。野や獣じゆうのように激げき烈れつな攻撃に苦戦した慶一郎だったが、〈神カム威イの拳〉と体格差が物を言い、その場はなんとか撃退することができた。襲しゆう撃げきそのものは実は人違いだったのだが、香港に滞在している間中、慶一郎は正体不明の暗殺者に執しつ拗ようにつけ狙ねらわれるはめになった。

　その暗殺者は、慶一郎が現在に至いたるまでに闘たたかった相手の中でも屈くつ指しの武ぶ闘とう家かだった。一度見た技わざは覚おぼえて自分のものにしてしまう特とく技ぎを持つ慶一郎が、それこそ覚え切れないほどの多た彩さいな技の持ち主だったのである。慶一郎が激げき闘とうの末にその暗殺者を倒したのは三日後、実に五回目の襲撃の時だった。覆ふく面めんを剝はぎとってみると、その下から現あらわれたのは意外にも七十近い老人の顔であった。

　老暗殺者を倒した慶一郎はすぐに自分が監かん視しされていることに気付き、急いで香港を離れることにした。しかし空港へ向かうために拾ひろったタクシーはかつて『魔ま窟くつ』と呼ばれていた九龍城カオルンセイ近くの屋や敷しきに到着し、慶一郎は待ち受けていた黒服の男たちに銃を突きつけられた──







[image: ]










「それでどうしたのかね？」

「どうもこうも……おとなしく捕つかまる他ないでしょう？　なにせ敵の数が多かったし、当時はまだ銃を持った相手に対抗する技術を習しゆう得とくしてませんでしたからね」

　慶一郎は肩をすくめて言うと、真ま面じ目めな顔に戻もどって続けた。

「地ち下か牢ろうのような場所に一晩閉じ込められた俺は、翌日、その屋敷の中庭に作られた闘技場で、七人のカンフー使いと闘うことになりました。型はそれぞれ違いましたが、暗殺者の老人と同じ流派の拳けん法ぽうだということはすぐに分かりました……」




　七人のカンフー使いは二十歳から三十歳までの若い男女であった。技のレパートリーや完成度では老暗殺者のレベルに及およぶべくもなかったが、彼らはそれぞれに特とく徴ちようのある技を繰くり出して慶一郎を苦しめた。慶一郎は〈神威の拳〉のほか、老暗殺者と闘ううちに習得したいくつかの技を駆く使しして対抗し、一度もダウンを奪うばわれることなく七人抜きを果はたした。

　慶一郎はこれが何かの試験であることに薄々察しがついていた。黒服の男たちの態たい度どに敬意のようなものが感じられるようになったからである。案内されるままに屋敷の奥へと進むと、やけに豪ごう華かな造つくりの大広間で屋敷の主人と対面させられた。香港マフィアの大物といった風ふう体ていの主人は、広東カントン語では日常会話ぐらいしかできない慶一郎に気を利きかせたのか、流りゆう暢ちような英語で話しかけてきた。

　主人は自分たちが中国南部の苗ミヤオ族の血を引き、古い暗殺拳を伝える一族であると語った。『烈リー式聖せい獣じゆう拳けん』と呼ばれるその拳法には獣けものの動きを元にした八種の型があり、慶一郎が倒した老暗殺者は最高位である〈煌こう龍りゆう拳けん〉の使い手だと言う。残る七獣拳の使い手との試合で慶一郎の実力を確かめた烈一族の長おさは、驚おどろくべき申し出を口にした──




「フム……私にも話が見えてきたよ。烈一族といえばその暗殺拳をもって中国南部や香港の裏社会で暗あん躍やくしているファミリーだと聞いている。腕を見込まれて、一族に加わるように勧すすめられたのだろう？」

「簡かん単たんに言えばそうですけどね……あれは『勧めた』なんてもんじゃなくて、明らかに脅きよう迫はくでしたよ。長の娘と結婚して一族に入るか、あるいは死か、という究きゆう極きよくの選せん択たくを迫せまられたんです」

「なぁ～るほど、そこで花嫁の登場ってわけね～？　あら、でも七年前ってことはぁ～……」

　菱沼の言いかけた台詞せりふの続きを、慶一郎は自分で補おぎなった。

「ええ、当時の彼女はまだ子供でしたよ。十三か十四だったと思います」

「すると君はその後、長の娘である彼女との結婚を断ことわって香港から逃げ出した……と、そういう経けい緯いなのだね？」

「え～、いや、まあその……だいたいそんなところです」

「どうした？　やけに言葉を濁にごすじゃないか。事実はそうではないのかね？」

「ほんの少しですけど」

「どう違うのかね？　はっきりと言いたまえ」

「それが、その……」

　慶一郎はぽりぽりと頭を搔かきながら、ばつの悪そうな苦にが笑わらいを浮かべて言った。

「実を言うと結婚は……したんですよ。香港から逃げ出したのはその後で……」

『どしぇええ～～ッ!?』

　野や次じ馬うまの生徒たちの間から驚おどろきの声が上がり、それはすぐに激しいブーイングに変わった。呆あつ気けにとられていた藤堂と菱沼も表情を曇くもらせる。

「……すると君はなにかね？　年とし端はもいかぬ少女と結婚しておきながら、彼女を捨すてて自分一人で逃げたと言うのかね!?」

「まあ、結果的には……」

「結果的には、だと!?」

　藤堂はバンッ、と机を叩たたいて立ち上がると、慶一郎の鼻先に人差指を突きつけた。こめかみをぴくぴくさせながら興こう奮ふんした口調で、

「君がそんな無責任な男だったとは意外だよ！」

「……何を怒ってるんですか？」

「私は呆あきれているのだよ！　フン……これでようやく謎なぞが解とけた。君のような男があんな美女に追いかけ回されるなど、そもそもありえないと思っていたのだよ！　案あんの定じようだ」

「言うに事欠いて結局それですか」

　嫉しつ妬と丸出しの藤堂の言葉に、慶一郎は白しらけた顔になる。

「そういう事情があるなら、彼女の目的は君に対する復ふく讐しゆうに相そう違いあるまい」

「そんなところでしょうね」

「私は君のその落ち着きぶりが信じられんのだがね？」

「俺には校長先生の慌あわてぶりが不思議でなりませんけど。とにかく、彼女の正体がわかったからには対処のしようはあります。前回は逃げるしか手はありませんでしたが、今回は闘たたかうことができる……なにしろ現在の俺の戦闘能力は当時の百倍ですからね」

「君は……このうえまた彼女にひどい仕打ちをするつもりなのかね？」

　その問いに慶一郎はむっつりとした顔になり、

「ひどい目に遭あっているのは俺のほうですよ！　校長先生はどっちの味方なんですか!?」

「かたや若く美しい女性、かたやむさくるしい大男。君ならどっちの味方をするかね？」

「そんな問題ですか!?」

「そんな問題なのだよ。どうだね、生徒諸君？」

　藤堂に応こたえて生徒たちがどっと歓かん声せいを上げる。もちろん鈴那を支持する声だった。鈴那もまた暗殺拳を伝でん承しようする一族の末まつ裔えいなのだが、それを理解しているようには見えない。

「校内投票してもいいが、君を支持する者は少数だろう。私としても気分的に協力はしかねる。独力で解決したまえ。できるだけ穏おん便びんにな」

「そんなの最初ハナっから当てにはしてませんよ。頼たのみますから放っておいてください。ところで肝かん心じんの二人は？」

「静馬君に正体を見破られて逃げ出したのよ。そういえば、追いかけていった静馬君と涼子ちゃんがまだ戻もどってこないわね～」

「戻ってこない……？」

　慶一郎は不安げに眉まゆをひそめた。

「草彅はともかく御み剣つるぎの方は心配だな。校内はくまなく探さがしたんでしょうね？」

「実行委員会のメンバーに頼んであるが、まだ報告はないな」

「やれやれ……余よ計けいなことをしてくれたもんですね。彼女と話し合いをしようと思っていたのに、それもできやしない。穏便に済すまそうにもそうはいかないかも知れませんよ……じゃあ、俺は行きます」

　慶一郎はドアの前に集まった生徒たちを搔かき分けて校長室を出ていった。藤堂は顎あごに手を当てて考え込んでいる様よう子すの菱沼に気付いた。

「菱沼君、何か気がかりなことでも？」

「ん～、ちょっとね……鈴那さんの目的は、本当にただの復讐なのかしら？」

「そうではないと言うのかね？」

「違うとは言わないけど……ま～だ何かウラがありそうね。どっちにしても南雲先生に任まかせるしかないわけだけど……」

　菱沼は白はく衣いのポケットから大作のポータブルＭＤを取り出し、考えを巡めぐらせるようにじっと見つめていた。




　　　　四




　後頭部に鈍にぶい痛みを感じて、静馬は意識を取り戻した。

「う～……痛いつつ……」

　船ふな酔よいしたように気分が悪く、少し吐はき気がした。横向きになっている身体からだを起こそうとするが、手足が思うように動かない。そうしているうちに後頭部に冷たい氷ひよう囊のうが乗る感かん触しよくがあり、痛みが和やわらいだ。

「どう、気持ちいい？」

　頭のすぐ上から涼子の声が聞こえてくる。

「おお～……ええ感じや……」

　静馬はそう答えながら息を吐き、身体の力を抜いた。痛みが引いて気分が軽くなったので再びウトウトしかけると、少し離れた場所から男の声が聞こえてきた。

「やっと目が覚さめたか。フン……彼女の膝枕とはいい身分だな。草彅」

「……なっ!?」

　それが十真の声だと知った静馬は反射的に飛び起きようとしたが、顔を上げただけで精せい一いつ杯ぱいだった。静馬はようやく、自分が手足をロープでがっちり縛しばられてイモムシ状態になっているという事実を知って青ざめる。

「クソッ……どうなっとんねん!?」

「ほ～ら、暴あばれるんじゃないの！」

　顔面に氷囊を押しつけられ、静馬はがくっと頭を下げる。頭の下にはやけに固くて弾力のある枕が──涼子の膝があった。すっかり捕とらわれの身になっているらしいと悟さとった静馬は、膝枕の感触を確認しつつ、目だけを動かして素す早ばやく周囲の様子を観察した。

　そこはホテルの一室のようだったが、天てん井じようの高さや目を見張るほど豪ごう華かな内ない装そうからして、ただ泊とまるだけの部屋とは格が違っていた。一泊ぱく二十万は下らないロイヤルスイートクラスである。静馬が寝かされているベッドもダブルよりさらに二回りほどサイズがでかい。

　壁かべ際ぎわに立っている十真の近くに古い柱時計があった。八時二十分。

「おい、そこの手下Ａ！」

　声を掛けられた十真は、左右に視線を走らせて誰だれもいないことを確認すると、怪け訝げんな顔つきで静馬に尋たずねた。

「……それは俺のことを呼んでいるのか？」

「当り前や。他に誰がおんねん!?　ちょっとこっち来んかい！」

「こら、こんな様ザマで先生にケンカ売ってんじゃないわよ」

　涼子に耳をつねられ、静馬はジタバタともがいた。

「アホ、ええ加か減げんに目ェ覚ませ！　簡単に催さい眠みん術じゆつにかかりやがって……」

「催眠術ぅ？　なにわけのわかんないこと言ってんのよ」

「ウソつけ、バッチリかかっとるやないか！」

「かかってなんかないわよ」

「メチャメチャかかっとるっちゅうねん!!」

「全然かかってないって言ってるでしょ!?」

「そやから完全にかかっとるっちゅうとんじゃ、ボケッ!!」

「ああ～もう、うるさいわね！」

　静馬は粗大ゴミのようにベッドから突き落とされ、さらに足あし蹴げにされた。

「生なま意い気きなのよ、不ぶ様ざまなイモムシのくせに！　バカザルのくせに！　『ごめんなさい涼子様』とお言い!!」

「痛いてててて……お前は女王様か!?　こら飛島！　ニヤニヤしとらんで、とっととこいつの催眠術解とかんかい!!」

「俺は何も命令していないぞ。それは彼女の意志だ」

「ほら聞いたでしょ？　あたしは催眠術になんかかかってないのよ」

「なお悪いわい!!」

　涼子に踏みつけられながら、静馬は十真をにらみつけた。

「おいこら、わかっとるやろな!?　オレはお前に負けたわけやないからな！」

「そうだな……お前の実力は認めてやる。俺も武ぶ闘とう家かの端はしくれとしてな」

　意外にも十真はあっさりと認めた。静馬がさらに文もん句くを言おうとした時、ドアが開いてガウン姿の鈴那が部屋に入ってきた。風ふ呂ろ上がりらしく頭にタオルを巻いている。化け粧しようをしていない素顔は少女のように幼おさなく見え、女子高生で十分に通用しそうだった。

「ずいぶん騒さわがしいと思ったら、目が覚めたのね」

　鈴那は床ゆかに転ころがっている静馬を見て冷ややかに言うと、ゆっくりと部屋を横切って窓まど際ぎわのソファに腰掛けた。十真が静馬を起こし、鈴那と向かい合う位置に座すわらせる。鈴那はどこか冴さえない顔を向けると、静馬に言った。

「草彅君、あなたが私の目的を誤ご解かいしているようだから言っておくわ。私の狙ねらいは南雲慶一郎ただ一人よ。神かみ矢や君に術をかけたのは彼の情報を手に入れるためで、危き害がいを加えるつもりはなかった……これは本当のことよ」

「ハッ、言い訳わけする前にこのヒモほどいたらどうや？」

「そうはいかないわ。よりによって授業中に私の正体を暴あばいてくれたんですもの。おかげで作戦を変へん更こうせざるを得なくなった……あなたにはそれなりの償つぐないをしてもらわないとね」

「協力せえってか……嫌いややっちゅうたら？」

「断ことわる理由があるのかしら？　あなたにとっても悪い話じゃないはずだけど」

「なんやと？」

　静馬がきな臭くさい顔をすると、横から十真が口を挟はさんだ。

「彼女から話は聞いているぞ。あの男には貸かしがあるそうじゃないか。南雲慶一郎を倒したいという点では我々の利害は一致している。違うか？」

　そう持ちかけられた静馬は鼻で笑った。

「アホくさ……お前らはようても、こっちには何のメリットもないわい。オレは実力で南雲を倒すんや！　誰の手助けもいらん。こっちからお断りや」

「へ～え、あんたが南雲先生に勝つって？　それ、今世紀中の話？」

「やかましわ。チャチャ入れんな！」

　涼子のツッコミに、静馬は犬けん歯しを剝むき出しにして吼ほえた。

「お前は南雲と同じ〈神カム威イの拳けん〉という流派の使い手だそうだな。お前が望むなら、奴やつに勝たせてやるぞ」

「勝たせてやるやと？　お前、何様のつもりや!?」

「冗じよう談だんで言っているわけではない。我が一族に伝わる秘術をもってすれば、お前の中に秘められた真の力を目覚めさせることができる」

「ホンマに実力なんか、それは!?　な～んやごっつうヤバイんとちゃうんか!?」

　静馬は疑ぎ惑わくに満ちた目で十真をにらむ。鈴那が時計にちらりと目をやりながら言った。

「悪いけど、あなたに選ぶ権利はないのよ。大事な彼女が人ひと質じちだということを忘れないようにね」

「ちょっと待て……言うとくけどな、この女はオレの彼女でもなんでもないんや！　勝手に決めつけんな!!」

　猛もう然ぜんと抗議する静馬の頭を、涼子がぽんぽん叩たたきながら勝ち誇ほこったように言う。

「照てれなくったっていいのよ。あんたがあたしのこと好きなのは知ってるんだから」

「ア、アホか！　根も葉もないデマや!!　お前なあ……なんぼ催眠術にかかってるからゆうて、自分に都つ合ごうのええ解かい釈しやくばっかりすんな！」

「なんですってぇ!?」

　再び始まった口論に鈴那はうんざりした顔になった。十真が二人の間に入って指をパチンと鳴らすと、涼子は電源の切れたロボットのように急に黙だまり込み、目つきがトロンとして虚うつろな表情になった。

「この子は人一倍暗示にかかりやすいタイプのようね。扱あつかいやすくて助かるわ。あなたも同じくらい聞き分けがいいと嬉うれしいのだけど」

「オレらをどうするつもりや？」

「知らない方がいいわよ。それに説明してあげる時間もないの。今夜中に決着をつけたいから……さあ涼子ちゃん、服を脱ぎなさい」

　鈴那に命じられるまま、涼子はセーラー服のホックを一つずつ外はずしていく。

「お、おい……涼子!?」

　ゴクリと喉のどを鳴らして食い入るように涼子を見ていた静馬は、柔らかい手に顔を挟はさまれて前を向かされた。目の前に鈴那の顔があり、石せつ鹼けんのいい香りが鼻の奥をくすぐる。

「レディの着替えを見ちゃダメよ」

　鈴那の手が静馬の首くび筋すじを撫なでるように進んで後頭部に触ふれる。直後、生はえ際ぎわをチクリと刺される感かん触しよくがあった。




　　　　五




「ふむ、暗殺拳を伝でん承しようする一族とは……また奇き妙みような因いん縁ねんよのう」

　慶一郎から事情を聞いた鉄てつ斎さいは、感かん慨がい深ぶかげに唸うなった。

　鬼おに塚づか家──鉄斎の書しよ斎さいである。鉄斎は自身の筆ふでによる掛かけ軸じくを飾かざった床とこの間まを背に座すわっている。鉄斎と差し向かいに正座している慶一郎は、すっかり冷さめてしまった湯飲みのお茶を飲み干ほして、話を続けた。

「彼女の泊とまっていたホテルへ行ってみましたが、すでにチェックアウトした後でした。おそらく別のホテルへ移ったんでしょうが、行ゆく方えは分かりません。草彅と御剣が戻もどってこないところをみると、やはり誘ゆう拐かいされたと考えた方がいいでしょうね」

「家には連絡したのか？」

「草彅の姉さんには一応伝えておきましたが、御剣の方は父親が海外にいるそうで連絡が取れませんでした。もしも誘拐だとしても、彼女が二人に危害を加えるとは思えません。その点では心配はしてませんが……」

　慶一郎は落ち着かない様よう子すで前髪を搔かき上げ、溜ため息を吐ついた。柱時計の時刻は九時を少し過ぎていた。鉄斎は腕組みして慶一郎の顔を見み据すえる。

「話は分かったが……それで、お前はここで何をしておる？　生徒を捜さがしには行かんのか？」

「はあ……そうしようかとも考えたんですが、彼女たちの狙ねらいは結局、この俺なんです。遠からず、彼女はここへ現れるでしょう。だったらそれを待っている方がいい……性しようには合いませんが」

「なるほどな。それでわしにどうしろと？」

「美み雪ゆきちゃんと一いつ緒しよに今夜一晩、他の場所へ泊まっていただきたいんです」

「ほう」

　鉄斎は鋭するどく目を細めて、慶一郎の真剣な顔をにらみつけた。

「貴き様さま……この家の主人であるわしに、逃げろと言うのか？」

　予想通りの答えだった。慶一郎は無理を承知で頭を下げる。

「お願いします。万一のためです」

「話にならんな。今夜襲しゆう撃げきがあるとしても、飛ひ天てん流りゆうの師し範はんが道場を明け渡すなど考えられん。もしも神社に火を放はなたれるようなことになれば、お前一人ではどうすることもできまい」

「それは……」

「それにだ……あの女は幾いく日にちもこの家に出入りしておったのだぞ？　家の中の様子は間ま取どりからなにから、すべて知られておる。つまり攻せめようなどいくらでもあるということだ」

　鉄斎の言う通りである。家を守るといってもこれというアイデアのない慶一郎は黙だまるしかなかった。

「わしを信用しろ。カンフー使いごときに遅れをとる飛天流ではない。それに弟で子しの御剣が敵の手に落ちたとなれば、師範としては闘たたかわぬわけにはいかん。そうであろうが？」

「……確かに。分かりましたよ。どうぞお好きなようにしてください」

　慶一郎が観かん念ねんしたように言うと、鉄斎はフンと鼻を鳴らして不敵な笑みを浮かべた。闘いの予感に喜びを感じているサムライの笑みであった。




　書斎を出て二階にある自分の部屋に向かった慶一郎は、人の気け配はいを感じて階段の途中で足を止めた。薄暗い階上に小柄な人影が座すわっている。小窓から差し込む月明かりに浮かぶ白い服を見て、慶一郎は声を掛けた。

「美雪ちゃん……？」

　階段を上のぼっていくと、パジャマ姿の美雪が膝ひざを抱かかえて座っていた。風ふ呂ろ上がりらしく髪はまだ湿しめっていて、シャンプーのいい香りが辺あたりの空気に溶とけている。

「どうしたんだい？　こんなところで」

　美雪は答えず、物もの憂うい表情で目を伏ふせる。慶一郎は階段を上り、美雪の隣となりに腰を下ろした。美雪が自分を待っていたのは明らかだった。

　しばらく黙って座っていると、やがて美雪が尋たずねた。

「全部……噓うそだったの？」

　単純だが、内容の深い問いだった。慶一郎は少し考えてから答える。

「そうとは言い切れないんじゃないかな。噓ってのはバレなければ噓にはならない……正体さえバレなければ、彼女は今でも飛島鈴那のままだったはずだよ。少なくとも教育実習生としてすごす二週間の間はそれで通したと思う」

「じゃあ、本当のことは？」

「さあ……それは俺にも分からないよ。美雪ちゃんはどう思う？」

　逆に聞き返されて美雪は黙り込んだ。慶一郎は膝の上に頰ほお杖づえをつきながら、美雪の横顔を眺ながめる。

　鬼塚家に出入りしている間、鈴那はずっと慶一郎にベッタリだったため、美雪と親しく会話を交かわすような場面は一度も目にしていない。美雪の方もあまり気にしてはいない様子だったが、実際には鈴那をどう見ていたのか興きよう味みのあるところだった。

「少し……」

　ずいぶんと考えた後、美雪はぽつりと言葉をもらした。

「噓でも……うらやましいって思った。少しだけ……」

　そう言って、美雪は抱いた膝の上に頰を載のせる。意外な答えに慶一郎は驚おどろいたが、すぐにそれは意外ではないのかも知れないと思い直した。むしろ、年とし頃ごろの女の子が鈴那に対して抱いだく感想としては当然とも言える。飛島鈴那という存在を眩まぶしく感じていたのは自分だけではないのだ。しかし、あの情じよう熱ねつの裏にあるものは、ただの恋とは呼べない殺気をはらんだ激しい情じよう念ねんだった。

「慶一郎さんは……あの人と闘う？」

「そうなるかも知れないね。闘いたくはないけど、向こうが攻めてきたらそうも言ってられないだろう」

「どうしてそうなっちゃうの？」

「そうだな……人が何かと闘う理由ってのはいろいろあるけど、単純に言ってしまうと一つしかないんだ。『自分が自分であること』──それを守るために闘うんだよ。彼女は七年前に失った何かを取り戻もどすために……七年前のあの日に始まった物語ストーリーに決着をつけるために俺の前に現れたんだ」

「物語……？」

「ああ、人間の心ってのは一つの物語なんだ。人間は自分の信じる物語に従したがって生きようとする……それが正しいか間違っているか、喜き劇げきなのか悲ひ劇げきなのかは関係なくね。ところがどんなに首しゆ尾び一いつ貫かんした物語を完成させようとしても、たいてい矛む盾じゆんしていたり筋すじが通らなかったりするもんだから、帳ちよう尻じりを合わせるのに苦労するんだ」

　慶一郎は自じ嘲ちよう気味に笑ったが、美雪には半分も理解されていないようだった。

「彼女が俺をどうしたいのかは分からないが、俺としては逃げるわけにはいかないな。それどころか歓かん迎げいしたい気分だよ。だってそうだろ？　七年もの間、彼女は俺を忘れずにいて、わざわざ会いにきてくれたんだ……それは美人に一ひと目め惚ぼれされるよりも嬉うれしいことだよ」

　不思議そうな顔をしている美雪に微笑ほほえむと、慶一郎は手を伸ばして美雪の頭をくしゃっと撫なでた。

「心配してくれてありがとう。でも俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。荒っぽいことの方が得とく意い分ぶん野やだからね。訳わけも分からず追いかけ回されるよりは気が楽だ」

「でも、あの人のこと……」

「……ま、なるようになるさ」

　慶一郎はあっさり言って立ち上がる。

「彼女がどんな筋すじ書がきを思い描えがいているのかは知らないが、俺の頭はいつものように白紙だ。正義が勝って悪が滅ほろぶという基き本ほん大だい原げん則そくがあるだけでね。相手が何を狙ねらってこようが、ともかくハッピーエンドを目め指ざして最大限の努力はしてみるさ。よく言うだろ？　『終わりよければすべてよし』ってね……それが俺の物語だ」

　口で言うほど気楽そうではない慶一郎の顔を、美雪は黙って見上げていた。




　　　　☆




　翌日──午前一時二十分。

　飛天神社の石段を音もなく上っていく人影があった。その数は三つ。

　三人は長い石段を上り詰めて境けい内だいに出ると、そのまままっすぐ進んで本堂に向かった。上じよう弦げんの月の白い光が石いし畳だたみに映うつし出す影の一つは、長い棒を携たずさえた女のものであった。艶つややかな黒髪を胸まで垂たらし、モデルのようにすらりとした長身で、抜ばつ群ぐんのプロポーションの肢し体たいをチャイナドレスに包つつんでいる。

　女を先頭にした三つの影が本堂に近付いた時、賽さい銭せん箱ばこの前にある階段のところで、岩のような塊かたまりがのっそりと動いた。そこにうずくまっていた二メートルを超こえる大男が立ち上がったのである。

『いい夜だな』

　月明かりの下に歩み出た大男──慶一郎は、チャイナドレスの女に向かって広東カントン語で話しかけた。

『こんな月の綺き麗れいな夜に、君と闘わなきゃならないのは本当に残念だよ……飛鈴』

　女は答えない。その代わりに、携えた棒の一端に手を掛け、すらりと引き抜いた。

　月光を浴あびて銀色の刀身が輝かがやく。それは日本刀のような反そりはなく、まっすぐ伸びた両りよう刃ばの直ちよく刀とうであった。中国の剣つるぎ──いわゆる唐とう剣けんである。

『……本気でやるのかい？』

　女の左右にいる二人が先に動いた。

　わずかにタイミングをずらし、目の前で交差するように上下段に分かれた連れん携けい攻撃を仕掛けてくる。烈リー式暗殺拳の基本的な攻撃法だった。

　慶一郎は先に仕掛けてくる方を瞬しゆん時じに判断して、その方向にみずから踏み込んでタイミングを早めた。飛び蹴げりで突っ込んでくる男を回し蹴りで迎げい撃げきすると、振り上げた脚あしをそのまま落とし、足元を狙ってくる男の顔面に重い踵かかと落としをカウンターでお見み舞まいする。

　二人の男が吹っ飛ぶのと同時に、女は疾しつ風ぷうの速はやさで斬きり込んできた。

　ガィンッ！

　慶一郎は顔の前で交差させた両腕で唐剣を受け止めた。もちろん素す手でで真剣を受けられるはずもない。刃を受けとめたのは両手に持ったトンファーだった。
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『よせ、飛鈴フエイリン……？』

　至し近きん距きよ離りで女と向き合った慶一郎は、自分の勘かん違ちがいを悟さとって愕がく然ぜんとなった。チャイナドレスの女はシルエットこそ飛鈴に酷こく似じしていたが、容よう貌ぼうはまったくの別人だった。しかも目の前にあるのは慶一郎のよく知っている顔だったのである。

「お前……御剣!?」

　慶一郎の動どう揺ようした顔を見て、チャイナドレスの女──御剣涼子は不敵に微笑ほほえんだ。










　♯05／月華の対決





〈七日目──〉




　美しい月夜に繰くり広げられたその闘たたかいは、俺おれが経験した数々の事件の中でもとりわけ奇き妙みような部類に属するものになった。

　襲おそう側も迎むかえ撃うつ側も、互たがいにそれが何のための闘いなのか、はっきりとは理解していなかったのだから──






　　　　一




　鬼おに塚づか家の裏手──

　月下に立つ鬼塚鉄てつ斎さいは、闇やみの中から染しみ出すように現れた数人の黒い人影に囲かこまれていた。

「ふむ、来よったか……」

　そう静かに呟つぶやき、携たずさえた太い木ぼく刀とうを構かまえる。鉄斎は闘いに備そなえて濃のう紺こんの上うわ衣ぎと袴はかまに着き替がえている。草ぞう履りを履はいた足を滑すべるように踏み出すと、烈リー一族の暗殺者たちは、老剣士を渦うず巻まくような黒い殺気で押し包つつんだ。鉄斎は油ゆ断だんなく左右に視線を走らせて敵の数を確認する。視界には四人。その背はい後ごにさらに四人の気け配はいがあった。

「中国の暗殺拳けん使いと聞くが……なるほど、なかなかの殺気よ。だが日本のサムライと闘った経験はあるまい。土産みやげ話にするがよかろう……生きて戻もどれたら、な」

　鉄斎の全身から磁じ力りよくにも似にた強きよう烈れつな剣気が放射された。それに呼こ応おうして暗殺者たちの殺気が鋭するどく尖とがる。

「疾チッ！」

　四人の暗殺者の手から、光を反射しない黒い短剣が飛んだ。鉄斎は後方に跳はねながら木刀を振るい、二本を叩たたき落とす。外はずれた二本を合わせた四本の短剣は空中で飛ぶ方向を変え、暗殺者の手の中に吸い込まれるように舞まい戻った。

「むう!?」

　敵は二人ずつに分かれて鉄斎を左右から挟きよう撃げきした。複数の短剣が同時に放はなたれ、前にも後にも回かい避ひ不ふ可かのタイミングで襲いかかる。

　それを予期していたかのごとく、鉄斎の行動には一いつ瞬しゆんの迷まよいもなかった。みずから地面に倒れ込みながら、天に向かって円を描えがくように木刀を振るう。

　金属同士がぶつかり合う乾かわいた音が響ひびいた。

　垂すい直ちよくに立てた木刀の先に、八本の短剣が短たん冊ざくのようにまとめてぶら下がっていた。鉄斎の木刀は、短剣の柄つかと攻撃者の手を繫つないでいる細く強きよう靭じんな糸をひと振りで絡からめ取ったのだ。

　しかしそれで攻撃が止やんだわけではなかった。四人の暗殺者はその状態を逆に利用して四方から糸をぴんと張り、鉄斎の武器を奪うばい取ろうとする。

　カチッ。

　金かな具ぐが外れるような音とともに、鉄斎の手から木刀がすっぽ抜けて宙に飛ぶ。その機を逃のがさず四人が鉄斎に殺さつ到とうした──その直後である。

　銀光が閃ひらめいた。

　くぐもった悲ひ鳴めいとともに血ち飛沫しぶきが上がり、四人の暗殺者はもんどり打って倒れる。それと入れ代わりに立ち上がった鉄斎の手には、抜き身の真剣が握にぎられていた。

　太い木刀と見えた鉄斎の武器の正体は白しら鞘ざやの日本刀だったのである。閃せん光こうのごとき斬ざん撃げきは暗殺者たちの腕や足をほとんど切せつ断だんするほどの深ふか手でを与えていた。

「生なま身みの人間を斬きるのは久しいが……ふむ、悪くない感かん触しよくよ」

　にこりともせずに言うと、鉄斎は残る敵の気配の方向にぴたりと切っ先を向けた。

「こやつらはまだ生かしてある。怪け我が人を連れておとなしく退たい散さんするというなら見逃してやろう……武士の情なさけだ。姿を現すがよい」

　闇の中で舌打ちの音がして、黒い拳けん法ぽう着ぎ姿の若い男が月光の下に歩み出た。飛とび島しま十とう真ま──正確にはそう名乗る烈一族の男──である。

「サムライの剣、確かに見せてもらった……だが、我われ々われもここで退ひくわけにはいかん。一族の誇ほこりにかけてな」

「死をも厭いとわぬか……それもよかろう」

「慌あわてるな。これを見てからだ！」

　十真が指を鳴らして合あい図ずすると、残りの三人が姿を現した。そのうちの二人はどちらも十真よりも頭一つぶん大おお柄がらで屈くつ強きようそうな男だったが、最後の一人を見た鉄斎は眉まゆをひそめた。見み覚おぼえのあるポニーテールにセーラー服姿の女子高生だったからである。

「御み剣つるぎ……」

　鉄斎の呼びかけに、御剣涼りよう子こは身体からだをびくっと震ふるわせて顔を上げた。目め隠かくしと猿さるぐつわをされているために表情は見えない。後ろ手に縛しばられた両腕を後ろにいる大男にがっちりと摑つかまれている。

「月つき並なみな台詞せりふで申し訳わけないが……弟で子しの身が心配なら、その物ぶつ騒そうな剣を捨すててもらおうか」

「…………」

　鉄斎は身じろぎもせずに黙だまっていたが、十真が小こ振ぶりの唐剣を抜いて涼子の首筋に切っ先を突きつけるのを見て、ゆっくりと構えを解といた。刀をその場に突き立て、正面を向いたままでそろそろと後ろに下がる。四メートル以上後退し、安心した十真が涼子から離れて刀を取りに前に出たその時、鉄斎の右手が素す早ばやく動いた。

　ビュン！

　黒い矢のような物体が十真のこめかみを掠かすめて飛びすぎた。十真の後方で男の絶ぜつ叫きようが上がると同時に、鉄斎は四メートルの距きよ離りを一足飛びに跳ちよう躍やくし、刀を引き抜いて水平に振るった。

　ビキュゥンッ!!

　金属同士の激突による火花が飛び散った。

　鉄斎の一撃を唐剣で受けた十真は身体ごと弾はじき飛ばされた。十真が受うけ身みを取って起き上がる間に、鉄斎は大男の手から涼子を奪い返していた。涼子を捕つかまえていた大男は、鉄斎の投じた棒ぼう手しゆ裏り剣けんに片かた目めを貫つらぬかれて地面をのたうち回っている。

「御剣、お前は中に入っておれ」

　鉄斎は涼子の手首を縛しばっている縄なわを切ってやり、家の方へ押しやった。涼子が勝かつ手て口ぐちに駆かけ込む音を背中で聞きながら、鉄斎は余よ裕ゆうをもって十真と向き合う。十真の顔は屈くつ辱じよくに対する怒いかりで青ざめていた。

「……き、貴き様さま──」

「年寄りと思って甘く見たな。どうする小こ僧ぞう……死に急ぐか？」

　下段に構えた血けつ刀とうが月光を反射して鈍にぶく輝かがやく。十真は刀身の短い唐剣をもう一本抜き、両手に二本の唐剣を逆さか手てに握にぎった。

「何度も言わせるな……退ひかぬ!!」

　十真はそう宣言するなり、地面を蹴けって鉄斎に挑いどみかかった。




　　　　二




　唐剣の刀身が、月光を反射して銀色に閃ひらめいた。

　ガツッ！

　慶けい一いち郎ろうはトンファーを持った両手を眼前で交差させ、真っ向から斬きり込んでくる刃やいばを受けとめた。
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　飛ひ天てん神社の境けい内だいである。

　烈リー一族の暗殺者二人を倒した慶一郎は、残る一人であるチャイナドレスの女の唐剣を防ふせぎながら、広東カントン語で話しかけた。

『よせ、飛鈴フエイリン……？』

　説せつ得とくしようとした慶一郎は、自分の勘かん違ちがいを悟さとって愕がく然ぜんとなった。至し近きん距離で向き合って初めて、目の前にいる女が飛島鈴れい那な──烈飛鈴とは別人であることに気付いたのである。しかもよく見てみれば、その顔は慶一郎の親しい人間のものだった。

「お前……御剣!?」

　慶一郎の動揺した顔を見て、涼子は不敵に微笑ほほえんだ。

「こ～んばんわ。南な雲ぐも先生」

「御剣、こいつはいったい何の真ま似ねだ？　説明しろ！」

「借りを返しに来たのよ」

「借り？　何のことだ？」

「あら、忘れたとは言わせないわよ」

　言うと、涼子は唐剣に全体重を乗せて押してきた。木製トンファーに研とぎ澄すまされた鋼はがねの刃が深く食い込んでいく。

「切れ味は本物だな……子供が振り回していいもんじゃないぞ」

「話をそらすんじゃないわよ、南雲慶一郎！　あんたに負けたこと、あたしはまだ忘れちゃいないわ!?」

　慶一郎は少し考えて、涼子と最初に出会った時のことを思い出した。ソルバニアから帰き還かんした現場を目撃した涼子は、慶一郎を宇宙人か何かだと誤ご解かいして襲おそってきたのだ。その時の闘たたかいは慶一郎の勝利に終わっている。

「借りって……まさか、あんなことを根に持ってたのか!?　だいたいあれはお前が勝手に勘かん違ちがいしたからだろ？」

「ええい、問もん答どう無む用よう！」

　涼子はいったん後ろに退ひいて、再び斬り込んできた。水平に薙なぎ払う剣を慶一郎はトンファーを二本合わせて受け止めるが、唐剣の刃はトンファーの半なかばまで達した。

（こ……こいつは！）

　慶一郎は戦せん慄りつを感じた。鉄斎の弟で子しとはいえ、まだ真剣の扱あつかいについては学んでいないはずだが、涼子の剣技はすでに実戦のレベルに達している。

（いつの間にかここまで腕を上げていたのか……いや、この動きは尋じん常じようじゃない！　ましてやこの殺気……間違いなく本気だ）

　ビキッ!!

　トンファーが致ち命めい的てきな音をたてて折れ飛んだ。異様に速い切り返しを何度も防ぼう御ぎよさせられた結果だった。涼子は瞳ひとみをキラキラと輝かせ、口元を歪ゆがめて嬉うれしそうに笑う。

「うふふ……やっとその余よ計けいな物がなくなったわね！　さあ、男なら素す手ででかかってきなさいよ、素手で!!」

「お前、自分が何を言っているのか分かってないだろ？　さては催さい眠みん術じゆつにでもかけられて……」

「だから、かかってないって何度も言ってるでしょ!?」

「何度もって……そうか、草くさ彅なぎだな？　奴やつはどうした？」

「知らないわよ、あんなエロガッパのことなんて！」

「エ、エロガッパ……」

　時じ代だい錯さく誤ご気味のボキャブラリーに慶一郎は絶ぜつ句くした。涼子は逆上してまくしたてる。

「先生は現場を見てないから知らないでしょうけど、あのバカ、鈴那先生のボインをわし摑づかみにしたのよ!?　それもこのあたしの目の前で！　あれはどう考えてもあたしに対するあてつけだわ!!」

「どんな理り屈くつでそういう結論に到いたるのかまったく謎なぞだな……」

「とにかく、あいつはあたしを困こまらせることに命いのち懸かけてるのよ！　そういう奴なのよ!!」

「そうか……？」

「そうよ！」

「……なるほど」

　慶一郎は腕組みしてウンウンと頷うなずき、

「お前の話はよ～く分かった……とりあえず夜も遅いし、夜食でも食っていかないか」

「え？　夜食？」

　夜食と聞いて涼子はとたんに頰ほおを緩ゆるめた。

「メニューは？」

「中華雑ぞう炊すいってところだな」

「カニ入り？」

「入れてもいいが……まずはその物ぶつ騒そうな物をしまってくれないか」

「は～い」

　涼子は素す直なおに承しよう諾だくし、放り投げた鞘さやを駆かけ足で拾ひろいに行った。慶一郎は涼子が唐剣を鞘に納おさめる瞬間を狙ねらい、背はい後ごから音もなく近付いていく。二本貫ぬき手の構かまえで、無防備な涼子の背中に迫せまったその時──

「──んなわけないでしょ!!」

　涼子が振り向きざまに剣を振るった。反射的に飛び退のくが、間に合わず両の太ふと腿ももを浅く斬られた。涼子は怒いかりを倍加させた顔で言う。

「ふう～、危あやうく丸め込まれるところだったわ……まったく油ゆ断だんも隙すきもないわね！　このあたしが夜食に釣つられるような安っぽい女だと思って!?」

「釣られてたくせに」

「うるさいわね！　勝負よ、勝負!!」

　涼子が再び唐剣を構えるのを見て、慶一郎は覚かく悟ごを決めた。極端に背中を丸め、両の掌てのひらを前方に差し出す。足は猫ねこのような爪つま先さき立ちで、一いつ見けんするとへっぴり腰の少々みっともない構えである。

「そんな技わざが二度も通じると思って!?」

　慶一郎の構えが斬ざん撃げきに対する返し技〈無む刀とう取どり〉であることを見抜いた涼子は、唐剣を下段に移し、さらに剣先を後方に引いた。慶一郎が編あみ出した〈南雲流無刀取り〉は本来、上段から振り下ろされる剣を弾はじいて当て身を食らわせるカウンター技である。剣が涼子の身体からだに隠かくれてしまっているため、このままでは剣の軌き道どうが読めない。

　不利を承しよう知ちで、慶一郎は構えを変えずに待った。

　数瞬の間があった。

　涼子は弾かれたように踏み込み、下段から逆ぎやく袈げ裟さに斬り込んできた。慶一郎は涼子の足が動いた瞬間に後方に跳とび、紙かみ一ひと重えで切っ先を躱かわす。飛び退のく慶一郎を追ってさらに踏み込みながら、涼子は渾こん身しんの突きを放はなった。

　ギィンッ!!

　慶一郎の右手に握られたコンバットナイフが唐剣の刃と激突して火花を上げた。トンファーとともに万一の事態に備そなえて用意しておいた武器である。

「もういいだろう御剣、正気に戻もどれ！　俺だっていつまでも手て加か減げんは……」

　ナイフで唐剣と鍔つば迫ぜり合いしながら説せつ得とくしようとしたその時、鬼塚家の方から絹きぬを裂さくような少女の悲ひ鳴めいが上がった。

　それは美み雪ゆきの声であった。




　　　　☆




　美雪の悲鳴を聞いた鉄斎は、十真を押し返すと険けわしい表情で背後に視線を送った。

「後ろを気にしている場合か!!」

　十真が激しい舞ぶ踏とうのように身体をスピンさせながら二本の唐剣を振るう。十本の剣を同時に操あやつっているような凄すさまじい速さの剣けん舞ぶを、鉄斎はひたすら避よけ続けた。十真の連続攻撃は斬撃だけでなく足元を狙ねらった蹴けりも織おり込まれているため、下へ手たな反撃は命取りになる。

「鉄斎先生！」

　境けい内だいの方から裏庭を通って慶一郎が現れた。鉄斎は十真の足払いを避けて大きく後方に飛び退き、慶一郎と背中を合わせる。

「さっきの声は美雪ちゃんの？」

「うむ、ここはわし一人でいい。お前は家の中を見てこい」

「そうしたいんですが、御剣が……」

「なんだと？」

　鉄斎が怪け訝げんな顔つきになる。その直後、チャイナドレス姿の女が唐剣を振り回しながら駆け込んできた。

「こら、逃げるんじゃないわよ！　この卑ひ怯きよう者もの!!」

　それが涼子の声だと気付いた鉄斎は、この時ようやく自分の過あやまちを悟さとった。

「すると……さっきの女は!?」

　ガゥンッ!!

　吼ほえるようなエンジン音が響ひびいた。

　二人の目の前でガレージの跳はね上げ式の扉とびらが開き、一台のジープが飛び出してくる。バックで急発進したジープは一八〇度ターンして、鉄斎と慶一郎の間を猛スピードで突っ切っていった。すれ違う瞬間、慶一郎は自分の愛車のハンドルを握っているセーラー服姿の女と目が合った。

「飛鈴フエイリン!?」

　ジープの後部座席には毛もう布ふに包つつまれた美雪が寝かされていた。後を追おうとする慶一郎の行く手に、十真とその手下の大男が立ちふさがる。

「どけ、邪じや魔まだ!!」

　慶一郎は地面を蹴って高々と跳ちよう躍やくすると、大男の頭を飛び石のように踏んづけて、はるか後方に降り立った。

「逃がさん！」

　ジープを追っていく慶一郎の後に十真が続いた。十真が去ると、烈リー一族の刺し客かくで立っているのは大男独ひとりだった。

「おぬしはどうする？　まだ、やるか？」

　鉄斎が剣を向けると、大男はゆっくり首を横に振った。大男が仲間に広東カントン語で呼びかけると、手傷を負おった暗殺者たちは互たがいに肩を貸して立ち上がり、潮しおが引くように速すみやかに退たい却きやくしていった。

「さて御剣、最後はお前だが……」

　鉄斎は刀身に拭ぬぐいをかけて鞘さやに納おさめると、あらためて涼子の姿を観察した。髪を下ろし、黒い蝶ちようの刺し繡しゆうが施ほどこされた鈍にぶい銀色の光こう沢たくのあるサテン地のチャイナドレスに身を包んでいる。すらりと背が高くプロポーションも抜ばつ群ぐんなため、十六歳とは思えない華はながあった。

「ふむ……なかなか似に合あっておる。衣い装しようはな」

「剣はどうです？　お師し匠しようさま」

　涼子は右手に下げた大振りの唐剣を鉄斎に向けた。

「真剣を持つのはまだ早い」

「でも南雲先生には勝ちましたよ。一手、お手合わせ願えますか？」

　唐剣を構える涼子の全身に殺気がみなぎった。鉄斎は涼子の瞳ひとみの輝かがやきが尋じん常じようでないことに気付き、きな臭くさい顔つきになる。

「妙みような術をかけられておるようだな……よかろう、目を覚さまさせてやる。飛天の剣でな」

　鉄斎は鞘をつけたままの剣を構えた。

　時代劇のスクリーンから抜け出してきたような老剣士と、艶あでやかなチャイナドレスを身にまとった女子高生──

　師匠と弟で子しの奇妙な対決が始まった。




　　　　三




　衣きぬ擦ずれの音を耳にして、美雪は目を覚ました。

　うっすらと目を開くが視界は闇やみに包まれている。しだいに意識がはっきりしてくると、美雪は自分の右頰ほおが冷たいコンクリートの床ゆかにくっついていることに気付いた。

　革かわのベルトで後ろ手に縛しばられているため、うつ伏ぶせになったまま身動きがとれない。意識を失う前に布に染しみ込ませた薬品を嗅かがされた覚おぼえがあった。そのせいか頭に霞かすみがかかったような状態で、身体を動かす気き力りよくが湧わいてこない。

　空気が動いた。パジャマの生き地じを湿しめった風が吹き抜け、美雪の白い肌はだが寒気で粟あわ立だつ。風の匂においから屋おく外がいだということが分かった。

　美雪は重い頭を動かして音がした方に目を向けた。ちょうど雲が切れて月明かりが差し込み、そこに青白い人影を──女の裸ら身しんを照てらし出した。

　飛鈴は涼子のセーラー服を脱ぎ、チャイナ服に着替えているところだった。女性らしい豊かな胸と腰つきでありながら、引き締しまっていて野性的でもある肢し体たいは、美雪のような少女から見ても溜ため息が漏もれそうなほどの完かん璧ぺきなプロポーションを誇ほこっている。ただ一点──右胸の下にある黒い蝶の刺青いれずみが唯ゆい一いつの傷といえた。

　飛鈴は涼子に着せたものと同じ蝶の柄のチャイナドレスに着替えると、涼子の制服をきれいにたたんで近くにあるベンチに置いた。

「うあ……を……」

『私をどうするの？』──美雪はそう尋たずねようとしたが、舌がもつれて言葉にならなかった。髪を三つ編みに結ゆいながら、飛鈴が鋭するどい視線を向ける。

「もう気がついたのね……薬が少なかったかしら」

　飛鈴は冷さめた声で呟つぶやき、美雪の側そばまでやってくると、いきなり美雪の脇わき腹ばらを爪つま先さきで蹴けった。美雪は小さくうめいて身体を折る。

「ふうん……まだ大きな声は出せないようね。安心したわ」

　飛鈴は美雪の髪を摑つかんで乱暴に顔を上向かせると、サディスティックな笑みを浮かべて美雪の瞳を覗のぞき込んだ。

「ねえ、私があなたをどうするつもりか知りたい？　教えてあげてもいいけど……その前に一つ、知っておいてほしいことがあるの。それはね……私があなたのことを大だい嫌きらいだってことよ！」

　そう言って、美雪の怯おびえた表情を楽しむように目を細める。

「怖こわい？　そうよね……でも安心なさい。すぐに殺したりはしないから。だって、それじゃあまりに簡単すぎるもの」

　飛鈴は犬に使うような革かわ製の首くび輪わを美雪の首にはめ、足元のふらついている美雪を金かな網あみのフェンスの前まで引きずった。フェンスの外を見て、美雪は初めて自分が校こう舎しやの屋おく上じようにいることを知った。飛鈴は手た綱づなを金網に通し、床ゆかに膝ひざをついていれば大だい丈じよう夫ぶだが、座すわり込もうとすると首を吊つってしまう長さに調節して結び付けた。薬で半なかば意い識しき朦もう朧ろうとしている美雪には辛つらい仕打ちだった。

「ど……して……？」

　美雪は下半身をがくがくと震ふるわせながら、冷ひや汗あせの浮いた顔で飛鈴を見上げた。

「あなたが嫌いな理由？　単純なことよ。あなたが慶一郎に愛されているから……それだけよ」

　飛鈴は美雪のパジャマの胸元を両手で摑んで一気に左右に引き開いた。ボタンが次々に千ち切ぎれ飛び、下着を着けていない裸はだかの胸があらわになる。十四歳にしては薄く幼おさない胸を見て、飛鈴は鼻で笑った。

「あらあら、どうしたの？　ずいぶんと貧ひん弱じやくな身体ねえ」

　片方の胸を掌てのひらで包つつみ、大きさを確認するように指を立てる。

「生なま意い気きね……こんな男の子みたいな身体のくせして、慶一郎に愛されてるなんてどういう了りよう見けんなの？　あなた、いったい彼の何？」

　桜色の先端を乱暴に摘つまみあげると、美雪はヒッと小さく悲鳴を上げて眉まゆ根ねを寄せた。

「ねえ、慶一郎にはもう抱かれたの？　それとも毎晩？　あんなみたいなお子様じゃ、彼の相手はさぞ大変でしょうね。最初はどんなふうだったの？　無理やり犯おかされたの？　それとも自分から誘さそったの!?」

「違……う……私、そんなのじゃない……」

　興こう奮ふんした飛鈴に指の跡が残るほどきつく責められながら、美雪は涙なみだを溜ためた目で訴うつたえるように見上げた。

「私は……代わりだもの。慶一郎さんが愛してるのは……私じゃない」

「それは誰だれなの!?」

「慶一郎さんが好きだったのは、死んだママの方……私はその代わりでしかないもの……」

「…………」

「あ、頭……痛い……」

　飛鈴が手を放すと、美雪の全身から力が抜けた。手た綱づながぴんと引っ張られ、美雪自身の体重によって細い首に革の首輪が食い込む。

　飛鈴は携けい帯たい電話を取り出した。

「……私よ。そう……いったいどこを無む駄だに捜さがし回っているの？　ふうん……私の居場所を教えてあげましょうか？　高校の屋上よ。急がないと、あなたの大事な美雪ちゃんが窒ちつ息そく死しするわよ……じゃあ、待ってるから」

　飛鈴はいったん通話を切り、今度は別の番号にかけた。

「目が覚さめた？　ええ……出番よ。すぐにいらっしゃい」
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　およそ十五分後──

　飛鈴からの連絡を受けて大だい門もん高校に駆かけ付けた慶一郎は、駐車場で自分のジープを発見した。後部座席には毛布だけが残されている。

「屋上か……」

　慶一郎は憔しよう悴すいしきった顔で校舎を見上げると、いきなり猛もう然ぜんとダッシュした。校舎の外がい壁へきにある太い雨あま樋どいに飛びつき、そのまま平地を走るような速さで昇のぼっていく。そしてわずか十秒後には金かな網あみフェンスを乗り越えて屋上に降り立っていた。

「望み通り来てやったぞ、飛鈴！　美雪ちゃんはどこだ!?」

　怒いかりを押し殺した声で呼びかけるが、答えはない。自分から捜しに行こうと足を踏み出した直後、慶一郎は前方の闇やみの中に火の玉のような闘とう気きが現れたのを察して身構えた。

『──オラァ!!』

　気合いの咆ほう哮こうとともに〈神しん気き〉の爆ばく炎えんが真正面から襲おそってきた。津波のような勢いきおいで迫せまってきた〈炎ほのお〉の渦うずを慶一郎は横っ飛びに躱かわすが、熱気の余よ波はを浴あびて皮ひ膚ふが焼けつくような感覚を覚おぼえた。

「この攻撃……まさか!?」

「まさかやあれへん！　オレ以外の誰がいてるっちゅうねん!!」

　草彅静しず馬まが巻き舌で言いながら、大おお威い張ばりで目の前に歩み出た。

「何のつもりだ、草彅!?」

「決まっとるやろ……おんどれを倒～す!!」

　予想通りの答えに、慶一郎は心底面めん倒どうくさそうな顔になった。

「……さてはお前も催さい眠みん術じゆつをかけられてるな？」

「このオレが？　アホぬかせ！」

「いや、完全にかかってるぞ」

「かかってへんっちゅうねん!!」

「じゃあ、なんで自分がここにいるのか説明できるか？」

「そんなもん、お前を倒すために決まっとる!!」

「それじゃ理由になってないだろ？　さっさと正気に戻もどれ！」

「そやから、ゼンゼンかかってへんて言うとるやろが!?」

「だから、絶対かかってるって言ってるだろうが!!」

「もうええ、とにかく勝負や!!」

　静馬は説せつ得とくに耳を貸そうとせず、やる気満々のファイティングポーズをとる。慶一郎はやれやれといった顔で溜ため息を吐ついた。腰を落として迎むかえ撃つ構えをとりながら、

「結局、御剣と同じか……意識がはっきりしているのに操あやつられている自覚がないとは、まったく厄やつ介かいな催眠状態だな。しかし相手がお前で好こう都つ合ごうだ。おかげで遠えん慮りよなく倒せる」

「オレを倒す？　ハッ、寝言は寝てほざけ！」

　静馬は身体をのけぞらせ、天に向かって野や獣じゆうじみた咆ほう哮こうを上げた。

『ＷＯＯＯＯｏｏ────ッ!!!』

　静馬の足元から黄金色に輝かがやく光の粒りゆう子しが噴ふき出した。みなぎる闘気が〈神気〉の炎に昇しよう華かし、渦うずを巻きながら全身を包み込んでいく。慶一郎の霊れい的な視覚には、静馬の身体が発火しているように見えた。

（この熱気は……!?）

　慶一郎は噴ふん火か寸前の火口の前に立っているような切せつ羽ぱ詰つまった危機感を覚えた。

「燃えりゃぁぁっ！」

　静馬がその場で天に突き上げる右アッパーを放はなった。予知能力的な反応で横に身を躱かわした慶一郎の脇わきを、紅ぐ蓮れんに燃える神気の爆炎が駆け抜ける。静馬の得とく意いとする〈神カム威イの拳けん〉の一つ〈紅あかい牙きば〉──しかし、これまでに慶一郎が目にした同じ技わざとはケタ違いのエネルギーであった。

「もういっちょ!!」

「なに!?」

　静馬は続けて左のアッパーを放ち、最初の爆炎の帯おびと交差するように二発目の〈紅い牙〉を撃った。二枚の炎の壁かべに挟はさまれ、慶一郎は立ち往おう生じようする。

「トドメじゃあっ!!」

　三度、静馬は〈紅い牙〉を撃った。真正面から爆炎を浴びた慶一郎は灼しやく熱ねつの衝しよう撃げき波はに吹き飛ばされ、金網のフェンスに叩たたき付けられた。

「フゥゥ──……どや？　名付けて〈紅こう牙が三さん連れん〉！」

「くっ……」

　慶一郎は金網に半なかばめりこんだ身体を苦労して引っこ抜き、得意満面の静馬と向き合った。足元が少しフラついているのは演えん技ぎではなかった。龍りゆう気きのガードがほとんど用をなさなかったのである。

「なかなかのパワーだが、俺の知らない間にこっそり修しゆ行ぎようした……ってわけでもなさそうだな」

「なんやと？　負け惜おしみか」

「催眠術の他にもなにか妙みような術をかけられてるな？　おそらく烈リー一族の秘術で、針はりと気き功こうを使って肉体の能力を極限まで引き出すようなやつだ。草彅、悪いことは言わん……これ以上闘たたかうのはやめておけ。後で泣くことになるぞ」

「アホか、泣くんはお前の方じゃ！　それも今すぐになァ!!」

　静馬は再び荒々しい息吹いぶきの声を上げた。たちまち全身から神気の炎が燃え上がる。

「……やはり口で言っても分からんか」

　慶一郎も仙せん術じゆつ気功闘とう法ほうの呼吸法を行おこなった。肺から取り込んだ大量の酸素が全身に行き渡ると、背骨に沿そって体内を光り輝くエネルギーの塊かたまり──龍気が螺ら旋せんを描えがいて駆かけ上ってくる。

「食りゃあああっ!!」

「──〈龍りゆう頸けい掌しよう〉！」

　左掌てのひらから放射される龍気の衝撃波が盾たてとなり、〈紅あかい牙きば〉の爆炎を遮しや断だんした。静馬が二発目を放つ前に慶一郎は踏み込み、右手に溜めた龍気の塊を撃ち込む。

「〈神しん飛ひ拳けん〉!!」

　カァァンッ！

　重い金属同士が激突したような音が響ひびいた。静馬の胸に命中した龍気弾が白い閃せん光こうを発して炸さく裂れつする。しかし、その爆発力は静馬の全身を包む神気の炎に吸収され、表面に波は紋もんを残して消しよう滅めつした。

「なっ……」

　慶一郎は絶句した。カウンターで直撃したはずの〈神飛拳〉が無む効こうにされるなどという事態は予想を超こえていた。

「その顔や！　オレが見たかったんはそのマヌケ面づらや!!」

　静馬は狂喜の叫さけびを上げながら〈紅い牙〉を放った。慶一郎は神しん速そくの歩法〈旋つむじ駆がけ〉で爆炎を躱かわし、一いつ瞬しゆんにして静馬の背はい後ごに回り込む。

「甘いわ！」

　その動きを読んでいた静馬は、振り向きざまに炎を帯びた右腕を薙なぎ払うように振るった。

「往おう生じよォせいやああァ──ッ!!」

　轟ごおォッ！

　爆炎が水平に弧こを描いて広がった。静馬の必殺技わざ〈炎の虎とら〉──しかしパワーアップした〈炎の虎〉はただの爆炎放射ではなく、残像をひいて走る〈炎の刃やいば〉と化した。

「ちいいっ！」

　慶一郎は跳ちよう躍やくした。空中で倒とう立りつしながら掌に龍気を集中して〈炎の虎〉のエネルギー放射に接せつ触しよくし、その間に瞬間的に生じた斥せき力りよくを利用してさらに高く、静馬の頭上に舞まい上がる。

「〈天てん覇は龍りゆう……」

「遅い!!」

　空中から必殺の龍気弾を放とうとした慶一郎の眼前に、炎の鎧よろいを身にまとった静馬が砲弾のように突っ込んできた。振り上げた静馬の両腕から鳳ほう凰おうを思わせる炎の翼つばさが広がる。

「〈焰ほむら舞まい〉!!」

　鳳凰の羽撃はばたきが、慶一郎の視界を紅ぐ蓮れんの業ごう火かに包つつみ込んだ。
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「やああっ!!」

　ガツッ！

　涼子の渾こん身しんの打ち込みを、鉄斉は最小限の剣さばきで横に弾はじいた。わずかに生じた隙すきをついて涼子の二の腕を打つ。相当な激げき痛つうのはずだが、涼子はまるで意に介かいしていない様よう子すで構かまわず斬きり込んでくる。

「いい加か減げんにせんか。おぬしの腕ではわしには勝てん！」

　涼子の突きをさばきながら、鉄斎は苛いら立だった口調で言う。

「いいえ、まだまだァ!!」

　涼子は嬉き々きとした表情で唐剣を振るう。二人の闘いが始まってから何度目かの同じやりとりであった。

　鉄斎の言う通り、師し匠しようと弟で子しの力量の差は歴れき然ぜんとしていた。涼子は幾いく度ども手足を打たれており、肌はだにはくっきりと赤く腫れた跡あとがある。手加減しているとはいえ、蓄ちく積せきされたダメージからすればとっくに戦意を喪そう失しつしているはずだった。加えて、休むことなく攻せめ続けているにもかかわらず疲れた様子も見せない。しかもその動きは目に見えて速く、鋭するどくなってきていた。まるで死を覚かく悟ごした者のような鬼き気き迫せまる全力の剣である。

（いかんな……このままでは命にかかわるやもしれん）

　鉄斎は涼子の異常な体力が催さい眠みん術じゆつによるものだけでないことに気付いていた。烈リー一族に伝わる秘術により、経けい絡らく秘ひ孔こうを刺し激げきして精神的・肉体的なリミッターを解かい除じよするような肉体操作が施ほどこされているのだ。普段は使われていない筋力や瞬しゆん発ぱつ力がフルに活用され、潜在能力が最大限に引き出される代わりに、肉体が受ける負ふ担たんも大きい。例たとえるなら現在の涼子は、燃料が切れるか壊こわれるまで加速し続ける制せい御ぎよ不能の暴走車のようなものである。

「スキありぃ──ッ！」

　涼子はそれまでで最速の、閃せん光こうのような突きを放った。わずかに予想を上回る速さに、鉄斎の反応がほんの一瞬遅れた。

「ぬうっ!?」

　鉄斎の右腕に鋭い痛みが走った。涼子は勢いきおい余あまって鉄斎の脇わきをすっ飛んでいき、前につんのめりながら止まる。

「今のはどうです、お師匠さま!?」

　涼子が会かい心しんの笑みを浮かべる。鉄斎の上うわ衣ぎの袖そでがざっくりと斬きられて垂たれ下がっていた。右腕に痛みはあるが、唐剣の先が掠かすめただけで傷と呼べるほどの傷ではない。しかしこの一閃は、鉄斎にある覚悟を決めさせていた。

「そこまでだ御剣……これ以上おぬしの我わが儘ままに付き合うわけにはいかん。次の一ひと太た刀ちで最後にする」

　鉄斎の殺気すらはらんだ厳きびしい言葉に、涼子は唇くちびるをぺろっと舐なめ、嬉うれしくてたまらないといった顔つきで答える。

「望むところです！」

　鉄斎は白しら鞘ざやの刀かたなを腰に差し、片かた膝ひざを落として抜ばつ刀とう術の構えを見せた。これまで鞘に納おさめたまま木ぼく刀とうとして使っていた剣を、涼子を相手に抜くつもりなのである。

　対する涼子は刺し突とつの構えを取った。鉄斎から教えられた型ではない。この夜、鉄斎と闘ううちに独自の工く夫ふうで編あみ出したものだった。

　カチッ。

　鯉こい口くちを切る音を合あい図ずに、涼子は踏み込んだ。そのまま突進すると見せかけて一転、鉄斎の剣が届とどく間合いよりもはるか手前で跳ちよう躍やくし、空中から唐剣の突きを放はなつ。

　鉄斎は涼子が跳とんだ直後──剣の届かない間合いで抜刀した。

「飛ひ天てん流・絶ぜつ刀とう──〈残ざん月げつ閃せん〉!!」

　鋼はがねの刃やいばが、鉄斎の頭上で銀色の半円を描えがいた。

　キィン！

　鉄斎の刀の切っ先が、唐剣の刀身を半なかばから断たち切った。

　しかし〈残月閃〉の真の刃はそれではなかった。刃に込められた剣気が空くうを裂さく衝しよう撃げき波はとなり、間合いの外にある涼子の身体からだを貫つらぬいたのである。それは以前、慶一郎の放った龍気弾を叩たたき斬った剣と同質であった。

　その一撃で気絶して落ちてくる涼子を抱き止めると、鉄斎は珠たまのような汗をかいている顔に安あん堵どの表情を浮かべた。

「まったく……世話を焼かせよるわ。この未み熟じゆく者ものめが」

　鉄斎の腕に抱かれた涼子は、憑つき物が落ちたように穏おだやかな顔をしていた。




　　　　☆




　紅ぐ蓮れんの閃せん光こうに全身を貫かれた慶一郎は、重力の感覚を喪そう失しつし、同時に意識が遠のくのを感じた。しかし意識の途と絶ぜつはほんの一瞬で、巨大な固い物体が真横からぶつかってきた時には、それが屋おく上じようのコンクリートの床ゆかだと理解できるだけの思考力は取り戻もどしていた。

（立つんだ……そうだ、立て！　ここで気絶するわけにはいかん!!）

　慶一郎は頭の中で必死に念じたが、身体は横倒しになったままで指一本動かせなかった。熱ねつ病びように冒おかされたように全身が熱く、血液が沸ふつ騰とうしているような錯さつ覚かくすら覚おのえた。

　重いまぶたをかすかに開くと、ぼやけた視界に近付いてくる人影が映うつった。

「なんや……もうおねむなんか？　南雲ォ！」

　嘲あざける声が上から聞こえてくる。それが呪じゆ縛ばくを解とくキーワードだったのか、身体の自由が少しだけ戻ってきた。慶一郎は起き上がろうとするが、すぐにバランスを崩くずして背中から金かな網あみにぶつかった。それでも金網にすがりつくようにしてなんとか立ち上がる。

「あ～あ、カッコワル!!　お前程度の奴やつに苦労しとったんがアホみたいやな……まあ、無理すんなや。す～ぐに楽にしたるよって」

　慶一郎は息吹いぶきの声を聞いた。目を閉じていても、静馬の体内に宿やどる〈炎ほのおの虎とら〉が高まっていく様よう子すが肌はだで感じられる。

（今、あれをまともに食らったら死ぬな……確実に）

　慶一郎は自分でも驚おどろくほど冷静にそう判断した。その口元には何な故ぜか、自然と不敵な笑みが浮かんでいた。

「その程度か……」

「なんやと!?」

「その程度のちゃちい〈炎〉じゃ……俺に止とどめは刺せないぜ。やるなら全力でこいよ。ま、どうせお前に俺は倒せんだろうがな……」
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「ほほ～う、言いたいことはそんだけか!?　覚かく悟ごせえ!!」

　慶一郎のほとんど見えていない目にも、静馬がどんな顔をしているのかがはっきりと見えた。凶きよう暴ぼうな唸うなり声とともに、静馬の〈炎〉が極大まで膨ふくれ上がっていく。

（これが草彅の潜在能力か……なるほど、天才と呼ばれるだけのことはあるな。しかし──）

　そこで慶一郎の意識は再び途と絶だえた。

　次に気付いたのは二、三分たってからだった。無意識に行おこなっていた〈神カム威イの拳けん〉の呼吸法のためか、目め覚ざめた時は全身に溜たまっていた熱気はほとんど消え、肉体感覚もほぼ正常に回復していた。

　慶一郎は大きく溜め息を吐ついて目を開けた。目の前に、右手を頭上に掲かかげた姿し勢せいのままで立ち往おう生じようしている静馬がいた。さっきまであれほど燃え盛さかっていた〈炎の虎〉は消え失うせ、身体のあちこちから焦こげ臭くさい煙けむりが立ち上のぼっている。

「ガス欠か……いや、燃え尽つきたと言うべきかな」

　静馬は立ったまま気絶していた。

　潜在能力をすべて使って闘たたかえば、肉体は徐じよ々じよに消しよう耗もうしていくのではなく、ある瞬間に突とつ如じよとして体力の限界を迎むかえてしまう。元気に走り回っている子供が、疲つかれると電池が切れるようにいきなり眠り込んでしまうのと同じ原理である。

「人の忠告を聞かないからだ……少しは反はん省せいしろ」

　慶一郎は重い身体をひきずるようにして歩き出した。意識ははっきりしているが、受けたダメージが回復したわけではない。しかし美雪を取り戻すという責せき務むがある以上、休んでいる余よ裕ゆうはなかった。

　屋上の端までやってきた慶一郎はベンチに横たわる人影を見つけた。それがパジャマ姿の美雪だと気付くと、心底安あん堵どした表情になって歩を速める。しかしベンチの前までやってきたその時、背中に虫刺されに似にた痛みが走り、不意に何かに蹴けつまずいたように転倒した。

「な……に!?」

　起き上がろうとした慶一郎は、身体の異状に気付いて愕がく然ぜんとなった。右半身が完全に麻ま痺ひしていたのである。

「抵抗は無む駄だよ。私の〈封神針フオンシエンチエン〉は龍りゆうだって生け捕どりにするわ」

　背はい後ごから女の声がして、喉のど元もとに細身のナイフが突き付けられた。慶一郎は目だけを動かしてナイフの持ち主を見る。

「久しぶりだな……飛鈴フエイリン」

「……そうね。慶一郎」

　月光に照てらされた冷たい美び貌ぼうは、にこりともせずにそう答えた。










　♯06／接せつ吻ぷん





〈最終日──〉




　今回の事件で俺おれが得た教きよう訓くんは──特にないが、一つだけはっきりしたことがある。

　俺は美女と巡めぐり会う運には恵めぐまれているらしいが、だからといってそれが幸運とは限らないということだ。






　　　　一




「美み雪ゆきちゃん……美雪ちゃん？」

　慶けい一いち郎ろうの呼びかけに、ベンチに横たわっている美雪がかすかにうめいて身をよじった。とりあえず生きていることを確認した慶一郎は安あん堵どの溜ため息を吐く。

「……あの子のことがそんなに心配？」

　飛鈴フエイリンが喉のどに突き付けたナイフに力を込めた。浅く食い込んだ刃が喉の皮ひ膚ふを傷付ける。しかし、慶一郎は落ち着き払った口調で答えた。

「君が美雪ちゃんを傷付けるはずがないと信じてたよ」

「なぜ？」

「そうする理由がないからさ。君の狙ねらいはこの俺だ……違うかい？」

「…………」

　飛鈴は答えなかったが、その代わりに喉からナイフを離した。だが美雪の側そばに駆かけ寄って介かい抱ほうするどころか、慶一郎は立ち上がることすらできなかった。コンクリートの床ゆかに片かた膝ひざをついた姿し勢せいのまま、左半身の力だけで倒れないようにしているのが精せい一いつ杯ぱいという状態である。

「美雪ちゃんを帰してやってくれないか。あの子には関かかわりのないことだ」

「……断ことわると言ったら？」

「そいつは困こまる」

「ずいぶんとあの子をかばうのね」

「これ以上、周まわりの人間を巻き込んでもらいたくないだけだ。俺と君で話をつければ済すむ問題じゃないのか？」

「知ってるのよ、私……その子が特別だって」

　カツッ！

　飛鈴の投げたナイフが美雪の耳の上を掠かすめ飛び、ベンチの背もたれに突き立った。慶一郎は動かぬ身体をビクッと震ふるわせる。

「よ、よせ……頼たのむ！」

「ふふ……焦あせっちゃって。どうやら本当みたいね」

　飛鈴は美雪を背にして立つと、無む慈じ悲ひとも無関心ともとれる醒さめた目つきで慶一郎を見下ろした。

「この子、まさか慶一郎の実の子じゃないでしょうね？」

「なっ……バカ言うな。そんなんじゃない……」

「母親の代わりだそうね」

「誰だれが言ったんだ!?　そうか、神かみ矢やだな？」

「本人の口から聞いたのよ。さっきね」

「…………」

　苦にがい顔で黙だまり込む慶一郎を、飛鈴は面おも白しろそうに目を細めて眺ながめる。

「……俺にとって特別な人間というなら、君だって同じことさ」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、慶一郎は自じ嘲ちようするように言った。

「俺はエゴイストだからな……自分の思い通りに生きようとして、いつも誰かに迷めい惑わくをかけたり傷付けたりしてきた。俺がここにいるのは、そのツケを少しでも返したいからだ。美雪ちゃんの母親の身代わりというなら、それは俺自身のことさ」

「じゃあ、私が貸した分はいつ払ってもらえるのかしら？」

「それを話し合うためにここに来たんだ。君もそうだろう？」

「話し合う……いまさら何を？」

「時間は十分にあるはずだろ？　なにしろここは日本だ。香港ホンコンじゃない」

「……本気で……言っているの？」

　それまで冷たく険けわしかった飛鈴の表情に動どう揺ようの色が走る。揺れ動く激しい感情の波が苛いら立だちとなって顔色に現あらわれていた。

「私が何のために来たのか……何をしているのか理解して言っているんでしょうね、慶一郎!?」

「だいたいのところはね。それに確かなことが一つある」

「……‥…？」

「俺たちは結婚はしたが、まだ離婚はしてないってことさ。違うか？」

「慶……!!」

　飛鈴の手に魔法のように拳けん銃じゆうが現れ、慶一郎の眉み間けんにぴたりと銃口が押しつけられた。縦たてに二つの銃身が並んだ骨こつ董とう品ひんのようなデザインのミニ・ガン──デリンジャーである。

「そ、それ以上、勝手なことを言うなら……撃つわ」

　飛鈴は発ほつ作さに耐たえているような切せつ羽ぱ詰つまった口調で脅おどす。だが慶一郎の平静な態度は小こ揺ゆるぎもしなかった。穏おだやかな目で飛鈴の顔を見上げ、

「俺は事実を言ったまでだ。それとも他に好きな男ができて、夫が邪じや魔まになったから消しにきたのか？」

「私がそんな安っぽい女に見える!?」

「いや……気け高だかく美しい、立りつ派ぱなレディーに見えるよ」

　その言葉に飛鈴は面食らった表情になった。感情の昂たかぶりに青ざめていた顔に血の気けがさして、強こわ張ばっていた頰ほおが緩ゆるんだ。

「似に合あわないわよ……そういう台詞せりふ」

　飛鈴は泣いているような苦にが笑わらいの表情を浮かべていた。尖とがった殺気が消え、銃口がゆっくりと下がっていく。

「率そつ直ちよくな感想を述のべただけさ。正しよう直じき、見違えたよ……もっとも、以前の君だって十分に綺き麗れいだったけどね」

「やめてよ。そこまで言うと噓うそになるわ」

「本当のことだろ。確かに胸は今ほど立派じゃなかったが……」

　慶一郎は真ま面じ目めくさった顔で、女め神がみのごとき完かん璧ぺきなプロポーションを誇ほこる飛鈴の身体からだを上から下まで眺ながめた。

「……あの華きや奢しやな女の子が、たった七年でこんなに成長するとはね」

「知らなかった？　女は化けるのよ」

　そう言って艶つやっぽく微笑ほほえむと、飛鈴は慶一郎の頰に手を触ふれた。髭ひげの伸びてきた顎あごを撫なでながち、

「あれから西回りで地球を一周してきたそうね……どうだった？」

「いろいろありすぎて、ちょっと一口じゃ言えないな。どこへ行っても修しゆ羅ら場ばには不自由しなかったがね……とりあえず、香港でのトラブルなんて序の口だったと思い知らされたよ」

「言ってくれるわね。十とお真まが聞いたら怒いかり狂うわよ」

「君は？」

「別に……私には一族の誇りなんてどうでもいいもの。だって私がほしいのは──」

　殺気をはらんだ人の気け配はいを察して、飛鈴はハッと顔を上げた。階段を素す早ばやく駆かけ上がってくる足音が近付き、やがて屋おく上じようの出口に黒い拳けん法ぽう着き姿の男が現れる。

「飛鈴！　なぜそいつに止とどめを刺さない!?」

　慶一郎が背中越ごしに聞いたのは、十真の怒りの叫さけびだった。慶一郎が身動きできない状態であるのを瞬時に見て取った十真は、両手に二本の唐剣を構かまえて突進する。

　パンッ！

　銃声が響ひびいた。

　コンクリートの床ゆかに銃弾が跳はね、十真はその手前でたたらを踏んだ。驚きよう愕がくの顔で見つめる先には、デリンジャーを構えた飛鈴がいた。

「私の邪じや魔ましないで。ホテルに戻もどっていなさい。十真」

「……何のつもりだ？」

「これは私と慶一郎の問題よ。あなたは引っ込んでいて」

「そんな勝手が許されると思うのか!?」

「従兄弟いとこだからって口答えもそれくらいにしておきなさい。下っ端はおとなしく私の命令に従したがっていればいいのよ！」

　飛鈴は銃口を十真に向けたまま、慶一郎を背はい後ごにかばうようにして間に立った。真後ろに目を向けることができないため、慶一郎は二人がどんな顔で対たい峙じしているのかは見えなかったが、十真の放はなつ凄すさまじい殺気を背中全体で感じていた。

（──あの十真という男、本気だな）

　慶一郎は直感した。

（いくら飛鈴の命令が絶対でも、それで納なつ得とくして引き下がれる男じゃなさそうだ……吞のん気きにしている余よ裕ゆうはないな）

　二人がにらみ合っている間に身体の自由を取り戻さねばならなかった。呼吸法で皮ひ膚ふ感覚に意識を集中すると、右半身の痺しびれの中心が肩けん甲こう骨こつのあたりにあるとわかった。そこに飛鈴の針はりが打たれているらしい。慶一郎は左手を伸ばして針を摑つかもうとしたが、太い腕が災わざわいしてか、どうあがいても指が届とどかない。

「け……いちろ……さん？」

　美雪が横になったまま目を開いて慶一郎を見た。意識がはっきりしないらしく、夢を見ているようなぼんやりした目つきである。

「動けるかい？」

　言われて、美雪は縛しばられた身体をもぞもぞと動かした。両手だけでなく両足も膝ひざのところをゴムバンドで縛られているため、イモムシ程度の身動きしかできない。もがいているうちに美雪はベンチから転ころげ落ち、力尽つきたように動かなくなった。

　慶一郎は左足で床を蹴けり、美雪の方に近付こうとしたが、結果は前のめりに倒れただけだった。一部の筋肉が使えないだけで、人間の運動能力は著いちじるしく低下する。背はい筋きんや腹ふつ筋きんの力が半分になると、とたんに起き上がることすら困こん難なんになってしまうのだ。

「クッ……」

　慶一郎は左半身の力だけで匍ほ匐ふく前ぜん進しんを試こころみた。片腕や片足が言うことを聞かないという事態は何度か経験しているが、さすがに右半身麻ま痺ひは初めてだった。二の腕に擦すり傷を作りながら這はいずるようにして二メートルほど前進し、目め一いつ杯ぱい腕を伸ばすと、辛かろうじて指先が美雪の髪に触ふれた。

「頼たのむ……背中の針を……」

　なにか羽う毛もうのように軽く柔らかいものが慶一郎の手の上に重なった。

「──!?」

　それはほっそりとした女の手だった。しかしその感かん触しよくは血の通かよった人間のものではありえなかった。

（これは……まさか!?）

　蝶ちようがサナギから羽う化かするがごとく、倒れている美雪の身体から、白い燐りん光こうに包つつまれた一人の女が起き上がる。慶一郎の霊れい的な視覚には、白く輝かがやく薄うす衣ぎぬを身にまとった天てん女によのような姿に見えた。

〈月つき影かげの巫女みこ〉──それは美雪の守しゆ護ご霊れいなのか、あるいは美雪の持つ超能力が無意識のうちに生み出した幻げん影えいなのかはわからない。だが以前に慶一郎が目にした時とは少し様よう子すが違っていた。前回は巫女の正せい装そうだったが、今回現れた〈彼女〉は寝ね間ま着き姿すがたであった。

（なんでだ？　宿やど主ぬしがパジャマだからか……？）

　驚おどろきのあまり余よ計けいなことに気を取られているうちに、腰から下が美雪とつながったままの〈巫女〉は、身を乗り出して慶一郎の肩に手を伸ばした──




「その男をかばうのか、飛鈴!?　まさか本気で我が一族に引き込むつもりなのか？」

　十真は語気を荒げ、じりじりと飛鈴に詰め寄った。

「その男の罪を忘れたとは言わせんぞ！　それとも以前と同じように甘かん言げんに乗せられたのか!?」

「黙だまりなさい十真！」

　飛鈴は照しよう準じゆんを十真の眉み間けんに合わせた。威い力りよくは低いとはいえ、至し近きん距きよ離りなら殺さつ傷しよう力は十分である。

「あなたに言われるまでもないわ。けど、これは私の復ふく讐しゆうなのよ。私に協力するという名めい目もくで同行を許したということを忘れたの!?」

「俺にも仇あだを討うつ権利はあるはずだ。君が何を考えているのかは知らんが、南な雲ぐも慶一郎という男は油ゆ断だんのならん相手だ……身動きできないうちに止とどめを刺せ!!」

「心しん配ぱい性しようね。彼はもう逃げられないわ……私の手の中から」

　飛鈴は凄すご味みのある笑みを浮かべた。十真は溜ため息を吐つき、不ふ承しよう不ぶ承しようながら唐剣を鞘さやに納おさめる。

「これ以上、問もん答どうを続けても無意味のようだな」

　十真の右手がスッと持ち上がった。

　諦あきらめたと思って内心安あん堵どしていた飛鈴は、その手の形を見て表情を強こわ張ばらせる。十真の右手の五指は鋭するどく折り曲げられ、鷹たかの爪つめか狼おおかみの牙きばを思わせる形をしていた。

「──フンッ！」

　助走なしで床ゆかを蹴けった十真は、飛鈴の頭上を飛び越こえながら、空くうを搔かきむしるように右手を振るった。真上を向いた飛鈴の手から銃が弾はじき飛ばされる。十真はそのまま飛鈴の背はい後ごに着地し、肩から体当たりして飛鈴の身体を突き飛ばした。

　一瞬にして二人の立ち位置が入れ代わり、十真の目の前には無ぶ様ざまに這はいつくばる慶一郎の姿があった。十真が唐剣を抜くのを見て飛鈴が制止する。

「ま……待って、十真！」

「仇きゆう敵てきを目の前にして待てるものか!!」

　十真は唐剣を逆さか手てに持ち、慶一郎の無防備な背中に突き下ろした。

　ガキッ！

　唐剣の切っ先がコンクリートの床を穿うがった。

「なっ!?」

　一瞬、十真は何が起きたのか理解できずに硬こう直ちよくした。唐剣が外はずれたのではなく、動けぬはずの慶一郎が横に転ころがって避よけたのだと気付いた直後、十真は下から突き上げてきた大砲のような蹴りを腹に食らって吹っ飛ばされた。

「やれやれ……俺もずいぶんと憎にくまれたもんだな。だが寝てるところを刺しにくるとは、貴き様さまそれでも武ぶ闘とう家かの端はしくれか？……と言いたいとこだが、そういや暗あん殺さつ拳けんだったよな」

　慶一郎はのっそりと起き上がりながら、右半身の感覚を確かめるように手足を動かした。飛鈴が安堵と困こん惑わくの混ざった複雑な表情で問う。

「慶一郎……いったいどうやって!?」

「言わなかったか？　俺は自由が好きなんだよ」

　口元に獰どう猛もうな笑みを浮かべながらそう答えると、慶一郎は床に転がった唐剣を遠くに蹴とばし、十真に向き直った。

「俺を消しさえすれば一族の誇ほこりとやらが保たもてると思ってるのか？　だいたい、そっちが勝手に人違いして襲おそってきたのがトラブルの原因だろうが！　復ふく讐しゆうだなんだと息巻くのは結けつ構こうだが、まずは俺に対する数々の非ひ礼れいを詫わびてからにしてもらおうか……『あの節せつはどうも失礼いたしました』ってなあ!?」

「ほざけ！　詫びるのは貴様の方だ……いや、それよりも今この場で、死をもって償つぐなわせてやる!!」

　十真は腰を落とし、獣けものの顎あぎとを模もした両手を前方に突き出した。烈リー式聖せい獣じゆう拳けんの構かまえだが、慶一郎が闘たたかった型とは異ことなっている。

「根こん拠きよのない逆さか恨うらみだと言っても聞かないだろうな……いいだろう。だが後で泣き言を言うなよ」

　慶一郎はやや腰を引いた姿し勢せいから、龍りゆうの牙きばを模した両手を大きく上下に開いた構えをとる。十真は険けわしい表情で低く唸った。

　その構えは烈式聖獣拳の一つ──〈煌こう龍りゆう拳けん〉の型であった。




　　　　二




「我が一族から盗ぬすみ取った技わざで迎むかえ撃つというのか!?　愚ぐ弄ろうするのもそこまでにしろ！」

　逆上した十真は颶ぐ風ふうのごとき速さで突進した。

「食らえ〈氷ひよう狼ろうの牙〉!!」

　十真の突きは獲え物ものの喉のど笛ぶえに食らいつく野や獣じゆうの顎と化した。慶一郎の両手が二重の円を描えがき、殺さつ到とうする餓が狼ろうの群むれのごとき十真の連続攻撃を最小限の動きでさばく。〈煌龍拳〉の防ぼう御ぎよの型〈双そう龍りゆう陣じん〉である。

「むっ!?」

　頰ほおにひきつれを感じた慶一郎は反射的に顔をそむけた。直後、胸と顔面に鋭するどい痛みが走る。まぶたの上が浅く切れ、左目の視界が朱しゆに染そまった。

　ガードが甘くなった左手をすり抜けて、十真の掌しよう打だが慶一郎の脇わきに突き刺さった。掌てのひらで打つとともに折り曲げた指が点てん穴けつを突く。脳天まで貫つらぬく激痛が走るが、慶一郎はひるむどころか逆に反撃に出た。

　二重の螺ら旋せんを描く両手──〈双龍〉が群ぐん狼ろうの牙を弾はじき、その一瞬に生じた空くう隙げきに、閃ひらめく稲いな妻ずまのごとき渾こん身しんの突きを打ち込む。震しん脚きやくをともなった発はつ勁けいの生うみ出す衝しよう撃げきは一トンを超こえる。十真は身を躱かわして急所を外はずしたものの、数メートルも跳はね飛ばされた。

「〈煌龍拳〉は攻防一体にして一撃必倒の剛ごうの拳……勝つためにはワンチャンスあれば十分だ。そんなそよ風でいつまでも俺を圧あつ倒とうできるつもりか？」

「くっ……」

　触ふれずとも皮ひ膚ふを切り裂さく〈氷狼拳〉の烈れつ風ぷうの刃やいばを『そよ風』と言い切られ、十真は歯ぎしりしながら立ち上がった。顔を歪ゆがめたのは憤ふん怒ぬのためばかりではなかった。掠かすめただけにもかかわらず、身体からだの奥に浸しん透とうするようなダメージを受けていたのだ。左目に入った血で慶一郎がわずかに目もく測そくを誤あやまらなければ、今の一撃で勝負がついていたところである。

「ただの猿さる真ま似ねではないというのか……なぜだ!?」

「俺は一度見たり受けたりした技は、かなり正確に再現できるんだよ。弁べん慶けいじゃないが、闘った相手の技で良さそうなのがあればマスターすることにしている。俺の〈煌龍拳〉も最初は見よう見真似だったが、この七年間ですっかり身体に馴な染じんでいる……実戦を経へて磨みがき抜かれ、本物の技になったのさ。本家の使い手にも引けはとらんと思うがね」

　十真の恨うらめしそうな顔を見て、慶一郎は苦笑する。

「知ってるか？　日本の諺ことわざにこういうのがある……『技に著ちよ作さく権けんはない』ってな」

「ならば……今度は我が一族の秘術を盗んでみろ！」

　十真は袖そでの内側から四本の長い針はりを取り出し、みずからの膝ひざと肩に深々と突き刺した。立てた親指で首と脇、そして下腹部の秘ひ孔こうを突く。

「クオオオォォ──……」

　髪を振り乱し、身体をガクガクと震ふるわせながら獣けものじみた呼こ気きを吐はく。飛鈴は十真の身に起きた異変の正体を察した。

「や、やめなさい十真！　その技は……」

　十真の全身から異様な殺気が放射されていた。瘦やせ型だった十真の体格が二回りほど大きくなり、拳けん法ぽう着ぎの上うわ衣ぎが膨ぼう張ちようする筋肉の圧力に耐えきれずに張り裂ける。それはほとんど〈獣化現象ゾアントロビー〉と呼んでいいほどの急激な変ヘん貌ぼうであった。

『ぐるぅあああアアァァ──ッ!!』

　十真は野獣の雄お叫たけびとともに跳ちよう躍やくし、手しゆ刀とうの形にした右手を振り下ろした。潜在能力を極限まで引き出された十真の指先は、瞬間、音速を超えた。

　ガオォン!!

　衝撃波の刃がコンクリートの床ゆかを削けずりながら走り、慶一郎の身体を貫つらぬいた。背はい後ごにある金かな網あみのフェンスが余よ波はを受けて激しく波打つ。

「……どうした？　烈リー一族の秘術とやらもその程度か」

　床に溝みぞを掘ほるほどの真空の刃を受けてなお、慶一郎はその場に踏み止とどまっていた。回かい避ひ不ふ能のうと悟さとった瞬間、前方に突き出した両手から龍りゆう気きの衝撃波を放はなち、相そう殺さいすることで威い力りよくを半はん減げんしていたのである。目の前で砕くだけた真空波が慶一郎の身体中の皮ひ膚ふを切り裂いていたが、それでも直撃よりははるかに軽傷といえた。

「来いよ……叩たたき潰つぶしてやる！」

　慶一郎の挑発に、十真は咆ほう哮こうを上げながら突進した。爪つめで空くうを搔かきむしると、数倍に威力を増した烈れつ風ぷうの刃が、慶一郎のＴシャツの胸に三本の裂け目を刻きざむ。

「〈神しん飛ひ拳けん〉!!」

　激痛をものともせず、慶一郎は必殺の龍気弾を放った。カウンターを食らった十真は見えない壁かべに弾はじき返されるように吹っ飛んだが、猫ねこのように空中で姿勢を立て直して足から着地すると、何事もなかったように再び突っ込んでくる。

「イアアアアッ！」

「おおおおおっ！」

　互たがいの中段突きが真正面から激突した。

　バツン、と何かが千ち切ぎれるような致ち命めい的な音とともに十真の右腕から鮮せん血けつがほとばしった。限界に達した筋肉が断だん裂れつしたのである。構わず十真は左足を跳はね上げる。慶一郎が肘ひじ打ちを合わせると、膝ひざ関かん節せつが破は壊かいされて逆向きに折れ曲がった。なおも残る左手で攻撃しようとする十真を、慶一郎は下から突き上げる膝蹴げりで弾き飛ばす。

「──〈飛ひ龍りゆう三さん連れん脚きやく〉!!」

　空中に吹っ飛んだ十真を追って跳ちよう躍やくし、上昇しながら旋せん風ぷう脚きやくと踵かかと落としの連続蹴りで追つい撃げきした。十真は床に叩きつけられてバウンドし、その前に龍気の輝かがやきを身にまとった慶一郎がふわりと着地する。

「ぐ……あ……」

　十真は血混じりの唾つばを吐はきながら身体を起こした。驚きよう異い的な体力といえたが、右腕と左足を破壊された十真に戦闘能力が残っていないことは明らかだった。それでも慶一郎は油ゆ断だんなく構え、相手の次の動きを待った。

「まだだ……まだ……」

　不ふ屈くつの闘とう志しで立ち上がろうとした十真の動きが止まった。

「そこまでよ、十真。勝負はついたわ……これ以上の闘いは命にかかわるわよ」

　顔を歪ゆがめる十真の肩に飛鈴フエイリンの手が置かれた。背中に刺した針が四し肢しを硬こう直ちよくさせ、麻ま酔すい効こう果かによって痛みを消していた。飛鈴が十真の膝と肩の針を抜くと、異常に膨ふくれ上がった筋肉が急速にしぼみ、元の身体に戻もどっていく。がっくりと頭を垂たれた十真の髪が真っ白に染そまっていくのを見て、慶一郎はようやく構えを解といた。
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「その秘術はずいぶんと身体に負ふ担たんをかけるようだな。一族の誇ほこりとやらに、そこまでやるほどの価値があるのか？　いまどき流行はやらんぜ、そういうのは」

　呆あきれ気味に揶や揄ゆする慶一郎を、十真は闘志を失っていない目でにらみつけた。

「一族の誇りだと？　そんなものはどうでもいい……」

「じゃあなんだ？　俺を倒したところで出世につながるとは思えんが」

「まったく……どこまでもふざけた男だな。貴様は飛鈴を辱はずかしめ、利用し、傷付けた──それが理由だ！」

　十真の非難の言葉を聞くと、慶一郎は憮ぶ然ぜんとした表情で飛鈴に目を向けた。飛鈴は目を伏ふせて視線を合わせようとしない。慶一郎は溜ため息を吐ついて、苦にが々にがしく首を横に振った。

「やれやれ……お前は無む駄だなことをしたな。誓ちかって言うが、俺は彼女を辱しめてなどいない」

「……なんだと!?」

「彼女と同じベッドで寝たことは認めるが、身体には指一本触ふれていないぜ。ついでに言うと香港ホンコンから逃げるために利用した覚おぼえもないし、傷付けてもいない。お前の言ったことはすべて事実とは違う」

「ハッ、下手へたな言い逃のがれを……」

　飛鈴の手が十真の肩をギュッと摑つかんだ。

「本当のことよ」

　その告白に、十真は表情を凍こおらせた。




　　　　三




　慶一郎が飛鈴と最初に出会った場所は、烈リー家の屋や敷しきの中の豪ごう華か極きわまる大だい浴よく場じようだった。

　聖せい獣じゆう拳けんの使い手たちとの試合の後、広い湯船の中で疲れきった身体をほぐしているところへ、一いつ糸しまとわぬ姿で現れた少女──それが烈飛鈴であった。

　飛鈴は同じ湯船に入ると、湯ゆ気げの向こうから怯おびえと好こう奇き心しんの入り混じった表情で慶一郎を観察していたが、しばらくするとのぼせてしまったらしく、侍じ女じよに付き添そわれて浴場を出ていった。

（なんだったんだ……あの女の子は？）

　慶一郎は訝いぶかしんだが、翌日にはその少女が自分の花はな嫁よめだと知らされ、困こん惑わくするとともに少しだけ納なつ得とくした。裸はだか同士の顔合わせには『お見合い』の意味があったらしい。しかし結局のところ慶一郎には選せん択たくの余地も拒きよ否ひする権利も与えられず、結婚は強制的に行おこなわれた。慶一郎が自分の意志を示すことができたのは、初夜の床とこで飛鈴と二人きりになってからである。

　その夜、慶一郎は花嫁に背中を向けて眠った。

　二日目の夜も、その次の夜も、慶一郎は夫の権利を放ほう棄きし、花嫁の身体に触れるどころか目を向けることさえしなかった。

　そして四日目の夜──慶一郎はその視線に気付いて目を覚さました。

　隣となりで眠っていた飛鈴が起き上がり、自分をじっと見つめている。寝たふりを続けていると、飛鈴は枕まくらの下に隠かくしておいた短剣を取り出し、ゆっくりと鞘さやから抜いた。天窓から差し込む月光が刃やいばに反射する。

（……さ、刺される!?）

　慶一郎は身の危険を感じて緊きん張ちようしたが、飛鈴は予想もしない行動に出た。その短剣をみずからの喉のどに突き立てようとしたのである。慶一郎は慌あわてて飛び起きると、飛鈴の手から短剣を叩たたき落とした。

「いったい何のつもりだ！　俺に対する嫌いやがらせか!?」

　慶一郎は腹を立てて飛鈴を怒ど鳴なりつけた。理り不ふ尽じんな理由で自由を奪うばわれ、無理やり結婚させられた挙あげ句く、隣でその花嫁に自殺されそうになった二十二歳の男の態度としては至し極ごくまっとうなものだったが、飛鈴がすぐに泣き出してしまったため、慶一郎は怒いかりを向ける先を失ってしまった。膝ひざの間に顔を埋うずめて嗚お咽えつする少女を横目で眺ながめながら、慶一郎は飛鈴にはなんら罪がないことに気付き、やりきれない気分になった。

「……どうして可愛かわいがってくださらないんですか？」

　しばらくして泣きやんだ飛鈴が、おずおずと尋たずねた。それが慶一郎と飛鈴の最初の会話だった。

「私のこと……嫌きらいですか？」

「そうじゃない。自分の置かれている状じよう況きようの何もかもが気に入らないだけだ。君に責任はないよ」

「それが本当なら、愛してください」

「それは……できない」

「なぜですか？」

「な、なぜって……だって、君はその……まだ子供だ」

　十四歳の花嫁の言葉に途と惑まどいながら、慶一郎は答えた。

「君は納なつ得とくできるのか？　いきなり見ず知らずの日本人と結婚させられて……これじゃまるで──」

「納得する、しないの問題じゃありませんわ。すでに私たちは結婚したのだし、私はあなたの花嫁なのだから、その事実に従したがうだけです。他に何があるというのですか？」

　飛鈴の堂々とした物言いに、慶一郎は鼻はな白じろんだ。きっちりと筋すじの通った大人おとなの意見という感じがして、逆に自分がいつまでも駄だ々だをこねている子供のように思えてくる。

（まいったな……こいつは一本取られたぜ）

　飛鈴の言う通りだと反はん省せいする他なかった。自分の境きよう遇ぐうを嘆なげいて拗すねてみたところで、すでに起きてしまったことは、もはや変へん更こうのできない厳げん然ぜんたる事実なのだ。いま考えなければならないのは、これから自分の進むべき道だった。

「あの……ごめんなさい。お気に障さわったのなら謝あやまりますから……」

　慶一郎が急に黙だまり込んでしまったので、飛鈴はひどくうろたえた。

「謝るのは俺の方だよ。そうだ……俺は何をぼんやりしていたんだ」

　慶一郎はベッドの上に正座して、真剣な顔で飛鈴と向き合った。

「聞いてくれ。俺が日本を出てきたのは、自分の目で世界中を見て回りたかったからなんだ。こんなところで足止めを食うわけにはいかない。俺はすぐにでも香港を出るつもりだ」

「それは危険です。殺されてしまうわ」

「君を未み亡ぼう人じんにするつもりはないが、こいつはもう決めたことだ。俺はどんな危険を冒おかしてでも香港を脱出する」

　そうきっぱり宣せん言げんすると、それまで行く手を覆おおっていた霧きりが晴れたような清すが々すがしい気分になった。自分の覚かく悟ごを確認したいま、もはやいかなる危険もさしたる障害とは思えなかった。

「そうですか……分かりました」

　穏おだやかにそう答えながら、飛鈴の顔は何かを決意していた。

「逃とう走そう経けい路ろは私が手配します。空港は無理ですから、おそらく船を使うことになるでしょう」

「できるのか？」

「ええ……でも一つだけ条件があります。私も一いつ緒しよに連れていってください」

「だがそれじゃ君の立場が──」

　そこまで言いかけて、慶一郎は自分のやろうとしていることの重大さに気付いた。形の上とはいえ、すでに他人ではない一人の少女の人生まで背せ負おうことになるのだ。

「私の立場ならもう決まっています。あなたの妻つまなのですから」

　九龍カオルーンの花嫁は、少し誇ほこらしげな笑みとともにそう言った。




　　　　☆




「……つまり、飛鈴がお前の逃亡を手引きしたと言うのか!?」

　十真は喉のどの奥からしぼり出すように言葉を吐はいた。

「だが結局、貴き様さまは一人で逃げた！　それに連れ戻もどされた時、飛鈴は撃たれて重傷を負おっていたんだ……逃亡の邪じや魔まになったから始末しようとしたんだろうが!?　それも違うと言うのか!!」

「彼女を撃ったのは俺じゃない。港まで逃げたところで、追おつ手ての撃った銃弾が彼女に当たったんだ……胸の下にある蝶ちようの刺青いれずみは、その時の傷を隠かくすためのものだろ？」

　飛鈴がこくりと頷うなずく。

「彼女は一緒に行きたいと言ったが、なにしろ出血がひどかったからな……命を救うには置いていくしかなかった。飛鈴のために俺ができたのは、公こう衆しゆう電でん話わで救急車を呼ぶことだけだったよ」

「……バカな……」

　肉体的な打撃には屈くつしなかった十真も、真実の衝しよう撃げきの前に完全に打ちのめされていた。惚ほうけた顔で飛鈴を見上げる。

「だったら……復ふく讐しゆうというのはいったい何だ？　何のためにここに来たんだ？」

「男のあなたには理解できないわ」

　そう冷たく言い捨すてて、飛鈴は慶一郎を見つめた。その眼まな差ざしの奥にあるのは、憎にくしみでも怒いかりでもなく、犯おかしがたい気け高だかさだった。

　慶一郎はその視線を拒こばむように飛鈴に背を向けた。

「もう話すことは残ってないだろう……さっさと帰るんだな。俺は美雪ちゃんさえ無ぶ事じなら文もん句くはない」

　間もなく、「再見チヨイギン」という飛鈴の呟つぶやきが聞こえた。振り向いたときには二人の姿は屋おく上じようから消えていた。

　慶一郎は美雪の身体からだの縛いましめを解といてやり、ベンチに置いてあった涼りよう子この制服を取って、一緒に抱き上げた。階段の手前で立ち止まると、真空波の余波を食らってコンクリートの床ゆかにのびている静しず馬まに声を掛ける。

「担たん任にんの義ぎ務むとして一応、忠ちゆう告こくしておいてやるが……草くさ彅なぎよ、そんなところで寝てると風か邪ぜをひくぞ」

　当然ながら静馬の返事はなかった。




　　　　四




　翌日──大だい門もん高校。

『……というわけで、以上が南雲君から聞いた今回の事件の真しん相そうだ。細こまかい点については今週の校内新聞の記事を読んでもらいたい。まあ、生徒諸君に大した被害がなかったことは不幸中の幸さいわいだったが……』

「アホ～、こっちはえらい被害じゃ、ボケが～」

　昼休みの保健室。ベッドに横になったまま、静馬は藤とう堂どう校長の校内放送に対して蚊かの鳴くような声でツッコミを入れた。屋上で倒れているところを発見され、保健室に担かつぎ込まれたのは今日の三時限目になってからである。しかし幸いにも風邪はひいていなかった。

「それもこれも、ぜぇ～んぶお前のせいやぞ、涼子～」

「な～んであたしのせいなのよ？」

　隣となりのベッドに寝ている涼子が抗議した。

　こちらは気合いで登校したものの、学校までの道のりで体力を使い果はたし、そのまま保健室に直行するはめになったのである。二人は烈リー一族の秘術で潜在能力を引き出され、使い慣なれない筋肉までフルに使ったため全身筋肉痛に襲おそわれていた。身体中に貼はられた湿しつ布ぷ薬やくの臭においが部屋に充じゆう満まんしている。

「クソ～、自分に都つ合ごうの悪いことは全部忘れやがって……」

「妙みような言いがかりはやめてよね。もとはと言えば、あんたが飛とび島しま先生の服を破いたりするから、こんなことになったんでしょ!?」

「そやから違うっちゅうとんじゃ！」

　身体を起こそうとした静馬は、全身に走る激痛に蒼そう白はくになった。

「あ、あかん……ふふ、腹筋切れる！　イタタタタ……助けてえな、奈な々な子こちゃ～ん!!」

「んも～、うるさい子たちね～」

　仕切りのカーテンが開いて、校医の菱ひし沼ぬま奈々子が入ってきた。

「あんたたちね～、仲良しなのは結けつ構こうだけど、おとなしく寝てないと麻ま酔すい打つわよ～？」

「ほーんと、しょうがない人たちですよね」

　菱沼の後ろからひょっこり顔を出した大だい作さくを見て、静馬は恨うらみがましい目つきになった。

「畜ちく生しよォ……お前もこの苦しみを味わえ～」

「イヤですよ、そんなの。だいたい、頼たのみもしないのに鈴那先生の正体を暴あばいたりするからそうなったんですよ。僕はもう少し事態を静せい観かんしてからにしようと思ってたのに」

「な……なんやと？　お前、あの女に操あやつられとったんちゃうんか？」

「確かに妙な催さい眠みん術じゆつをかけられてはいましたけど、とくにひどい目に遭あってたわけじゃないですからね。それどころか、あんな綺き麗れいな人とお近付きになれたうえに、普通じゃ絶対味わえないようなオイシイ役やく得とくがあったりして……」

「お、おんどれは～ッ！」

　静馬は大作に摑つかみかかろうとして手を伸ばしたが、すぐにガックリと力尽つきた。

「学習しない奴やつ……暴れるとますます筋肉痛がひどくなるわよ。だいたいあんた、なんで屋上なんかで寝てたのよ？」

「……お前、ホンマに何も覚おぼえてないんか？」

「だから知らないって言ってるでしょ！」

「ふう～ん……」

「な、なによ!?」

「……別に。覚えてへんのやったら、ええわ」

　静馬は意味ありげな澄すまし顔でそう言うと、プイとそっぽを向いた。そのわざとらしい態度に、涼子はにわかに不安になって問い質ただす。

「どういう意味よ……昨夜ゆうべ、何かあったの!?」

「どうせ覚えてないんやろ？　そやったら別にオレが責任取ることもあれへん」

「責任って？」

「言うとくけど、お前の方が勝手に服脱ぎだしたんやからな」

「う、噓うそ……なによそれ～!?」

　涼子の顔からみるみる血の気けが引いた。

「覚えてへんのやったらそれでええて言うとるやろ？　誰だれにも言わへんから安心せえ……昨夜のことはオレの胸にしまっといたるさかい」

「ちょっと待ちなさいよ！　あたしの記憶がないのをいいことに何かやったわね？　そうなのね!?」

　ベッドから勢いきおいよく起き上がろうとした涼子は、激痛に襲おそわれて倒れ込んだ。

「イタタタタ……は、背筋が……」

「アホやなあ。筋肉痛やっちゅうのに」

　静馬は犬けん歯しを剝むいて意地悪く笑った。二人のやりとりを聞いていた菱沼が目を輝かがやかせる。

「気になるわね～……何があったのかしらね～？」

「どうせ何もなかったんですよ。きっと」

　大作はあっさり言うと、遠い目で窓の外を眺ながめながら溜ため息を吐ついた。

「あ～あ、また来てくれないかなあ。鈴れい那な先生……」




　　　　☆




　同時刻──

　東京国際空港ターミナルビル、ロビー。

　大きな旅行鞄かばんを押している観光客やスーツケースを抱かかえたビジネスマンに混じって、顔や腕に絆ばん創そう膏こうと白い包ほう帯たいが目立つ、まるで病院帰りのような痛々しい姿の大男が歩いていた。大男はしきりに周まわりを見回していたが、やがて、窓の近くに立って発着する旅客機を眺めているスーツ姿の若い女を見つけると、ゆっくりと歩み寄った。

「昨日きのうの今日でもう帰るのか。ずいぶんと急だな」

　隣となりに並んで話しかけると、飛鈴フエイリンはサングラス越ごしに横目で慶一郎の顔を見上げた。

「さっさと帰れって言ったのは、誰だったかしら？」

「その台詞せりふは邪じや魔まな奴に言ったのさ。これでようやく夫婦水入らずで話ができるってもんだ」

「…………」

　軽かる口くちが気に召めさないのか飛鈴は黙だまって窓の外に視線を向ける。慶一郎も同じように飛行機を眺めながら、独ひとり言ごとのように話し始めた。

「あれからいろいろと考えてみたんだ。君が何を思って俺の前に現れたのか……やっぱり、俺を恨うらんでたんだろ？」

「……それだけだと思う？」

「さあね。女の気持ちは俺にはよく分からないよ。確かに俺は君にひどいことをしたし……」

「違うわ。その逆よ」

「逆？」

「鈍にぶいのね……何もしなかったからよ」

　飛鈴はきっぱりと言い放はなった。

「あなたは花はな嫁よめの私を女として認めてくれなかった……だから傷付いたのよ。あなたに傷付けられたプライドは、あなた以外の誰にも癒いやせはしないわ。あの日以来、女を磨みがくために私がどれだけ努力を重ねてきたか……あなたが生きて日本にいると知ったときの喜びがどれほどのものだったか……あなたには理解できないでしょうね」

「飛鈴……」

　慶一郎はようやく自分の犯おかした大きな過あやまちに気付いた。

「そいつは誤解だよ。俺は君を女として認めなかったわけじゃない。最初に会ったときから、十分に君は可愛かわいい女の子だったよ。ただ……俺みたいな男には、君を辱はずかしめる権利はないと思ったんだ」

「噓うそ……！」

「傷付けたくなかったのは本当さ。あの頃ころは、それがかえって君を深く傷付けることになるなんて思いもしなかったんだ」

「だから何だっていうの？　そんな言い訳わけをしにきたの!?」

「そうじゃない」

　慶一郎は両手で飛鈴の肩を摑つかんで正面を向かせた。表情を隠かくしているサングラスを取ると、目元に泣きはらした跡あとがあった。

「あの時、俺が君を拒こばんだのは事実だ。君を傷付けたくなかったのも噓じゃないが、結局のところ、俺は自分を守りたかっただけなんだってことも、いまはわかる。でも……そんなことを謝あやまりにきたわけじゃないんだ」

　飛鈴の顔を覗のぞき込みながら、慶一郎は少し照てれくさそうに言った。

「俺がいま、君に夢中だって言ったら……信じるかい？」

「えっ……？」

　飛鈴は不意をつかれた表情になった。
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「以前の君も、いまの君もひっくるめて……全部の君が好きだと言ったら、信じてくれるかい？　香港ホンコンになんて帰したくないんだ。君が欲しくてたまらないんだ。こんなことは生まれて初めて言うが……俺は君に恋してる」

「け……いちろう……？」

　腰に腕を回して抱き寄せ、頰ほおに手を触ふれると、飛鈴の瞳ひとみから新たな涙なみだがあふれ出した。

「──我愛尓ンゴンゴイレイ」

　あまりに陳ちん腐ぷな、しかしこれ以上はない真実の言葉で告白し、慶一郎は花嫁の唇くちびるをふさいだ。










　エピローグ




　それから三日後──鬼おに塚づか家。

　夕食の最中に電話のベルが鳴った。美雪は箸はしを置くと、廊ろう下かに出て受話器を取り上げた。

「……はい、鬼塚です」

『あっ……美雪ちゃん？』

　聞こえてきたのは聞き覚おぼえのある男の声だった。しかしその声はやけに遠くて聞き取りにくいうえ、その口調も切せつ羽ぱ詰つまっていた。

「どちら様でしょうか」

『お、俺だよ俺……南雲慶一郎だよ。実はいま香港から電話してるんだが……』

「……どんなご用件でしょうか」

『どんな用件って……俺が行ゆく方え不明になって心配してるんじゃないかと思って、やっとのことで連絡を取ったんだよ。美雪ちゃん……もしかして怒ってない？』

「別に……なんとも思ってませんから」

『そ、そう……？　なんか口調が冷たいよ？』

「これで普通です。それより早く用件をどうぞ。食事中なんです」

　美雪の応対の冷たさに、電話の向こうの慶一郎はしばし絶ぜつ句くした。

『あ、ああ……その、ちょっと不ふ覚かくをとって香港に拉ら致ちされたんだが、すぐに日本に帰るから……』

『──そうはいかないわよ！』

　突然、会話に女の声が割り込んできた。慶一郎の声は哀あわれなほどに慌あわてふためいていた。

『飛鈴フエイリン!?　いったいどこから……』

『甘いわね慶一郎！　この香港じゃ、たとえ電話一本でも私の目を逃のがれることなんてできやしないのよ。だいたいどうして逃げるの？　私のこと愛してるって言ったのに』

『ああ、確かにそう言ったさ。だがな……君が烈リー一族の後こう継けい者しやになってるなんて知らなかったし、だいたい旦だん那なを木き箱ばこに詰め込んで貨か物もつ扱あつかいで空くう輸ゆするような嫁よめはいらん！　お前とはもう離り婚こんだ!!』

『烈一族には離婚は認められないわ。死が二人を別わかつまではね……だからさっさと諦あきらめて私と添そい遂とげる覚かく悟ごをなさい！　男のくせに、往おう生じよう際ぎわが悪いわよ』

『俺は自由が好きなんだ！』
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　香港発の夫婦喧げん嘩かの模も様ようを美雪はしばらく黙だまって聞いていたが、やがて言った。

「じゃあ先生……お幸せに」

『え？　美雪ちゃん!?　ちょっと待っ……』

　チン。

　受話器を置いて居い間まに戻もどってきた美雪に、鉄てつ斎さいが尋たずねる。

「誰だれからだ？」

「……知らない人」

　少し頰ほおをふくらませた美雪は、そっぽを向いて答えた。




　慶一郎がソルバニア経けい由ゆで日本に帰き還かんしたのは、それからさらに三日後のことであった。

　帰国後、慶一郎は周囲の人間に「俺はバツイチだ」と言い張ったが、相手にする者はいなかったという。





〈カオルーンの花嫁／終劇〉









本書は、月刊ドラゴンマガジン一九九七年十二月号～九八年五月号に連載された作品に加筆修正したものである。










　あとがき




　いや～、どうもどうも。

　この本が書店に並ならぶ頃ころは八月も下旬ですが、狂ったような猛もう暑しよの中、読者の皆様はいかがお過ごしでしょうか。

　このたび、とうとう主人公と同い年になってしまった雑さい賀が礼れい史じです（実は四巻では書き忘れてました）。

　さて、本書はドラゴンマガジン九七年十二月号から六回に渡わたって連れん載さいしていた同名作の文庫版です。タイトルについている『ＥＸエクストラ』の名の通り特とく別べつ篇へんですが、四巻の内容がアレだったので、なんだかこっちの方が逆に本編っぽい感じですが（苦笑）。むしろ四巻は『Ｊジユニア』のつく特別篇だったという噂うわさも……まあリアルバウトハイスクールは話の構造上、本編も外伝もごっちゃになっているが常つねなので（外伝の中に本編が挿そう入にゆうされているという説もある）、本作もまた本編の一部と思ってください。

　本作『カオルーンの花嫁』のヒロインの飛とび島しま鈴れい那なこと烈飛鈴リー・フエイリンですが、その誕たん生じようのきっかけは担たん当とうのＳ山さんのアイデアでした。

「中国娘を出しましょう！」

　連載の打ち合わせの最中、いきなり飛び出したその言葉を聞いたときには、正直言ってピンときませんでした。

「中国娘……ですか？」

「ええ、もちろん中国拳法の達たつ人じんで、実は慶一郎の許婚いいなづけなんですよ。それで慶一郎に結婚をせまって追い回すという……」

「……それは某ぼう人気マンガの某キャラのまんまパクリでは？」

「ええ、いいじゃないですか。パクリで」

　そのミもフタもない言葉を聞いたときには、正直言って呆あきれました。Ｓ山さんは謎の格闘家に師し事じして怪あやしげな拳法（おそらく暗殺拳）を習っていて格闘技の知識が豊ほう富ふなうえ、知り合いから聞いたという武術にまつわる血も凍こおるような痛つう快かいバイオレンスなエピソードの数々を聞かせてくれるという、まことにありがたい担当さんなのですが、たま～に本当にテキトーなことを言ってくれるので油ゆ断だんができません。

「はあ～、それは面おも白しろそうですねえ」

　などと心にもないことを言いつつその場は適てき当とうにお茶をにごしたものの、他にこれといったネタもないので、とりあえずその中国娘のアイデアをいじってみることにしました。

　格闘家の中国娘というと某人気ゲームの某キャラを連れん想そうしますが、ここ数年のキャラクター人気先行型ゲームのブームのおかげで、単に中国娘という設せつ定ていだけでは新しん鮮せんなイメージが湧わいてくる余よ地ちなどもはやありません。結局、既き存そんのイメージに頼たよらず一から作り上げることに方針決定。それならばと雑賀ワールドに特とく有ゆうのドロドロとした濃のう厚こうなナニを設定したところ、それまで気乗りしなかったのがウソのように俄が然ぜんいい感触になってきたのです。「これはけっこうイケるかも!?」と調子に乗って話を組んでいるうちに内容が膨ふくらみ、当初は三回連載の依い頼らいだったのが六回に伸のびたのに合わせて、最終的には六話構成になってしまいました。連作短編のスタイルをとっているリアルバウトにおいては、本作は初の長編なのです。

　ところが、いざタイトルも決まって書き始めると、すぐに奇き妙みような違い和わ感かんを覚えました。これまでとは明らかに手て応ごたえが違うのです。

（あれ？　リアルバウトって……こんなにアダルトな話だっけ？）

　そう自じ問もんして違和感の正体を探ってみると、やがて意外な原因が判はん明めいしました。そう──よくよく考えてみたら主人公が二十九歳！　あらためて気付いて驚くこの事実!!

　主人公が二十九でヒロインが二十歳。普通に書いていたらとても中高生が読むような内容にはなりませんわな。

（なるほど……主人公がこれじゃあ、そりゃあ涼子とか静馬とか大作がないことには学園モノとして成り立たないわ。うまいことこしらえてあるよな～）

　などと自じ画が自じ賛さんしつつ納なつ得とくした次し第だいで、なんともまあ無意識の成せる業わざとは恐ろしいものです。さらに第一話を書き上げた時点でこのヒロインの予想外のパワーを実感し、当初予定していた展開の修しゆう正せいを余よ儀ぎなくされたのです。

（そうか！　これは慶一郎が堕ちる話なのだな）

　そう認識するに至いたってようやく〈カオルーンの花嫁〉の全体像が把は握あくできました。それまで霧きりに隠されて見えなかった山さん頂ちようが見えた、という感じでしょうか。

　こんなことを書くと不思議に思われるでしょうが、作者といえども最初から物語のすべてを知っているわけではありません。小説を書くという作業は自分の内に潜ひそむ無自覚的な物語を掘ほり起おこすことに他ならず、むしろ作者自身が「なぜこうなるのか分からない」と感じるような、無意識的に書いている部分にこそ作者が実際に信じている価か値ちや欲よく望ぼうが含ふくまれているものです。作者は自分の無意識の領りよう域いきから生み出された物語と対話し、それを理解して（理解できないまでも納得して）はじめて『物語る』ことができるのです。作家がすべてそうだとは言いませんけどね。

　そんなようなことも考えつつ、こうして外伝的な作品が出来上がったわけですが、当初は予定になかったレイハの活かつ躍やくをはじめとして、本編のギミックを上手く織おり込めたのではないかと思います。しかし主人公の『昔の女』というだけならまだしも、いきなり『嫁よめ』が登場してしまうあたり（しかもよりを戻すし）さすがは慶一郎という感じですが……いかがなもんでしょう。感想をお待ちしております。




　　　　☆




　ここで第四巻のフォローをしておきたいと思います。

　四巻はかなり切せつ迫ぱくしたスケジュールで書いた本でした。どれくらい厳きびしかったかと言うと、脱だつ稿こうしたのがあとがきの日付の前日（！）で、アパートの前で担当さんが最後の原稿が上がるのを待っていたという、まるで昔のドラマやマンガに出てくる売れっ子作家のような経けい験けんをしました。六月に出たこと自体が奇き跡せきのような本なのですが（三週間で本になったからな……いったいどんな魔法を使ったのやら）、作者の脳のうが溶とけかかっていたことによる誤ご字じ脱だつ字じ、およびチェックが行き届かなかった誤ご植しよくがけっこうあります。その部分は第二版以降で直す予定ですのでどうかご容赦を。

　あとがきに割さくページ数も先に決めておかねばならず、三巻と同じ六ページでということにしたら、全然足たりなくていろいろと削けずることになってしまいました。遅まきながら補ほ足そくさせていただきます。

　四月における格闘シーンには、Ｓ山さんから聞いた『本当にあった恐こわい話・格闘編』にヒントを得たアイデアを随ずい所しよに盛り込んでおります。例えば秋あき崇たかが初登場するシーンで『人間を片手で持ち上げて地面と平行に投げ飛ばす』という描びよう写しやがありますが、あれも実際にあったという話が元になっていますす。超能力技である〈神威の拳〉以外は、それがどんなに大おお袈げ裟さで荒こう唐とう無む稽けいに思えても、だいたいは人類の限界の範はん囲い内ないで可能な技なのだと思ってください（Ｓ山さんが大ボラ吹きでなければという条件付きですが）。あと「アイアンメイデンの刑」はどのように言い訳わけしようと確実に犯はん罪ざい行こう為いなので、実行する時はそれなりの覚かく悟ごを決めて臨いどみましょう（笑）。

　本編において万かず騎きが読んでいる三冊の本はすべて実在します。最後に出てくる『快かいの打ち出の小こ槌づち』は朝あさ日ひ出版社の「レクチャーブックス」シリーズの一冊で、〔日本人の精せい神しん分ぶん析せき講こう義ぎ〕とサブタイトルがついています。精神分析を専門とする佐さ々さ木き孝たか次つぐ教きよう授じゆを講こう師しに、当時まだ映画監督になる以前の伊い丹たみ十じゆう三ぞう氏が生徒としてレクチャーを受けるという内容です。四巻の執しつ筆ぴつ中ちゆうに図書館に立ち寄った際、昨年末に衝しよう撃げき的てきな投身自殺で話題になった伊丹氏の名前を見かけて思わず手に取ったのが出会いでした。エディプスの問題や日本人の血けつ縁えん幻げん想そうについての講義など、非常に興味深い内容だったので、もののついでに本編に出してみました。

　とりあえず四巻についてはそんなところですが、それに関連して読者諸しよ氏しに報告しておくことがあります。

　岸きし田だ秀しゆうなる人物をご存ぞんじでしょうか。

　フロイト研究家で、「人間は本能の壊こわれた動物であり、壊れた本能の代わりに『物語』や『幻想』を頼たよりに行動しているにすぎない」とする「史し的てき唯ゆう幻げん論ろん」を唱となえる文明批ひ評ひよう家かです（というより哲学者と呼んだ方が適切かも）。『快の打ち出の小槌』と同じレクチャーブックスの一冊『哺ほ育いく器きの中の大人』で伊丹氏に講義しているのですが、久々に知的好奇心を刺し激げきされて氏の最初の本である『ものぐさ精神分析』を読んでみたところ──凄すさまじい戦慄トキメキが背せ筋すじを駆かけ上がり、脳天に火花が飛び散るのを感じました。

「こ……こんな本がこの世に存在していたとは！　しかも二十一年も前からっ!!」

　魂たましいが震ふるえる、とはこのことでしょうか。それは僕が十年以上も前から探し続けていた本でした。心の底から渇かつ望ぼうしながら、しかしこの世界には存在しないものとすっかり諦あきらめていた本だったのです。

　僕は長らくアイデンティティの不安──『自分の存在と世界との間に生ずるズレと摩ま擦さつ』にひどく悩なやまされていました（人類共通の悩みでしょうが）。僕が大学で哲学科に在ざい籍せきしていたことは以前にも書いたと思いますが、西洋哲学は唯一神を持たない日本人にとってはまったく無用の長物で、そこに僕の求める答えは何もありませんでした。

「ええい、クソの役にも立たん哲学なんぞ知らんわ！　もういい、自分でやる!!」そう見切りをつけると、自分の心を対たい象しようにして『小説を書く』という方法で研究を始めたわけです。

　ところが、異世界を舞台にしたファンタジーやスペースオペラなどとは違い、〈リアルバウトハイスクール〉は現代の日本が舞台であるというだけで独どく特とくの難むずかしさがあります。日本に生まれて日本人として生きてきたにもかかわらず、日本という国がはっきりと理解できなかったからです。

　とにかく日本という国は謎なぞだらけです。欺ぎ瞞まんだらけと言った方が正確でしょうか。どうして日本人としてのアイデンティティを保証する基き盤ばんがどこにも見当たらないのか？　日本のいい大人の言っていることはどうしてもああも首しゆ尾び一いつ貫かんして支し離り滅めつ裂れつなのか？　太平洋戦争に関して、口を揃そろえて「あの戦争は悪かった」と言っているわりに実際には反省する気はさらさらなく、むしろ過去の栄光だとする暗あん黙もくの了りよう解かいがあるのはどうしてなのか？　日本軍がどう見てもアホとしか思えない戦法を繰くり返した真しん意いは何だったのか？　戦時中は「鬼き畜ちく米べい英えい」だったのが終戦と同時に掌てのひらを返したように「マッカーサー万ばん歳ざい」になったのはどういうカラクリなのか？　明治から現代に至いたる歴史の流れが断だん絶ぜつしているのはどうしてなのか？　卑ひ屈くつな与よ党とうと純粋バカの野や党とうという図式がいつまでたっても変わらないのはどうしてなのか？……とまあ数え上げたらキリがありませんが、それらの「普通に考えたら当然わいてくる疑問」をすっきりと解かい消しようしてくれるような説明は一度として聞いたことがありませんでした。

　しかし岸田氏の「日本は幕ばく末まつのペリー・ショックのトラウマにより精せい神しん分ぶん裂れつ病びよう的てき気き質しつになった」とする説を読み、それまで断だん片ぺん的てきな事実をいくら積み重ねてみてもいっこうに摑めなかった日本の全体像が初めて見えたと感じたのです。ピースの数が全然足りないうえに完成した絵も想像できない絶望的なジグソーパズルをやらされている状態から一気に開放されたような気分でした。僕が疑問に思っていたようなことはすべて日本の歴史の中できちんとつながっていて、歪ゆがんではいても断絶はしていないということが納得できたからです。

　岸田氏が『唯幻論』を元に展開する人間心理メカニズムと文化発はつ祥しようの起源に関する考察は、論理的筋すじ道みちが極きわめて明めい快かいで、およそ難解さとはほど遠い平易な文章で構築されています。しかもそこに書かれている内容すべてが自分の求めていた知識となれば、これはまさしく猫にマタタビ状態。岸田氏の著ちよ作さくで文庫化されている本は片かたっ端ぱしから狂ったように読み漁あさり、ほぼ一日一冊のペースで読破しました。中でも『嫉しつ妬との時代』の面白さは目も眩くらむほどで、一つの章を読み終えるたびにしばらく放心状態になったほどです。本を読むのがこれほど楽しいと感じたのはいったい何年振りでしょうか。

『唯幻論』において最も心こころ惹ひかれるのは、つまるところ人間の信じる価値や意味はすべて幻想であって「正確」などありえない、と断言しているところです。下手に読むとニヒリズムに陥おちいる危険もあるのですが、逆に言えばこれほど心強い説もありません。言い換えると「どうせ幻想なんだから、人間は何を信じてもかまわない」ということなのですから。もちろん自分を偽いつわらない限りにおいてですが。

　こういうことを書いていると、雑賀礼史が作家として大きく方向転換するかのように思われるかも知れませんが、さらあらず。これまで暗い森の中を自作の杖つえで足元を探りながら歩いていたところに、いきなり頭上から目ま映ばゆいサーチライトの光が浴あびせられたような感じなのですが、後ろを振り返ってみると、自分の歩いてきた道筋が何も間違えていなかったことが確認できました。方向転換どころかますます自信を深め、これまで以上に大だい胆たん不ふ敵てきに迷いのない足取りで進んでいけそうな気がしています。今後の雑賀の活躍にご期待ください。

　岸田唯幻論は発表から二十年以上も経けい過かしていながら、バブル時代があったためでしょう、世間の認にん知ち度どは不当に低いようです。そこでこれを読んでいる全国の図書委員に極ごく秘ひ指し令れいを通つう達たつします。『岸田コレクション』と題されたハードカバーのシリーズが出ているので（確か青土社刊だったと思う）、予算をちょろまかして全ぜん巻かん揃えるように。もちろん理由を問い質されても雑賀の名前を出すことは禁きんじます。拷ごう問もんを受けた場合でもあくまで独どく断だんでやったと言い張はってください。なお、任にん務む中ちゆうに命を落とすようなことがあっても当局は一いつ切さい関かん知ちしないのでそのつもりで。死して屍しかばね拾ひろう者なし。任務の成功を祈ります。




　　　　☆




　では、四巻のあとがきクイズの答えです。

『次のリアルバウトの本で登場する、謎の怪人がかぶっているヒーローのお面は何？』という問題でしたが、本編を読んでもらえればおわかりのように、正解は『謎の怪人は登場しないのでお面もなし』でした～！

　連載を読んでいることが前ぜん提ていになっていますが、『ノーヒントがヒントである』ということと、問題文中の『次のリアルバウトの本』という言葉が実は大きなヒントでした。四巻の次の本なら『第五巻』と書けばいいものをわざわざ『次の本』と書いたのは、次に出るのが『カオルーンの花嫁』の文庫版であるということの暗あん示じだったわけです。ドラゴンマガジンのバックナンバーを血ち眼まなこになって調べたうえでまんまと間違えた方、残念でした（笑）。今回は募集期間が二カ月と短かったのですが、この本の発売日の消印まで有効とさせていただきます。正解者にはごっつい賞品をお送りしますのでお楽しみに。

　それでは今回のクイズを出題します。

〈Ｑ：飛鈴のモデルになったという某人気マンガの某キャラとは？〉

　今回は簡かん単たんすぎるかな……まあいいか。どしどしご応おう募ぼください。加えて感想のお便たよりも随ずい時じ募集しております。

　雑賀の今後のスケジュールは第五巻とドラマガ連載の準備、それとコミック化の打ち合わせです。コミックに関しては雑賀の方からだいたいのプロットを出し、それを元にいのうえさんが描くという形になりそうです。いのうえさんのオリジナル色が強くなると思いますが、原作者としても楽しみにしています。

　さて、このあとがきも長々と書いてきましたが、そろそろ鬱うつ陶とうしくなってきた頃だと思うのでここら辺にしておきましょう。

　これからも応援をよろしく。

　では、また。




　平成十年七月二十一日


雑賀　礼史












召喚教師リアルバウトハイスクールEX-1




カオルーンの花はな嫁よめ








雑さい賀が礼れい史じ
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